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[bookmark: GUID-C87C6CE4-2849-4753-BDFC-DD1A15C7060D]
はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済のデータベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。





	対象読者



	ドキュメントのアクセシビリティについて



	関連ドキュメント



	表記規則







[bookmark: GUID-C9132383-BCE5-4728-B236-19F1D2182340]対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。

	システム管理者



	ネットワーク管理者



	データベース管理者



	アプリケーション管理者およびユーザー





このマニュアルでは、Oracle Database Appliance固有の情報以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションの開発に関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle Databaseインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。 





[bookmark: GUID-E409CC44-9A8F-4043-82C8-6B95CD939296]ドキュメントのアクセシビリティについて



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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このドキュメントおよび次のドキュメントは、Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリで公開されており、次のURLからアクセスできます。

http://www.oracle.com/goto/oda/docs:

	『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』



	『Oracle Database Applianceライセンス情報ユーザー・マニュアルfor Linux x86-64』



	『Oracle Database Appliance X6-2-HAデプロイメントおよびユーザーズ・ガイド』



	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』



	『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』 (フルサイズの印刷物がOracle Database Applianceに同梱されます)



	Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド



	Oracle Database Applianceサービス・マニュアル



	Oracle Database Applianceシリーズ・セーフティおよびコンプライアンス・ガイド



	『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』



	『Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database Applianceユーザーズ・ガイド』





次のMy Oracle Supportノートには追加の情報が含まれます。

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=888888.1



	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=2144642.1





Oracle Databaseの使用の詳細は、Oracle Databaseオンライン・ドキュメント・ライブラリの次のドキュメントを参照してください。

	『Oracle Database概要』Oracle Database Applianceについて





1 Oracle Database Applianceについて 

このドキュメントは、Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2M、およびX6-2Lハードウェア・モデルのみに適用されます。 

Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイと管理が簡単なシステムでOracle Databaseを利用できます。完全なソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークのパッケージにより、データベースのデプロイメント、メンテナンスおよびサポートと、アプリケーション・ワークロードを簡素化でき、時間と費用を節約できます。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceコンポーネント
 インストールされるまたはダウンロードできるOracle Database Appliance X6-2S、X6-2M、およびX6-2Lコンポーネントについて次の表で説明します。
	Oracle Database Applianceデプロイメントの概要
 Oracle Database Applianceをデプロイするために実行する必要のある手順を確認します。




Oracle Database Applianceコンポーネント

インストールされるまたはダウンロードできるOracle Database Appliance X6-2S、X6-2M、およびX6-2Lコンポーネントについて次の表で説明します。

インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードと示されているコンポーネントは、自身でダウンロードしてデプロイすることになります。

注意:
この表にリストされているコンポーネントは、すべてのリリースで使用できるわけではありません。







表1-1 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	コンポーネントの内容	インストールまたはダウンロード 
	Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Manager (Webコンソール)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ

	インストール


	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル

	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

Oracle Appliance Manager Webコンソール

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerソフトウェア

	ダウンロード












Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

Oracle Database Applianceをデプロイするために実行する必要のある手順を確認します。

これらのタスクを完了するには、このマニュアル、および『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の各トピックを参照してください。 




	Oracle Database Applianceの準備。	Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。
	構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。
	サーバー設置場所を準備します。
	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。
	ネットワーク上のローカル・コンピュータにOracle Database Applianceソフトウェアをダウンロードします。



	Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。	サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。
	電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。
	キーボードおよびマウスをUSBポートに接続し、ビデオ表示をVGAポートに接続します。
	外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。
	システムを起動します。
	ネットワークをplumbします。



	Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。	ネットワーク上のシステムにOracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをダウンロードします。
	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをOracle Database Applianceにコピーします。
	update-imageコマンドを実行してバンドルをインストールします。



	Oracle Database Applianceのデプロイ。	Oracle Database Appliance Webコンソールにログインします。
	「Deploy Appliance」をクリックします。
	構成の詳細を入力します。
	「Submit」をクリックしてデプロイメントを開始します。
	「Activities」タブで進捗状況を監視します。










Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備





2 Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備 

Oracle Database Applianceの到着前に次の設定タスクを完了してください。 

タスク:




	My Oracle SupportへのサポートIDの登録
 ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 
	Oracle Database Applianceの構成オプションの計画
 これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。
	システム要件の情報収集
 これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceのデプロイ前に情報を収集します。




My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得した場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。

注意:
登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。







Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。

これらのトピックは、適切なOracle Database Applianceを選択して、デプロイメントを計画する際に役立ちます。先に進む前に、決定事項および必要な情報を記録してシステム構成チェックリストを完成させてください。

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。データベース構成にはOracle Appliance Managerのみを使用してください。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、これらのデータベースがOracle Database Appliance上で確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 





内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance構成の選択
 Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lのハードウェア構成を比較して選択します。
	オペレーティング・システムのグループとユーザーの選択
 オペレーティング・システムのグループとユーザーを構成する方法およびオペレーティング・システムのロール分離を許可するかどうかを決定します。
	データベース・デプロイメント・オプションの選択
 デプロイメントに使用可能なOracle Databaseエディションを確認します。 
	Oracle Database Applianceのデータベース・シェイプの選択
 Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のシェイプと呼ばれるテンプレートが含まれています。




Oracle Database Appliance構成の選択

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lのハードウェア構成を比較して選択します。

	Oracle Database Appliance X6-2Sは小規模な構成で、より規模の小さいまたはエントリレベルのデプロイメント用に設計されています。 


	Oracle Database Appliance X6-2Mは、性能を重視して設計された中規模な構成です。


	Oracle Database Appliance X6-2Lは、大規模なデータベースとデータベース統合向けに設計された大規模な構成です。




Oracle Database Applianceを別の構成に拡張または再構成することはできません。たとえば、Oracle Database Appliance X6-SをOracle Database Appliance X6-2Mに拡張することはできません。Oracle Database Appliance X6-2の構成の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。





オペレーティング・システムのグループとユーザーの選択

オペレーティング・システムのグループとユーザーを構成する方法およびオペレーティング・システムのロール分離を許可するかどうかを決定します。

オペレーティング・システムのグループとユーザーについて
ロール分離によってグループとユーザーを構成して、オペレーティング・システム認証用の個別のグループを提供できます。

ロール分離により、単一ユーザーがすべてのOracleインストールを所有します。単一ユーザーにすべてのデータベースがインストールされます。分離では、OracleとOracle Clusterwareに対してのみ個別のユーザーを含めることができます。システム権限のオペレーティング・システム認証を共有せずに、複数のデータベースをインストールできます。また、各Oracleソフトウェアのインストールは個別のインストール所有者によって所有され、Oracle Databaseバイナリの変更に対するオペレーティング・システム・ユーザー認証を提供します。 

注意:
どのOracleソフトウェア所有者も、すべてのデータベースと、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)や仮想IP (VIP)などの、共有しているOracle Grid Infrastructureリソースを起動および停止できます。ジョブ・ロール分離構成により、データベースのセキュリティが有効になり、様々なOracle Clusterwareリソースの起動および停止においてユーザー・ロールは制限されません。

Oracle Grid Infrastructureのロール分離により、個別のオペレーティング・システム・グループが、ストレージ階層管理用にOracle ASMシステム権限に対するオペレーティング・システム認証を提供します。このオペレーティング・システム認証は、Oracle Databaseオペレーティング・システム認証とは異なります。加えて、Oracle Grid Infrastructureのインストール所有者は、Oracle Grid Infrastructureバイナリの変更用にオペレーティング・システム・ユーザー認証を提供します。

オペレーティング・システムのユーザー、グループおよびロールの4つの組合せの中から1つを使用してアプライアンスを構成できます。デフォルト・ユーザーはOracle Databaseインストール所有者(oracle)およびOracle Grid Infrastructureインストール所有者(grid)です。デフォルト・グループは、oinstall、dbaoper、dba、asmadmin、asmoperおよびasmdbaです。




デフォルト・グループ: 2人のユーザーと6つのグループ
デフォルトの構成は、ユーザーの2つのオペレーティング・システム・ロールと6つのグループの組合せです。

Oracleユーザー(oracleUser)ロールのoracleユーザーと、gridUserロールのgridユーザーという2人のユーザーを構成するには、オペレーティング・システムのロール分離を許可します。

oinstall、dbaoper、dba、asmadmin、asmoperおよびasmdbaの6つのグループを構成する場合は、ユーザーとグループをカスタマイズするオプションを選択しないでください。

注意:
Webコンソールでデフォルト構成を選択すると、ユーザーとグループはインタフェースに表示されません。




2人のカスタム・ユーザーと6つのカスタム・グループ
構成をカスタマイズして、2人のカスタム・ユーザーと6つのカスタム・グループを作成できます。

2人のユーザーを構成するには、オペレーティング・システムのロール分離を許可します。ユーザーには、oracleおよびgridのデフォルト値が移入されますが、この値は編集できます。

6つのグループを構成するには、ユーザーとグループをカスタマイズするオプションを選択します。ユーザーにはデフォルト値が移入されますが、この値は編集できます。デフォルト・グループは、oinstall、dbaoper、dba、asmadmin、asmoperおよびasmdbaです。

図には、デフォルト値が移入されているカスタム構成の例が示されています。 

図2-1 2人のカスタム・ユーザーと6つのカスタム・グループ 
[image: 図2-1の説明が続きます]






単一のカスタム・ユーザーと6つのカスタム・グループ
構成をカスタマイズして、単一のオペレーティング・システムのデータベース・ユーザーと6つのカスタム・グループを作成できます。データベース・ユーザーはグリッド・インフラストラクチャとRDBMS (リレーショナル・データベース管理システム)スタックの両方をデプロイできます。ユーザーとユーザーIDを編集し、グループ名とIDをカスタマイズできます。SAPをデプロイする際にこのオプションを使用します。

Oracleユーザー(oracleUser)ロールを持つ単一のoracleデータベース・ユーザーを構成する場合は、OSロール分離を許可しないでください。

6つのグループを構成するには、ユーザーとグループをカスタマイズするオプションを選択します。次のデフォルト・グループには、oinstall、dbaoper、dba、asmadmin、asmoperおよびasmdbaが移入されます。グループをカスタマイズできます。




単一ユーザーと2つのグループ
Oracleユーザー(oracleUser)ロールを持つ単一のoracleユーザーを構成する場合は、OSロール分離を許可しないでください。

oinstallとdbaの2つのグループを構成する場合は、ユーザーとグループをカスタマイズするオプションを選択しないでください。








データベース・デプロイメント・オプションの選択

デプロイメントに使用可能なOracle Databaseエディションを確認します。 

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。初期デプロイメント中に、Webコンソールでデータベース・エディションを指定します。Oracle Database Enterprise EditionとStandard Editionの両方を同じアプライアンスで使用することはできません。

次のOracle Databaseエディションを使用できます。

	Oracle Database Enterprise Edition

Oracle Database Enterprise Editionは、大量のオンライン・トランザクション処理(OLTP)アプリケーション、問合せ集約型のデータ・ウェアハウスおよび要求の高いインターネット・アプリケーションなどのミッションクリティカル・アプリケーションに必要な、パフォーマンス、可用性、スケーラビリティおよびセキュリティを提供します。

	シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	Oracle Databaseオプションの利用が可能





	Oracle Database Standard Edition 2

Oracle Database Standard Edition 2は、ワークグループ、部門レベルおよびWebアプリケーションに、先例のない使いやすさ、処理能力とパフォーマンスを提供します。 


	Oracle Database Standard Edition

Oracle Database Standard Editionは、多くのマシンのサポートとOracle Real Application Clusters (Oracle RAC)でのサービスのクラスタリングによって、Standard Edition Oneの先例のない使いやすさ、処理能力とパフォーマンスを提供します。 


	Oracle Database Standard Edition One

Oracle Database Standard Edition Oneは、ワークグループ、部門レベルおよびWebアプリケーションに、先例のない使いやすさ、処理能力とパフォーマンスを提供します。




注意:
サポートされるオプションおよび製品は、Oracle Databaseライセンス・ガイドを確認してください。





Oracle Database Appliance用のデータベース・シェイプの選択

Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレート(シェイプ)が含まれています。

Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、シェイプによってはモデルでサポートされない場合があります。

各Oracle Databaseシェイプには、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)


	処理要件(プロセス数から算出)


	ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)




Oracle Database Applianceシェイプは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合わせてチューニングされており、特定のコア数で動作するよう設計されています。

注意:
Oracle Database Applianceシェイプを使用することをお薦めします。これらのシェイプはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されています。





関連項目

	Oracle Database Applianceのデータベース・シェイプ








システム要件の情報収集

Oracle Database Applianceをデプロイする前に、次のチェックリストを使用して情報を収集します。

内容は次のとおりです。




	デプロイメント前に必要な情報のリスト
 Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 
	MACアドレスの表示
 ifconfig -aコマンドを使用して様々なインタフェースのMACアドレスを表示します。
	システム詳細のチェックリスト
 チェックリストを使用して、Oracle Database Appliance用に取得する必要があるシステム情報を収集します。システムに関する値を記録します。
	カスタム・ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト
 このチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを識別します。




デプロイメント前に必要な情報のリスト

Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 

Oracle Database Applianceハードウェアの到着前に、rootパスワードのセキュリティ要件を確認し、ストレージ要件およびネットワーク管理要件を決定して、必要な構成を完了します。 

セキュリティ要件
	Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。


	セキュアなオペレーティング・システムは、一般的なシステム・セキュリティの重要な基盤です。オペレーティング・システム・デプロイメントが一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認します。







ストレージ管理要件
ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。 

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lでは、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)またはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)が使用され、次が含まれます。

	操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)用の統合されたストレージ。操作ファイルは、ミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。


	 DATA (ユーザー・データおよびデータベース・ファイル)


	RECO (データベースREDOログ、アーカイブ・ログおよびリカバリ・マネージャ・バックアップ)


	操作ファイルは、ミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。




外部、内部またはカスタムのバックアップ場所について構成できます。バックアップ先に応じて、次の構成オプションのいずれかを選択し、DATAディスク・グループとRECOディスク・グループにストレージ容量を分割できます。

	外部: ストレージ容量は、DATA用に80%およびRECO用に20%で分割されます。 


	内部: ストレージ容量は、DATA用に40%およびRECO用に60%で分割されます。


	カスタム: ストレージ容量は、DATA用に10%から90%およびRECO用にその残りを構成可能です。 




注意:
Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mには、3.2 TBのNon-Volatile Memory Express (NVMe) ドライブが2台、合計で6.4 TBのNVMeストレージが搭載されています。Oracle Database Appliance X6-2Mには、システムを4ディスク構成に拡張するオプションがあります。この構成ではNVmeストレージの容量が倍になります。Oracle Database Appliance X6-2Lには、3.2 TBのNon-Volatile Memory Express (NVMe)ドライブが6台が付属しており、3台のディスクをオプションで追加して合計9台のNVMeディスクを使用できます。 






ネットワーク管理要件 
ネットワーク管理要件および推奨事項は次のとおりです。

	パブリック・ネットワークのネットワーク・インタフェースのタイプを確認し、汎用ネットワークとパブリック・ネットワークの詳細を把握します。


	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーを使用して、アドレスを解決することをお薦めします。


	すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。


	パブリック・インタフェースのIPアドレスを指定します。次はパブリック・インタフェースです。

	Oracle Database Appliance X6-2S: btbond1またはsfpbond1


	Oracle Database Appliance X6-2M: btbond1、btbond2またはsfpbond1


	Oracle Database Appliance X6-2L: btbond1、btbond2またはsfpbond1







 ネットワークの設定によって、使用可能な次のいずれかのボンドを使用できます。

	btbondは、基板に搭載されているNIC 10GBase-T (銅線)ポートに基づいたボンディング・インタフェースです。


	sfpbondは、10GbE SFP+ (ファイバー) PCIeカードに基づいたボンディング・インタフェースです。




初期設定時にconfigure-firstコマンドを使用する場合は、パブリック・ネットワーク用のいずれかのボンディング・インタフェースを選択できます。管理、バックアップ、データ保護、その他のネットワークには、残りのいずれかのボンディング・インタフェースを使用します。Oracle Database Applianceのネットワーク接続を構成する際はネットマスクとゲートウェイの両方が必要であるため、各ネットワークにこれらを指定する準備をします。VLANはサポートされていません。 




次の質問への回答
次の質問の回答を確定します。

	ドメイン名は何ですか。

 たとえば、example.comなどです。


	DNSを使用しますか。 

(オプション)ネットワークの構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーで構成されていることを確認してください。DNSはオプションですが、使用することをお薦めします。DNSを使用する場合は、DNSサーバー・アドレスを取得してください。DNSサーバーが使用不可能であっても、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。 


	各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていて、各サーバーのローカル・システム時間が同期されますか。

 
	パブリック・ネットワークに使用するネットワーク・インタフェースはどれですか。

	10GBase-T (銅線) 


	10GbE SFP+ (ファイバー) 





	パブリック・ネットワークの詳細はどのようになっていますか。システムに接続するには、次の情報が必要です。

	ホスト名

例: myhost


	IPアドレス

例: 192.0.2.18


	パブリック・ネットワーク用のネットマスク

例: 255.255.252.0


	パブリック・ネットワーク用のゲートウェイ

例: 192.0.2.1





	追加ネットワークを構成できる必要がありますか。


	Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するために、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用しますか。

(オプション)ネットワーク管理者から次のILOM詳細を収集します。

	Oracle ILOMホスト名

例: myilom1


	Oracle ILOM IPアドレス

例: 10.0.0.3


	Oracle ILOMネットワークのネットマスク

例: 255.255.255.0


	Oracle ILOMネットワークのゲートウェイ

例: 10.0.0.1














MACアドレスの表示

ifconfig -aコマンドを使用して様々なインタフェースのMACアドレスを表示します。

Oracle Database Applianceをデプロイするときは、プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのIPアドレスを指定する必要があります。また、デプロイ中に次のネットワークを構成できます。これらの各ネットワークにはIPアドレスが必要です。

	(オプション)追加ネットワーク


	(オプション) ILOMネットワーク




MACアドレスを表示するには、システムを起動して、ifconfig -aコマンドを実行します。




# ifconfig eth1

eth1      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:19:2E:97:E1:4C

          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1

          RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

          TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

          collisions:0 txqueuelen:1000

          RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:0 (0.0 b)








システム詳細のチェックリスト

チェックリストを使用して、Oracle Database Appliance用に取得する必要があるシステム情報を収集します。システムに関する値を記録します。


表2-1 Oracle Database Applianceのシステム構成情報用のチェックリスト

	システム情報 	説明 
	ホスト名

	Oracle Database Applianceシステムの名前。名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。名前の先頭に数値またはハイフンは使用できず、終わりにハイフンを使用することもできません。最大長は30文字です。ホスト名にはすべて小文字を使用することをお薦めします。


	ドメイン名

	ドメイン名。たとえば、example.comなどです。


	マスター・パスワード

	システム、OSユーザー、データベース・ユーザーおよびpdbadminのルート・パスワードに設定されているパスワード。パスワードは、データベースSYSおよびSYSTEMパスワードを設定するためにも使用されます。提供したパスワードが一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認してください。


	DNSサーバー

	(オプション) DNSサーバーの詳細。


	NTPサーバー

	(オプション)ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)のサービス詳細。


	リージョン

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョン。


	タイムゾーン

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。


	データベース・エディション

	Oracle Databaseエディション(Enterprise EditionまたはStandard Edition)を選択します。エディションを混在させることはできません。選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。


	バックアップの場所

	バックアップ先の設定を決定します。この設定で、DATAおよびRECO間でのNVMeのパーティション化方法を決定します。「External」、「InternalInternal」、または「CustomlCustom」を選択します。

	Externalでは、DATA用のストレージに80%、RECO用に20%が確保されます。


	Internalでは、DATA用のストレージに40%、RECO用に60%が確保されます。 


	「Custom」では、DATA用のストレージに10%から90%、およびRECO用にその残りが確保されます。 





	データ用に確保されるストレージのパーセンテージ

	カスタムのバックアップ場所を選択した場合は、DATAストレージ用に確保する量を決定します。パーセンテージは10から90の間の整数である必要があります。


	ディスクグループ冗長性

	マシンに4台のNVMeがある場合は、「normal」冗長性(双方向ミラー)または「high」冗長性(3方向ミラー)。マシンに2台のNVMeがある場合、冗長性は自動的に「normal」に設定され、このフィールドは表示されません。

 
	ネットワーク情報

	ネットワーク情報を取得します。

	パブリック・ネットワーク


	(オプション)追加ネットワーク


	(オプション) Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ネットワーク





	初期データベースの詳細(デプロイメント時に作成した場合)

		データベース名


	標準またはコンテナ・データベース


	クラス(データベース・テンプレート)


	データベース・キャラクタセット


	データベース言語


	データベースのバージョン


	シェイプ(例: odb1、odb2) 


	ストレージ(Oracle ASMまたはOracle ACFS)


	Oracle Enterprise Managerコンソールの構成















カスタム・ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

このチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを識別します。

注意:
デフォルトのホスト・プライベート・アドレスの変更はお薦めしません。IPアドレスの競合など、アドレスを変更するビジネス・ニーズがある場合は、Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする前にodacli update-networkを使用してプライベート・ネットワークを更新します。アプライアンスのデプロイ後、プライベート・ネットワークは変更できません。 





表2-2 Oracle Database ApplianceのデフォルトIPアドレス要件

	IPの種類	IPアドレスのデフォルト値	自分で指定する値
	クライアント・アクセス・ネットワーク

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	追加ネットワーク

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	ホスト・プライベート・アドレス

	192.168.16.24

	該当しない: プライベート・アドレスはデプロイメント前に定義されるため、変更しないでください。















Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備





3 Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備

これらのタスクを実行してOracle Database Applianceのデプロイを準備します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceへのネットワーク・ケーブルの接続
 Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lを10GBase-T (銅線)または10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークに接続します。
	周辺機器の取付け
 Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合、このタスクを実行します。 
	Oracle Database Applianceの初回の起動
 この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動する場合、または電源を落とした後にアプライアンスを起動する場合に使用します。 
	Oracle Integrated Lights Out Managerの構成
 Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。
	初期ネットワーク接続の構成
 デプロイメント中にネットワーク情報を作成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 
	Oracle Database Applianceソフトウェアのダウンロード
 Oracle Database Applianceをデプロイする前にソフトウェアをダウンロードします。




Oracle Database Applianceへのネットワーク・ケーブルの接続

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lを10GBase-T (銅線)または10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークに接続します。

標準のCat-6ネットワーク・ケーブルを使用して、基板に搭載されている10GBase-T (銅線)ネットワーク・ポートに接続します。次の項では、10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークのポートの配線オプションを示します。図で、注釈4および5は、10GBase-T (銅線)ネットワークのポートを示しています。注釈6は、10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークのポートを示しています。

図3-1 Oracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mのファイバーおよび同線ネットワーク・ケーブルの接続
[image: 図3-1の説明が続きます]



図3-2 Oracle Database Appliance X6-2Lのファイバーおよび銅線ネットワーク・ケーブルの接続
[image: 図3-2の説明が続きます]




表3-1 Oracle Database Applianceのネットワーク・ポートの位置および電源のケーブル配線

	注釈番号	説明
	1

	電源ケーブル


	2

	(オプション) ILOM SER MGTポート。サービス・プロセッサRJ-45シリアル・ポート 


	3

	ILOM NET MGTポート。サービス・プロセッサ10/100/1000Base-Tネットワーク・インタフェース


	4

	RJ-45コネクタ付きの10 GbEネットワーク・インタフェース・ポート(btbond1)


	5

	RJ-45コネクタ付きの10 GbEネットワーク・インタフェース・ポート(btbond2)

Oracle Database Appliance X6-2Sでは、これらのポートは使用できません。


	6

	10 GbEデュアルレートSFP+ (ファイバー・ネットワーク)ポート(sfpbond1)








次の項では、10 GbE SFP+ PCIカードの配線オプションを示します。 

ファイバー・ケーブル
光ケーブルの場合は、各ネットワーク・ポート用にShort Range(SR)またはLong Range(LR) SFP+トランシーバを購入し、適切な光ケーブルを接続する必要があります。現在、OracleではSRおよびLRのSFP+トランシーバを販売しています。これらのトランシーバに加えて、適切なLC-LCの終端済光ファイバー・ケーブルをサードパーティ・ベンダーから購入する必要があります。


	名前	部品番号
	10GbEトランシーバSR (SFP+)

	X2129A-N


	10GbEトランシーバLR (SFP+)

	X5562A-Z











銅線ケーブル
Oracleから次の銅線ケーブルを購入できます。これらのケーブルには組込みのSFP+コネクタが付いています。


	名前	長さ	部品番号
	TwinAx 1m

	1m

	X2130A-1M-N


	TwinAx 3m

	3m

	X2130A-3M-N


	TwinAx 5m

	5m

	X2130A-3M-N















周辺機器の取付け

このタスクは、Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合に実行します。 

Oracle Database Applianceには、モニターやキーボードなど、人間とコンピュータ間のインタフェース機器が装備されていません。ネットワーク経由ではなく、ローカルでログインする場合は、インタフェース機器を取り付ける必要があります。 

グラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。図および表を参照してポートを識別してください。

図3-3 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続
[image: 図3-3の説明はこの後にあります]



 図で、注釈1はキーボードおよびマウスのポートを示しています。注釈2はモニターのポートを示しています。 


表3-2 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続

	注釈番号	説明
	1

	キーボードおよびマウスのUSBポート 


	2

	モニターのグラフィック・カード・ポート












Oracle Database Applianceの初回の起動

この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動する場合、または電源を落とした後にアプライアンスを起動する場合に使用します。 

Oracle Database Applianceに初めて電源を投入する準備として、必要なすべての電源コードを接続し、正常に初期化されたことを確認する必要があります。電源ボタンを1回押して、システムを起動できます。

内容は次のとおりです。




	電源コードの取付けとコンポーネントの初期化
 Oracle Database Applianceの電源コードを取り付けます。 
	Oracle Database Applianceの初回の電源投入
 Oracle Database Applianceの電源を初めてオンにするには、この手順を使用します。 




電源コードの取付けとコンポーネントの初期化

Oracle Database Applianceの電源コードを取り付けます。 

注意:
電源コードを差し込む際は、その前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。



AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。N+1の電源の冗長性を維持する場合は、2つの異なるAC回路を使用します。各AC回路から各コンポーネントに1本の電源コードを接続します。 

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイドを参照してください。





Oracle Database Applianceの初回の電源投入

Oracle Database Applianceの電源を初めてオンにするには、この手順を使用します。 

注意:
電源コードの接続後、緑色のSP OK発光ダイオード(LED)のライトが数分間点滅した後、常時点灯に変わります。冷却ファンも回転する場合があります。ただし、これらの事象はシステムが起動していることを示してはいません。アプライアンスを正しく起動するには、この項の手順をすべて完了する必要があります。項全体を読んで、初期システム起動に必要な順序を理解してください。 






	電源凹型ボタンを押して、アプライアンスの電源をオンにします。注意:
完全に初期化された状態は、緑色のSP OK LEDが常時点灯している状態になることによって示されます。サーバーの緑色のLEDライトのいずれかがまだ点滅している場合は、その初期化手順が完了するまで待機します。



電源ボタンとシステム初期化ステータス・インジケータ・ライトはフロント・パネルにあります。次の図は、X6-2SおよびX6-2Mでのこれらの場所の例を示しています。X6-2Lのレイアウトは若干異なります。

図3-4 X6-2SおよびX6-MでのOracle Database Applianceの前面の電源パネル
[image: 図3-4の説明が続きます]




表3-3 Oracle Database Applianceの電源投入に関する注釈の説明

	X6-2SおよびX6-2Mの注釈	機能
	4	アプライアンスの前面パネルにある、SP OK LEDライト。
	5	アプライアンスの前面パネルにある、凹型オン/オフ電源ボタン。このボタンを押すのは一度のみです。電源ボタンを何度も押さないでください。 
	6	前面パネルにある、緑色の電源OK LED。システムにログインする前に、これらのライトはオンの位置にある(緑色のライトが点滅しない)必要があります。








	Oracle Database Applianceの起動完了を待機します。注意:
電源ボタンを何度も押さないでください。起動は、完了までに数分かかることがあります。 




システムの前面にある緑色の電源OK LEDが常時点灯になると、Oracle Database Applianceは使用できる状態になります。 











Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。

Oracle ILOMによってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

Oracle ILOMを構成するには、次の項目を最初に設定する必要があります。

	名前およびIPアドレス


	Oracle ILOMのデフォルト・パスワードを置換するパスワード


	割り当てられたネットマスクを使用した、管理ネットワークへのアクセス


	NET MGTポートから管理ネットワークに接続されるイーサネット・ケーブル




デフォルト構成では、Oracle ILOMのDynamic Host Configuration Protocol (DHCP)が有効になっており、DHCPサーバーによってネットワーク設定が自動的に割り当てられます。DHCPサーバーによって割り当てられるIPアドレスまたはホスト名を決定するには、DHCPサーバーとともに用意されているネットワーク・ツールを使用します。

DHCPを使用しない場合は、Oracle Database Appliance Managerコンフィギュレータのカスタム・オプションを使用して、データベースのデプロイ時にIPアドレスおよびホスト名をOracle ILOMに割り当てます。

ご使用のプラットフォーム上でILOM用に使用するポートの詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。 

注意:
DHCPを有効にしていない場合、Oracle ILOMにアクセスするには、Oracle Database Applianceの構成を完了する必要があります。



Oracle ILOMに接続するには、次の2つの方法のいずれかを使用します。

	次の手順に従って、Webインタフェースを使用してログインします。

	クライアント・システムのブラウザを使用して、DHCPによって割り当てられたIPアドレスまたはホスト名をブラウザのアドレス・フィールドに入力し、[Enter]を押します。


	ログイン・ページで、デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。 

Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。





	次の手順に従って、コマンドライン・インタフェース(CLI)を使用してログインします。 

	クライアント・システムを使用して、コマンドラインに次のコマンドを入力することでSecure Shell (SSH)接続を確立します。

ssh -l root sp_ip_address 

sp_ip_addressは、DHCPによって割り当てられたIPアドレスです。


	デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM CLIのプロンプトが表示されます。











初期ネットワーク接続の構成

デプロイメント中にネットワーク情報を作成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 

Oracle Database Appliance X6-2Sには2つの高可用性ネットワークがあり、Oracle Database Appliance X6-2MおよびX6-2Lには3つの使用可能ネットワークがあります。10GBase-Tまたは10GbE SFP+ネットワーク・インタフェースを使用します。初期ネットワーク接続を使用して、デプロイメント・ソフトウェアをOracle Database Applianceに転送し、Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイします。

注意:
初期ネットワーク構成は一時的です。これは、最終イメージのデプロイメント時に置換されます。



注意:
configure-firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。






	Oracle Database Applianceにrootとしてパスワードwelcome1を使用してログインします。
	コマンドconfigure-firstnetを実行して初期ネットワークを構成します。
	要求されたとおりにネットワーク情報を完了します。デプロイメントの準備で収集したネットワーク構成情報を参照してください。 configure-firstnetコマンドと例の詳細は、configure-firstnetを参照してください。







Oracle Database Applianceソフトウェアのダウンロード

Oracle Database Applianceをデプロイする前にソフトウェアをダウンロードします。

ソフトウェアをダウンロードするには、次の手順を実行します。

	My Oracle Supportノート2144642.1に移動します。


	指示に従って、Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)ファイルをネットワーク上のローカル・コンピュータにダウンロードします。






関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1
	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1







Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ





4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ 

これらのタスクを実行してOracle Database Applianceソフトウェアをデプロイします。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて
 使用可能なデプロイメント・オプションを理解するには、この情報を確認してください。
	DCSエージェント・バージョンの確認
 リポジトリを更新する前に、アプライアンスに最新のdcs-agentがあることを確認します。
	12.1.2.7.0環境からのアップグレードに関する特記事項
 Oracle Database Appliance 12.1.2.7.0を使用している場合は、最新のパッチ・セットをインストールする前にdcs-agentを12.1.2.8.0にアップグレードする必要があります。12.1.2.8以上を使用している場合は、dsc-agentを更新する必要はありません。 
	最新のパッチ・バンドルによるインフラストラクチャの更新
 dcs-agentの古いバージョンがインストールされている場合は、最新のパッチ・バンドルをダウンロードして、リポジトリ、dcs-agent、およびサーバー・コンポーネントを更新します。 
	Oracle Database Applianceソフトウェアのコピー
 アプライアンスをデプロイする前に、ソフトウェア・バンドルをシステムにコピーして、イメージを最新バージョンに更新します。
	Oracle Database Applianceのデプロイ
 システム、ネットワーク、ユーザー・グループ、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成してアプライアンスをデプロイします。




Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて

使用可能なデプロイメント・オプションを理解するには、この情報を確認してください。

ソフトウェアをデプロイする手順は、次のステップで構成されています。

	以前にダウンロードしたOracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをコピーします。


	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルでリポジトリを更新します。


	構成をデプロイします。




Webコンソールは、構成をデプロイする推奨の方法です。Webコンソールでは、システム、ネットワーク、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成など、Oracle Database Applianceのプロビジョニングに必要なフィールドがすべて提供されます。コマンドライン・インタフェースを使用する場合は、JSONファイルを作成してデプロイメント・オプションを構成する必要があります。

Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、約1時間が必要です。





DCSエージェント・バージョンの確認

リポジトリを更新する前に、アプライアンスに最新のdcs-agentがあることを確認します。




	dcs-agent rpmのバージョンを確認します。# rpm -qa |grep dcs-agent
dcs-agent-12.1.2.9.0_LINUX.X64_16xxxx-1.x86_64

	最新のエージェント、最近リリースされたバージョンとパッチ、および既知の問題の詳細は、My Oracle Supportノート2144642.1 (https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1)を参照してください。
	dcs-agentの古いバージョンがある場合は、最新のパッチ・バンドルを適用して、dcsagentとサーバー・コンポーネントを両方更新する前に、dcs-agentをアップグレードします。






12.1.2.7.0環境からのアップグレードに関する特記事項

Oracle Database Appliance 12.1.2.7.0を使用している場合は、最新のパッチ・セットをインストールする前にdcs-agentを12.1.2.8.0にアップグレードする必要があります。12.1.2.8以上を使用している場合は、dsc-agentを更新する必要はありません。 

dcs-agentの12.1.2.8.0バージョンには、dcs-agentの12.1.2.7.0バージョンで対応できない変更と情報が含まれています。コマンドライン・インタフェースを使用して更新バンドルをインストールしたり、エージェント、サーバー、データベースを更新するには情報が必要です。describe-jobコマンドを使用して各パッチ適用ジョブの進行状況を監視します。update-imageコマンドを実行して、dcs-agentイメージを最新バージョンに更新します。


注意:
12.1.2.7.0を使用している場合、update-imageコマンドを実行して、dcs-agentイメージをバージョン12.1.2.8.0に更新します。バージョン12.1.2.8.0では、パッチ適用コマンドライン・インタフェースを使用する前に、update-repositoryコマンドを使用して最新の更新リリースをインストールする手順を実行します。 




	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportノート2144642.1を開き、dcs-agentの更新に関するノートがないか確認します。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1



	My Oracle Supportから12.1.2.8.0パッチをダウンロードします。たとえば、パッチ24391174をダウンロードします。
	Oracle Database Applianceにrootとしてログインします。
	ダウンロードしたパッチ24391174を解凍します。
	update-imageコマンドを使用してdcs-agentを更新します。# /opt/oracle/oak/bin/update-image --image-files /tmp/oda-sm-12.1.2.8.0-160xxx-DCS.zip
エージェントは自動的に再起動します。dcs-agentの再起動が完了するまで1、2分かかる場合があります。パッチ・リポジトリの更新またはタスクの実行前にエージェントが再起動を完了するまで待機します。

	dcs-agentが12.1.2.8にアップグレードされて再起動したら、最新のパッチ・バンドルを適用し、dcsagentとサーバー・コンポーネントの両方を更新します。


注意:
Oracle Grid Infrastructure、Oracle DatabaseまたはOracle Linuxの個別パッチを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用しないでください。また、ファームウェアのパッチなど、各インフラストラクチャのパッチも使用しないでください。Oracle Database Applianceのパッチのみを使用してください。

Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。 








関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1
	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1






最新のパッチ・バンドルによるインフラストラクチャの更新

dcs-agentの古いバージョンがインストールされている場合は、最新のパッチ・バンドルをダウンロードして、リポジトリ、dcs-agent、およびサーバー・コンポーネントを更新します。 

マシンにdcs-agentの古いバージョンが付属している場合があります。外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportノート2144642.1を開き、dcs-agentの更新に関するノートがないか確認します。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1。注意:
バージョン12.1.2.7を使用している場合は、パッチ適用をサポートするバージョンにエージェントを更新する必要があります。「12.1.2.7.0環境からのアップグレードに関する特記事項」を参照してください。




	Oracle Database Applianceにrootとしてログインします。
	My Oracle Supportから最新のdcs–agentパッチをダウンロードします。
	リポジトリを更新します。  odacli update-repository -fileName patch bundle



	dcs-agentを更新します。  odacli update-dcsagent -version version


例: odacli update-dcsagent -version 12.1.2.9.0
エージェントは自動的に再起動します。dcs-agentの再起動が完了するまで1、2分かかる場合があります。 注意:
次の手順を実行する前に、エージェントが再起動を完了するまで待機します。



	サーバー・コンポーネントを更新します。  odacli update-server -version version


例: odacli update-server -version 12.1.2.9.0







Oracle Database Applianceソフトウェアのコピー

ソフトウェア・バンドルをシステムにコピーして、アプライアンスをデプロイする前にイメージを最新バージョンに更新します。

Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをOracle Database Applianceにコピーする必要があります。 

セキュア・コピー(scp)またはセキュア・ファイル転送プロトコル(sftp)プロトコルを使用して、ファイルをコピーします。scpまたはsftpを使用するには、最初に、静的なIPアドレス(例: oda_host)を設定し、configure-firstnetコマンドでそのアドレスを使用してOracle Database Applianceを構成する必要があります。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用してOracle Database Applianceをデプロイできるようになります。

または、USBストレージ・デバイスを使用することもできます。USBドライブを使用してファイルを転送するには、最初にファイルをFAT32、ext3、またはext4としてフォーマットする必要があります。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。




update-repositoryコマンドを実行する前に、アプライアンスにdcs-agentの最新バージョンがあるか確認します。


	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を、外部クライアントからOracle Database Applianceにコピーします。バンドルをコピーするには、scpまたはsftpプロトコルを使用します。oda-sm-release number -date-GI-12.1.0.2.zip to root@oda_host

oda-sm-release number -date–DB.zip to root@oda_host


たとえば、scpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスはoda_host、リリース番号は12.1.2.9.0)、バンドルを/tmpにコピーします。

scp oda-sm-release number -date-GI-12.1.0.2.zip root@oda_host:/tmp

scp oda-sm-release number -date-DB-12.1.0.2.zip root@oda_host:/tmp

scp oda-sm-release number -date-DB-11.2.0.4.zip root@oda_host:/tmp


たとえば、sftpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスはoda_host)、バンドルを/tmpにコピーします。

sftp root@oda_host

ルート・パスワードを入力します。

put oda-sm-12.1.2.9.0-date-DB-12.1.0.2.zip



	 前のステップでシステムにコピーされたシングル・インスタンス・バンドル・ファイルでOracle Database Applianceを更新します。複数のファイルがある場合は、それらをすべてカンマで区切ってリストできます。ファイル名の間にスペースを使用することはできません。たとえば、イメージ・ファイルを更新する次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスがoda_host)、バンドルを/tmpにコピーします。

# opt/oracle/dcs/bin/odacli update-repository –f /tmp/oda-sm-12.1.2.9.0-160XXXX-GI-12.1.0.2.zip,/tmp/oda-sm-12.1.2.9.0-160XXXX-DB-12.1.0.2.zip,/tmp/oda-sm-12.1.2.9.0-160XXXX-DB-11.2.0.4.zip









Oracle Database Applianceのデプロイ

システム、ネットワーク、ユーザー・グループ、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成してアプライアンスをデプロイします。

Oracle Database Applianceをデプロイする前に、初期ネットワーク接続を構成する必要があります。 


Webコンソールを起動して、Oracle Database Applianceをデプロイするための次の構成ステップを完了します。

	システムを構成します。


	クライアント・アクセス・ネットワークを構成します。


	(オプション)追加ネットワークおよびOracle ILOMネットワークを構成します。


	データベースを構成します。


	(オプション) Oracle ASRを構成します。




アプライアンスのデプロイに必要な構成設定の参照として、以前に完了したチェックリストを使用します。




	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。https://ip-address:7093/mgmt/index.html



	次の資格証明を入力します。	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Deploy Appliance」をクリックします。
	次の情報を入力してシステムを構成します。	Host Name: ホスト名を入力します。 ホスト名には英数字とダッシュ(-)を含めることができますが、名前の先頭を数字またはダッシュ(-)にしたり、ダッシュ(-)で終わることはできません。30文字を超えることはできません。

	(オプション) Domain Name: ドメイン名を入力します。
	(オプション) Region: Oracle Database Applianceが配置される世界のリージョンを選択します。
	(オプション) Time Zone: Oracle Database Applianceが配置されるタイムゾーンを選択します。
	(オプション) DNS Servers: 1つ以上のDNSサーバーのアドレスを入力します。
	(オプション) NTP Servers: 1つ以上のNTPサーバーのアドレスを入力します。
	Database Edition: Oracle Databaseエディションとして、「Enterprise Edition」または「Standard Edition」のいずれかを選択します。注意:
 エディションを混在させることはできません。このページで選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。



	Diskgroup Redundancy: このフィールドは、Webコンソールでシステムに4台のNVMeがあることが検出された場合に表示されます。「Normal」または「High」を選択します。 システムに2台のNVMeがある場合、冗長性は自動的に「Normal」に設定され、このフィールドは表示されません。 

	Backup Location: 次のバックアップ先から1つ選択します。	External: DATA用のストレージに80%、RECO用に20%が確保されます。


	 Internal: DATA用のストレージに40%、RECO用に60%が確保されます。


	Custom : DATA用のストレージのパーセンテージを10%から90%で定義して、RECO用にその残りを確保できます。






	Data Storage Percentage: 前述の手順で「Custom」を選択した場合は、10から90までの整数を入力してDATA用に確保したストレージのパーセンテージを定義します。
	「Master Password」および「Confirm Password」: 両方のフィールドにマスター・パスワードを入力します。マスター・パスワードは、UNIXユーザー、root、SYS、SYSTEM、およびPDBADMIN用に設定されるパスワードです。パスワードは英文字で始まる必要があり、疑問符を含めることはできません。30文字を超えることはできません。



図4-1 System Information
[image: 図4-1の説明が続きます]





	次の情報を入力してネットワークを構成します。このページを使用すると、プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワーク、追加ネットワークおよびILOMネットワークを構成できます。構成する必要があるのは、クライアント・アクセス・ネットワークのみです。
	Client Access Network IP Address: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのIPアドレスを入力します。
	Client Access Network Subnet Mask: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	Client Access Network Gateway: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのゲートウェイ・アドレスを入力します。
	Client Access Network Interface: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのインタフェースを入力します。
	(オプション) Additional Network IP Address: 追加ネットワークを構成するためのIPアドレスを入力します。
	(オプション) Additional Network Subnet Mask: 追加ネットワークのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	(オプション) Additional Network Gateway: 追加ネットワークのゲートウェイ・アドレスを入力します。
	(オプション) Additional Network Interface: 追加ネットワークのインタフェースを入力します。
	(オプション) ILOM Host Name: Oracle ILOMホストの名前を入力します。
	(オプション) ILOM Network IP Address: ILOMのIPアドレスを入力します。
	(オプション) ILOM Network Subnet Mask: ILOMのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	(オプション) ILOM Network Gateway: ILOMのゲートウェイ・アドレスを入力します。


図4-2 Network Information
[image: 図4-2の説明が続きます。]





	ユーザーを構成する方法およびオペレーティング・システムのロール分離を許可するかどうかを決定します。	2人のユーザーと6つのグループ: 「Customize Users and Groups」で「No」を選択します。「Allow OS Role Separation」で、「Yes」を選択します。これはデフォルトの構成です。
	2人のカスタマイズ・ユーザーと6つのカスタマイズ・グループ: 「Customize Users and Groups」で「Yes」を選択します。「Allow OS Role Separation」で、「Yes」を選択します。 例4-3 2人のユーザーと6つのグループのカスタマイズ 
[image: 図4-3の説明が続きます。]




	1人のユーザーと2つのグループ: 「Customize Users and Groups」で「No」を選択します。「Allow OS Role Separation」で、「No」を選択します。
	1人のユーザーと6つのグループ: 「Customize Users and Groups」で「Yes」を選択します。「Allow OS Role Separation」で、「No」を選択します。SAPデプロイメントではこの構成を使用します。例4-4 1人のユーザーと6つのグループ
[image: 図4-4の説明が続きます。]







	初期データベースを作成しますか?「Yes」を選択して手順8に進むか、「No」を選択して手順9に進みます。
	次の情報を入力してデータベースを構成します。	DB Name: データベースの名前を入力します。名前には英文字を含める必要があり、8文字以内にする必要があります。

	(オプション) DB Version: データベース・バンドル・パッチ番号を選択します。
	(オプション) CDB: データベースをコンテナ・データベース(CDB)にするかどうかによって、「Yes」または「No」を選択します。
	(オプション) PDB Name: プラガブル・データベース(PDB)の名前を入力します。名前は英文字で始まる必要があります。次の文字が有効です: 英文字およびアンダースコア(_)。

	(オプション) Characterset: 文字セットを選択します。
	(オプション) National Characterset: 各国語文字セットを選択します。
	(オプション) Language: データベース言語を選択します。
	(オプション) Territory: リストから地域または場所を選択します。
	(オプション) Database Class: ドロップダウン・リストからデータベース・クラスを選択します。 Enterprise EditionはOLTP、DSSまたはIMDBをサポートします。Standard EditionはOLTPをサポートします。

	(オプション) Shape: リストからデータベースのシェイプを選択します。
	(オプション) Storage: 「ACFS」または「ASM」を選択します。Only Oracle 12.1はASMストレージを使用できます。Oracle Database 11.2はOracle ACFSでのみサポートされています。

	(オプション) Configure EM Express: 「Yes」または「No」」を選択します。Oracle Database 12.1.0.2用のOracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)コンソール、またはOracle Database 11.2.0.4用のDatabase Controlコンソールを構成する場合は「Yes」を選択します。「Yes」を選択すると、コンソールを使用してデータベースを管理できます。



図4-5 Database Information
[image: 図4-5の説明が続きます。]








	(オプション)「ASR」ページでOracle ASRを構成して有効にします。Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)を今すぐまたは後で構成および有効にできます。 


	デプロイメント中にOracle ASRを有効にしない場合は、「No」を選択して「Submit」をクリックします。デプロイメント後に、Webコンソールまたはコマンドライン・インタフェースから内部Oracle ASRを構成するか外部のOracle ASR Managerに登録できます。 	内部Oracle ASR: Oracle Database ApplianceでOracle ASRを構成するか、ご使用のアプライアンスと同じネットワークの別のサーバーで構成されたOracle ASRを使用することを選択します。


	外部Oracle ASR: Oracle ASR Managerを他の場所ですでに構成している場合、Oracle Database Applianceを既存のOracle ASR Managerに登録できます。





	Oracle ASRを有効にする場合は、「Yes」を選択して、次のフィールドに入力します。


	ASR User Name: サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられている電子メール・アドレスを入力します。
	Password: サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられているパスワードを入力します。
	SNMP Version: 「V2」または「V3」を選択します。
	HTTP Proxy used for Upload to ASR: 「Yes」または「No」を選択します。
	Proxy User Name: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・ユーザー名を入力します。
	Proxy Port: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・ポートを入力します。
	(オプション) HTTP Proxy Requires Authentication: アップロードにプロキシを使用していて、認証が必要な場合は「Yes」を選択します。認証が不要な場合は、「No」を選択します。
	(オプション)Proxy Password: アップロードにプロキシを使用していて、認証が必要な場合は、プロキシ・パスワードを入力します。


図4-6 Oracle ASR情報
[image: 図4-6の説明が続きます。]





	「Submit」をクリックします。プロンプトが表示された場合は、「Yes」をクリックして、アプライアンスをデプロイするジョブを開始することを確認します。


「Activities」タブをクリックしてジョブの進捗を監視します。ジョブ番号をクリックするとタスクが表示されます。


デプロイメント後に、rootおよびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEMおよびPDBADMINはマスター・パスワードに設定されます。oracleおよびgridパスワードがwelcome1に設定されます。これらのパスワードをユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うように変更します。






関連項目

	Oracle ASRの構成について
	WebコンソールでのOracle ASRの構成
	odacli configure-asr







Oracle Database Applianceのインストール後のタスク





5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク 

これらの管理タスクは、ソフトウェアのデプロイ後、システムが稼働する前に完了してください。 

内容は次のとおりです。




	Oracleインストール所有者のパスワードの変更
 システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。
	インストール後のSYSMANパスワードの変更
 Oracle Database 11gとともにOracle Database Applianceをインストールした後にSYSMANユーザー・パスワードを変更します。 
	oda-adminユーザー・パスワードの変更
 odacli-admコマンドを使用してoda-adminユーザー・パスワードを変更し、Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスを制限します。




Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

デプロイメント時に、rootおよびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEMおよびPDBADMINはマスター・パスワードに設定されます。デプロイメント後は、oracleおよびgridパスワードがwelcome1に設定されます。企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うようにパスワードを変更します。

データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』および『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。





インストール後のSYSMANパスワードの変更

Oracle Database 11gとともにOracle Database Applianceをインストールした後にSYSMANユーザー・パスワードを変更します。 

Oracle Database 11gとともにOracle Database Applianceをインストールすると、Oracle Enterprise Manager Console 11.2 (dbconsole)が自動的にインストールおよび構成されます。SYSMANユーザーがデータベースの作成時にデフォルトのマスター・パスワードで作成されます。

SYSMANアカウントは、Enterprise Managerの設定や管理に使用するデフォルトのスーパー・ユーザー・アカウントです。SYSMANアカウントは、Oracle Management Repositoryに格納されているオブジェクトの所有者のアカウントでもあります。このアカウントから、追加の管理者アカウントの設定や、組織内で使用するEnterprise Managerの設定を行うことができます。

Oracle Databaseアカウントの作成方法については、『Oracle Database 2日でセキュリティ・ガイド』(https://docs.oracle.com/en/database/database.html)を参照してください。





oda-adminユーザー・パスワードの変更

odacli-admコマンドを使用して、oda-adminユーザー・パスワードを変更し、Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスを制限します。

Oracle Database Applianceは、デフォルト・ユーザー名oda-adminとパスワードwelcome1で構成されています。資格証明によってWebコンソールにアクセスできます。アプライアンスのデプロイ後、oda-adminユーザー・パスワードをリセットすることをお薦めします。注意:
rootユーザーのみがoda-adminユーザー資格証明をリセットできます。




	rootとしてアプライアンスにログインします。
	odacli-adm set-credentialコマンドを実行してパスワードをリセットします。要求された場合に新しいパスワードを入力します。# odacli-adm set-credential --password --username oda-admin
  Agent password: new password 


odacli-adm set-credentialコマンドの詳細は、odacli-adm set-credentialを参照してください。








Oracle Database Applianceソフトウェアの更新






6 Oracle Database Applianceソフトウェアの更新


Oracle Database Applianceで最新ソフトウェアの動作を継続するには、Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを確認し、リリースされている場合は適用します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceソフトウェアの更新について

このトピックを確認して、パッチ適用プロセスや、このパッチ・セット・リリースで使用可能なパッチ適用オプションについて理解します。
	ステップ1: パッチ・リポジトリの更新

My Oracle SupportからOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルをダウンロードし、リポジトリを新しいパッチで更新します。
	ステップ2: エージェントの更新

update-dcsagentコマンドを実行してエージェントのバージョンを更新します。
	ステップ3: サーバーの更新

update-serverコマンドを実行して、オペレーティング・システム、Oracle Appliance Kit、Oracle Clusterware、および他のすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを更新します。
	ステップ4: Oracle Databaseの更新

update-dbhomeコマンドを実行して、特定のRDBMSホームを最新パッチ・バンドルのバージョンに更新します。





Oracle Database Applianceソフトウェアの更新について


このトピックを確認して、パッチ適用プロセス、およびこのパッチ・セット・リリースで利用できるパッチ適用オプションについて理解します。


Oracle Database Applianceソフトウェアの更新について

Oracle Database Applianceで最新ソフトウェアの動作を継続するには、Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを確認し、リリースされている場合は適用します。新機能を提供するだけでなく、パッチは、既存の機能の機能性を向上させます。

Oracle Database Applianceのパッチ・バンドルは、四半期ごとにリリースされます。My Oracle Supportのノート2144642.1と888888.1には、最新のOracle Database Applianceパッチ・バンドルに関する情報が記載されています。My Oracle Supportノート2144642.1を参照して最新の更新を取得し、Oracle Database Applianceパッチ・バンドルのインストールについての既知の問題を把握します。


注意:

Oracle Grid Infrastructure、Oracle DatabaseまたはOracle Linuxの個別パッチを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用しないでください。また、ファームウェアのパッチなど、各インフラストラクチャのパッチも使用しないでください。Oracle Database Applianceのパッチのみを使用してください。

Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。







パッチ・アップグレードの概要

Oracle Database Applianceパッチ・セット・リリース12.1.2.9.0には、Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2M、およびX6-2Lの包括的なパッチ適用ソリューションを含む新しい拡張が含まれています。


注意:

リポジトリ、エージェント、サーバー、またはデータベースを更新する前に、更新中に実行中または保留中のジョブがないようにしてください。


注意:

Oracle Database Appliance 12.1.2.7を使用している場合は、最新のパッチ・セットをインストールする前にdcs-agentをアップグレードする必要があります。dcs-agentのアップグレードには、パッチ・セット・バンドルのインストールを可能にする変更が含まれています。describe-jobコマンドを使用して各パッチ適用ジョブの進行状況を監視します。







関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1
	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1









ステップ1: パッチ・リポジトリの更新


My Oracle SupportからOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルをダウンロードし、リポジトリを新しいパッチで更新します。

update-repositoryコマンドを実行する前に、アプライアンスにエージェントの最新バージョンがあるか確認します。


	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportノート2144642.1を開きます。
	「Patch Search」で、製品の一覧からOracle Database Applianceを選択します。
	「Select a Release」リストから、パッチ・リリース番号を選択します。
	「Search」をクリックします。
	ダウンロードするパッチを1つ以上選択し、「Download」をクリックします。たとえば、12.1.2.9.0のパッチ・バンドルは25085572です。


注意:

Oracle Grid Infrastructure、Oracle DatabaseまたはOracle Linuxの個別パッチを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用しないでください。また、ファームウェアのパッチなど、各インフラストラクチャのパッチも使用しないでください。Oracle Database Applianceのパッチのみを使用してください。

Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。






	update-repositoryコマンドを実行して、バッチ・バンドルをファイル・システムの正しい場所に解凍します。複数のパッチがある場合は、ファイル名のカンマ区切りのリストを使用できます。
# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-repository -f comma seperated list of enduser bundles








関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1
	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1









ステップ2: エージェントの更新


update-dcsagentコマンドを実行してエージェントのバージョンを更新します。

エージェントを更新する前に、更新中に実行中または保留中のジョブがないようにしてください。更新によってDCSエージェントが自動的に再起動します。


	rootユーザーとしてログインします。
	update- dcsagentコマンドを実行してパッチ・セット・バンドル・バージョンを定義し、エージェントを更新します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-dcsagent -v version



パッチの実行に合わせて、インストールの進捗状況を示す出力が表示されます。更新が適用された後、エージェントは自動的に起動します。dcs-agentへの再接続には数分かかります。エージェントが停止して再起動が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。


	パッチ・ジョブのdescribe-jobコマンドを実行して、更新が正常に完了したことを確認します。jobIDがupdate-dcsagent出力に表示されます。また、list-jobsコマンドを実行してジョブIDを取得できます。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli describe-job -i jobid







例6-1 DCSエージェント・バージョンの更新

次のコマンドを実行してDCSエージェントをバージョン12.1.2.9.0に更新します。


# odacli update-dcsagent -v 12.1.2.9.0 

{
   "jobId" : "11a9dcb7-01bc-44b5-b178-334978ee5faf",
   "status" : "Created",
   "message" : "Dcs agent will be restarted after the update. Please wait for 2-3 mins before executing the other commands"
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "November 18, 2016 10:39:02 AM EDT",
   "description" : "DcsAgent patching",
   "updatedTime" : "November 18, 2016 10:39:02 AM EDT"
 }





例6-2 DCSエージェントがバージョン12.1.2.9.0になっているか確認

次の例では、前の例のジョブID 11a9dcb7-01bc-44b5-b178-334978ee5fafを使用してジョブの詳細を取得します。


  # odacli describe-job -i "11a9dcb7-01bc-44b5-b178-334978ee5faf"  

Job details
----------------------------------------------------------------
                      ID: 11a9dcb7-01bc-44b5-b178-334978ee5faf
             Description: DcsAgent patching
                  Status: Success
                 Created: November 18, 2016 10:39:02 AM EDT
                 Message:
Task Name                                                Start Time                                         
-------------------            --------------------------------  
dcsagent rpm version checking  November 18, 2016 10:39:02 AM EDT 
Patch location validation      November 18, 2016 10:39:02 AM EDT
Apply dcsagent patch                  November 18, 2016 10:39:02 AM EDT

(Continued)
End Time                                                                              Status
------------------------------      ------
November 18, 2016 10:39:02 AM EDT   Success
November 18, 2016 10:39:02 AM EDT   Success
November 18, 2016 10:39:02 AM EDT   Success








ステップ3: サーバーの更新


update-serverコマンドを実行して、オペレーティング・システム、Oracle Appliance Kit、Oracle Clusterware、および他のすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを更新します。

odacli update-serverコマンドを実行する前に、リポジトリを最新のバンドルで更新し、DCSエージェントを最新バージョンに更新します。サーバーを更新する前に、エージェントが実行されていることを確認します。


	rootユーザーとしてログインします。
	update-server -v versionコマンドを実行します。ここで、versionはパッチ・セット・バンドルのバージョンです。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-server -v version



パッチ・ステータス・レポートを確認します。パッチの実行に合わせて、インストールの進捗状況を示す出力が表示されます。


	パッチ・ジョブのdescribe-jobコマンドを実行して、更新が正常に完了したことを確認します。jobIDがupdate-server出力に表示されます。また、list-jobsコマンドを実行してジョブIDを取得できます。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli describe-job -i jobid






サーバーにパッチが適用されたら、次の手順に進みます。



例6-3 サーバー・バージョンの更新

次のコマンドを実行してサーバーをバージョン12.1.2.9.0に更新します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-server -v 12.1.2.9.0

{
   "jobId" : "94685c73-55c2-40b1-a02e-265a23c45642",
   "status" : "Created",
   "message" : null,
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "November 17, 2016 11:02:25 AM EDT",
   "description" : "Server Patching",
   "updatedTime" : "November 17, 2016 11:02:25 AM EDT" }





例6-4 サーバーが更新済バージョンになっているか確認

次の例では、前の例のジョブID 94685c73-55c2-40b1-a02e-265a23c45642を使用してジョブの詳細とステータスを取得します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli describe-job -i "94685c73-55c2-40b1-a02e-265a23c45642"  

Job details 
----------------------------------------------------------------

              ID: 94685c73-55c2-40b1-a02e-265a23c45642
             Description: Server Patching
              Status: Success
              Created: November 17, 2016 11:02:30 AM EDT
             Message:

Task Name                            Start Time                      
-------------------------------      ------------------------------ 
dcscontroller rpm version checking    November 17, 2016 11:02:30 AM EDT 
Patch location validation             November 17, 2016 11:02:31 AM EDT 
Apply dcscontroller patch             November 17, 2016 11:02:31 AM EDT
dcscli rpm version checking           November 17, 2016 11:02:32 AM EDT
Patch location validation             November 17, 2016 11:02:32 AM EDT
Apply dcscli patch                    November 17, 2016 11:02:32 AM EDT
oak rpm version checking              November 17, 2016 11:02:33 AM EDT
Patch location validation             November 17, 2016 11:02:33 AM EDT
Apply oak patch                       November 17, 2016 11:02:33 AM EDT
Checking Ilom patch Version           November 17, 2016 11:03:02 AM EDT
Patch location validation             November 17, 2016 11:03:05 AM EDT
Apply Ilom patch                      November 17, 2016 11:03:05 AM EDT
Copying Flash Bios to Temp location   November 17, 2016 11:03:06 AM EDT
Patch application verification        November 17, 2016 11:03:06 AM EDT
Patch location validation             November 17, 2016 11:03:09 AM EDT
Opatch updation                       November 17, 2016 11:04:13 AM EDT
analyzing patch                       November 17, 2016 11:04:15 AM EDT
Apply gi patch                        November 17, 2016 11:04:50 AM EDT
Reboot Ilom                           November 17, 2016 11:16:17 AM EDT

(Continued)
End Time                                        Status
------------------------------     ------
November 17, 2016 11:02:31 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:31 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:32 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:32 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:32 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:33 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:33 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:02:33 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:02 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:05 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:05 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:06 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:06 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:09 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:03:14 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:04:15 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:04:50 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:16:08 AM EDT  Success
November 17, 2016 11:16:17 AM EDT  Success








ステップ4: Oracle Databaseの更新


update-dbhomeコマンドを実行して、特定のRDBMSホームを最新のパッチ・バンドル・バージョンに更新します。


パッチ適用後、最新のデータベース・エンド・ユーザー・バンドルをダウンロードします。odacli create-databaseコマンドを使用して、最新のデータベースとユーザー・バンドルをダウンロードせずに様々なバージョンのデータベースを作成できます。


注意:

最新のデータベース・バンドルをダウンロードし、それを使用して新しいデータベースを作成することをお薦めします。




	rootユーザーとしてログインします。
	odacli list-dbhomesコマンドを実行して、システムのデータベース・ホームと各データベースのdbhomeidのリストを取得します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli list-dbhomes                                            




	コマンドupdate-dbhome dh dbhomeid -v versionを実行します。ここで、dbhomeidはOracle Databaseホーム、versionはOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドル・バージョンです。


注意:

同じホームで実行されているデータベースに対して個々のデータベースの更新を実行することはできません。更新するホームで実行されているすべてのデータベースに、Oracle Database Appliance (12.1.0.2.161018)用のOracle Database 12cリリース1のパッチが適用されます。Oracle Database 11.2の場合、データベースは11.2.0.4.161018にパッチ適用されます。







# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-dbhome -dh dbhomeid -v version



パッチ・ステータス・レポートを確認します。パッチの実行に合わせて、ジョブIDとインストールの進捗状況を示す出力が表示されます。


	パッチ・ジョブのdescribe-jobコマンドを実行して、更新が正常に完了したことを確認します。jobIDがupdate-dbhome出力に表示されます。また、list-jobsコマンドを実行してジョブIDを取得できます。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli describe-job -i jobid







例6-5 データベース・ホームIDのリストの表示

次の例では、JSON出力を使用してデータベース・ホームIDを取得する方法を示します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli list-dbhomes -j
 [ {
    "id" : "ab3cecaf-2223-4726-b95c-488f0aec914a",
    "name" : "OraDB12102_home1",
    "dbVersion" : "12.1.0.2.161018 (24927502, 24340679)",
    "dbHomeLocation" : "/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1",
    "createTime" : "November 17, 2016 08:46:52 AM PDT",
    "state" : {
      "status" : "CONFIGURED"
   },
 "updatedTime" : "November 17, 2016 11:55:55 AM PDT"
 }, {
   "id" : "d5b01e27-799e-4e8a-bfe6-07a781f79526",
   "name" : "OraDB12102_home2",
   "dbVersion" : "12.1.0.2.160719 (23739960, 23144544)",
   "dbHomeLocation" : "/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2",
   "createTime" : "November 17, 2016 22:34:31 PM PDT",   "state" : {
      "status" : "CONFIGURED"
   },
   "updatedTime" : "November 17, 2016 22:36:59 PM PDT"
 } ]





例6-6 データベース・ホーム・バージョンの更新

次の例では、データベース・ホームID d5b01e27-799e-4e8a-bfe6-07a781f79526をOracle Database Applianceバージョン12.1.2.9.0に更新します。


# odacli update-dbhome -i d5b01e27-799e-4e8a-bfe6-07a781f79526 -v 12.1.2.9.0

{   
  "jobId" : "576cdbfa-ece4-4e5f-becd-9bc6e6bf430b",
   "status" : "Created",
   "message" : null,
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "November 18, 2016 11:08:35 AM PDT",
   "description" : "DbHome Patching: Home Id is d5b01e27-799e-4e8a-bfe6-07a781f79526",
   "updatedTime" : "November 18, 2016 11:08:35 AM PDT" 
}






例6-7 データベース・ホームが更新されたことを確認

次の例では、前の例のジョブID 576cdbfa-ece4-4e5f-becd-9bc6e6bf430bを使用してジョブの詳細を取得します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli describe-job -i "576cdbfa-ece4-4e5f-becd-9bc6e6bf430b"  
Job details
 ----------------------------------------------------------------
                      ID: 576cdbfa-ece4-4e5f-becd-9bc6e6bf430b
             Description: DbHome Patching: Home Id is d5b01e27-799e-4e8a-bfe6-07a781f79526
                  Status: Success
                 Created: November 18, 2016 11:08:35 AM PDT
                 Message: 

Task Name                          Start Time                    
--------------------------------- -------------------------------
Patch application verification     November 18, 2016 11:08:35 AM PDT
location validation                November 18, 2016 11:08:37 AM PDT
updateOpatch                       November 18, 2016 11:09:41 AM PDT
analyzing patch                    November 18, 2016 11:09:43 AM PDT
Apply db patch                     November 18, 2016 11:10:17 AM PDT  

(continued)
End Time                            Status
---------------------------------   --------
November 18, 2016 11:08:37 AM PDT   Success
November 18, 2016 11:08:42 AM PDT   Success
November 18, 2016 11:09:43 AM PDT   Success
November 18, 2016 11:10:17 AM PDT   Success
November 18, 2016 11:14:13 AM PDT   Success










Oracle Databaseの管理






7 Oracle Databaseの管理


Oracle Database ApplianceでOracle Databaseを管理します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー

Oracle Database Appliance Webコンソールのデプロイメントによって、オペレーティング・システム・グループおよびユーザーが作成され、そのメンバーにアプライアンスでのシステム管理権限が付与されます。
	データ移行と管理、およびOracle Database Appliance

Oracle Database Applianceは、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用をサポートします。
	データベースの操作

Webコンソールを使用してデータベースのリストとデータベースの詳細を表示したり、データベースを作成および削除します。
	データベース・ホームの操作

Webコンソールを使用してデータベース・ホームのリストとデータベースの詳細を表示したり、データベースを作成および削除します。
	データベースの移行

次のトピックでは、データベースを準備してデータベース全体をOracle Database Applianceに移行する方法を学習します。
	インスタンス・ケージングを使用した複数のデータベース・インスタンスの管理について

Oracle Database Applianceのシステム・リソースを管理するには、インスタンス・ケージングを使用します。
	Oracle Enterprise Manager Database ExpressとOracle Database Appliance

Oracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)を使用してデータベースを管理できます。





Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー


Oracle Database Appliance Webコンソールのデプロイメントによって、オペレーティング・システム・グループおよびユーザーが作成され、そのメンバーにアプライアンスでのシステム管理権限が付与されます。

構成時に、2つの管理アカウントがOracle Database Applianceのために作成されます。それらは、ユーザーID (UID)が1001のgridユーザー、およびUIDが1000のoracleユーザーです。ユーザーgridは、Oracle Grid Infrastructureのインストール所有者です。ユーザーoracleはOracle Databaseのインストール所有者であり、すべてのOracle Databaseホーム(Oracleホーム)の所有者です。デフォルトで、これらのユーザーは、そのメンバーにOracle DatabaseおよびOracle Automatic Storage Managementを起動および管理する権限が付与されるオペレーティング・システム・グループのメンバーです。

次の表に、Oracleシステムの権限グループ、およびオペレーティング・システムの認証グループに関する情報を示します。


表7-1 Oracle Database Appliance上のオペレーティング・システムのグループおよびユーザー

	Oracleシステムの権限	グループ名	グループID (GID)	gridはメンバーである	oracleはメンバーである
	
Oracleインベントリ・グループ(OINSTALL)

	
oinstall

	
1001

	
はい(主グループ)

	
はい(主グループ)


	
dbaoperグループ用のOSOPER

	
dbaoper

	
1002

	
はい

	
はい


	
OSDBAグループ

	
dba

	
1003

	
いいえ

	
はい


	
Oracle ASMのOSASMグループ

	
asmadmin

	
1004

	
はい

	
いいえ


	
ASMグループのOSOPER

	
asmoper

	
1005

	
はい

	
いいえ


	
ASMグループのOSDBA

	
asmdba

	
1006

	
はい

	
はい







デプロイメント中に初期データベースを作成する場合、SYSおよびSYSTEMユーザーのパスワードは、Webコンソールで設定したマスター・パスワードです。構成後に両方のユーザーのこのパスワードを速やかに変更し、これらの特権アカウントを使用したデータベースへの不正アクセスを防止します。


関連項目:

『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』






データ移行および管理とOracle Database Appliance


Oracle Database Applianceは、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用をサポートします。

既存のデータベースからOracle Database Applianceにデータをロードまたはデータを移行する場合は、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールを使用できます。このようなツールには、次のものがあります。

	
Oracle GoldenGate


	
SQL*Loader


	
Oracle Data Pump


	
トランスポータブル表領域


	
RMAN




また、RMANユーティリティはOracle Database Applianceでデータベースをバックアップおよびリカバリする場合にも使用できます。


関連項目:

	
Oracle Databaseユーティリティ


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』











データベースの操作


Webコンソールを使用してデータベースのリストとデータベースの詳細を表示したり、データベースを作成および削除します。

内容は次のとおりです。




	Webコンソールでのデータベースの表示

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Databaseやデータベースの詳細を表示し、Oracle Database Applianceのデータベースを削除します。
	Webコンソールを使用したデータベースの作成

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベースを作成します。





Webコンソールでのデータベースの表示


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Databaseやデータベースの詳細を表示し、Oracle Database Applianceでデータベースを削除します。

	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Database」タブをクリックします。


図7-1 「Database」ページ

[image: 図7-1の説明が続きます]





	データベース・エントリの隣にある「Delete」をクリックしてデータベースを削除します。







Webコンソールを使用したデータベースの作成


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベースを作成します。

Webコンソールでは、新しいデータベースをすばやく簡単な方法で作成できます。Webコンソールの「Create New Database」ページには、ほとんどの構成オプションのデフォルト・オプションが設定されます。ドロップダウン・リストで使用可能なオプションのリストを迅速に表示し、オプションを選択できます。ドロップダウン・リストを使用して、新しいデータベースのOracle Databaseホーム(ORACLE_HOME)を作成するか、以前に作成した既存のORACLE_HOMEを選択できます。

注意:

同じアプライアンスにOracle Database Standard EditionとEnterprise Editionのデータベースは混在できません。Oracle Database Applianceのデプロイ中に選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。

Oracle Database 12.1は、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)およびOracle ASM Cluster File System (ACFS)の両方でサポートされています。Oracle Database 11.2はOracle ACFSでのみサポートされています。Oracle ACFSで複数のデータベースが作成される場合、各データベースは、データファイルごとに独自のOracle ACFSファイル・システムで構成され、/u02/app/db user/oradata/db unique nameのネーミング規則が使用されます。このマウント・ポイントのデフォルト・サイズは100 GBです。

Webコンソールのフィールドは、選択したデータベース・バージョンに応じて調整されます。たとえば、データベース・バージョン11.2.0.4.161018を選択した場合、Oracle ACFSが唯一使用可能なオプションになるため、ストレージ・フィールドはWebコンソールに表示されません。


	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Database」タブをクリックします。
	「Create Database」をクリックして「Create New Database」ページを表示します。

この図は、データベース・バージョンが12.1.0.2.161018で、新しいデータベース・ホームを含むhrdbという名前の新しいデータベースを作成するために入力されたフィールドを示しています。データベースはコンテナ・データベースです。プラガブル・データベース(PDB)の名前はpdb1です。「Characterset」、「National Characterset」、「Language」、「Territory」、および「Class」はすべてデフォルト・オプションです。「Shape」は、2つのコアと16 GBのメモリーを持つodb2です。データベースでデフォルトのACFSストレージを使用し、EM Express用には構成されていません。

[image: 図GUID-D1897669-1EB0-404E-BE0D-300C29177B41-default.pngの説明が続きます。]





	「Create New Database」ページに次の情報を入力してデータベースを構成します。
	「DB Name」フィールドにデータベースの名前を入力します。
名前には英文字を含める必要があり、8文字以内にする必要があります。Oracle Database Appliance X6-2では、Oracleシステム識別子(SID)は常にデータベース名に設定されます。


	「DB Version」フィールドで、ドロップダウン・リストからデータベース・バンドルのパッチ番号を選択します。
使用可能なクローンがある使用可能なデータベース・バージョンがリストに降順に表示されます。リポジトリで使用できないサポートされるバージョンは、リストの下部にライト・グレーで表示されます。リストの検索を実行できます。サポートされるバージョンをリポジトリに追加するには、クローン・ファイルをダウンロードします。


	「DB Home」フィールドで、「Create a new DB Home」を選択するか、ドロップダウン・リストからバージョンを選択します。リストには、以前作成したデータベース・ホームが移入されます。
	Oracle Databaseバージョン12の「CDB」オプションで、データベースをコンテナ・データベース(CDB)にするかどうかによって、「Yes」または「No」を選択します。デフォルトは「Yes」です。このオプションはOracle Databaseバージョン11では使用できません。
	「PDB Name」フィールドに、プラガブル・データベース(PDB)の名前を入力します。このフィールドは、Oracle Databaseバージョン11では使用できません。
英数字とアンダースコア(_)は有効です。名前は英数字で始まり、30文字以内にする必要があります。


	「Characterset」フィールドで、ドロップダウン・リストからオプションを選択します。デフォルト値はAL32UTF8です。
	「National Characterset」フィールドで、ドロップダウン・リストからオプションを選択します。デフォルト値はAL16UTF16です。
	「Language」フィールドで、ドロップダウン・リストからデータベース言語を選択します。デフォルト値は「American」です。
	「Territory」フィールドで、ドロップダウン・リストからデータベースの地域または場所を選択します。デフォルト値は「America」です。
	「Class」フィールドで、ドロップダウン・リストからデータベース・クラスを選択します。オプションがリストで選択できない場合は、そのオプションはOracle Database Applianceのデータベース・エディションまたは選択したバージョンでサポートされていません。デフォルトはOLTPです。
	「Shape」フィールドで、ドロップダウン・リストからデータベース・シェイプを選択します。シェイプにより、コアの数とデータベースに割り当てられるメモリー量が決まります。デフォルトはodb1 (1コア、8 GBメモリー)です。
	「Storage」フィールドで、ドロップダウン・リストからACFSまたはASMを選択します。デフォルトはOracle ACFSです。Oracle Databaseバージョン11では、Oracle ACFSが唯一のオプションであるため、フィールドはWebコンソールに表示されません。
	「Password」フィールドに、SYS、SYSTEMおよびPDB Adminのパスワードを入力します。
パスワードは英文字で始まり、30文字以内にする必要があります。引用符は使用できません。


	「Confirm Password」フィールドに、確認のためにパスワードをもう一度入力します。
	「Configure EM Express」または「Configure EM Console」オプションで「Yes」または「No」」を選択します。デフォルト値は「No」です。
「Yes」を選択して、Oracle Database 12.1.0.2用のOracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)コンソール、またはOracle Database 11.2.0.4用のDatabase Controlコンソールを構成します。「Yes」を選択すると、コンソールを使用してデータベースを管理できます。





	「Create」をクリックします。プロンプトが表示された場合は、「Yes」をクリックして、データベースを作成するジョブを開始することを確認します。


ジョブが発行され、ジョブへのリンクを含む確認ページが表示されます。リンクをクリックすると、ジョブの進捗、タスクおよびステータスが表示されます。ジョブ番号をクリックするとタスクが表示されます。


ジョブ確認ページを閉じた後、「Activity」タブをクリックしてジョブの進捗を監視できます。ジョブ番号をクリックすると、タスクおよびステータスの詳細が表示されます。








データベース・ホームの操作


Webコンソールを使用してデータベース・ホームのリストと詳細を表示したり、データベース・ホームを作成および削除します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceでの複数のOracle Databaseホームの管理について

Oracle Database Applianceで1つ以上のOracleホーム・ディレクトリとOracleデータベースを作成および管理します。
	Webコンソールでのデータベース・ホームの表示

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用してデータべース・ホームのリストとデータベース・ホームの詳細を表示したり、Oracle Database Applianceでデータベース・ホームを削除します。
	Webコンソールを使用したデータベース・ホームの作成

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベース・ホームを作成します。





Oracle Database Applianceでの複数のOracleホームの管理について


Oracle Database Applianceで1つ以上のOracleホーム・ディレクトリとOracleデータベースを作成および管理します。

Oracleホームは、Oracle Databaseバイナリをインストールするディレクトリで、ここからOracle Databaseを実行します。Oracle Database Applianceは、Oracle Databaseホームの様々なリリースを含む、複数のOracleホームをサポートします。特定のOracleホームに複数のOracleデータベースを作成できます。Oracle Appliance ManagerのODACLIコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで複数のOracleホームおよびデータベースを作成および管理します。Oracle Database Appliance Managerでは、OracleのOptimal Flexible Architecture (OFA)標準に準拠したOracle Database Oracleホームが自動的に作成されます。

Oracle Database Applianceプラットフォームに対してサポートされている特定のOracleソフトウェア・リリースに関する情報を取得するには、関連するReadmeファイルまたはリリース・ノートを確認してください。サポートされているリリースの情報は、My Oracle Supportノート888888.1を参照してください。

ODACLIコマンドを使用してOracle Database Applianceで複数のホームを作成する場合、コマンドにより、Oracleホーム・クローニング・プロセスが開始されます。Oracle Database Applianceデプロイメントにおいて、ユーザーoracleはデフォルトのソフトウェア・インストール所有者です。


注意:

前のリリースからアップグレードしない場合は、インストール対象のOracle Databaseバージョンに対するOracle Database Applianceエンドユーザー・バンドルをダウンロードしてください。詳細は、My Oracle Supportノート888888.1と2144642.1を参照してください。



Webコンソールまたはコマンドライン・インタフェースを使用してデータベースを作成および管理できます。

Oracle Database Applianceでデータベースを作成、リスト、詳細表示および削除するには、ODACLIコマンドを使用します。odacli create-databaseコマンドを使用すると、ユーザー入力を最小限に抑えながらデータベースを作成できます。追加オプションなしでこのコマンドを実行すると、新規のデータベース・ホーム(ORACLE_HOME)が作成されます。--dbhomeidオプションを使用して、既存のホームにデータベースを作成できます。dbhomeidを検索するには、odacli list-dbhomesコマンドを使用します。

または、Webコンソールを使用してデータベースとデータベース・ホームのリストを作成し、それらを記述および削除することもできます。データベース・ホームの名前、ID、バージョン、データベース・ホームが作成された日時および場所を含むすべてのデータベース・ホームのリストを同じページに表示できます。「Delete」をクリックしてデータベース名を削除します。「Create Database Home」をクリックして、新しいデータベース・ホームを作成します。


図7-2 Webコンソールの「Database Home」ページ

[image: 図7-2の説明が続きます。]




注意:

Oracle DatabaseパッチをOracle Database Appliance上のOracle Databasesに直接適用しないでください。ソフトウェア・スタック全体での動作がテストされたOracle Database Applianceパッチ・バンドルのみを使用してください。1回かぎりのデータベース・パッチが必要な場合は、Oracleホームに適用できます。Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを適用すると、将来のパッチ適用イベント時の競合の原因となり、ロールバックして再適用する必要がある場合があります。







関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1
	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=2144642.1









Webコンソールのデータベース・ホームの表示


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用してデータベース・ホームとデータベース・ホームの詳細を表示したり、Oracle Database Applianceでデータベース・ホームを削除します。

	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Database」タブをクリックします。
	左側のメニューで「Database Home」をクリックします。
	「Create Database Home」をクリックします。


図7-3 Database Home

[image: 図7-3の説明が続きます。]





	データベース・ホーム・エントリの隣にある「Delete」をクリックしてデータベース・ホームを削除します。







Webコンソールを使用したデータベース・ホームの作成


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベース・ホームを作成します。

Webコンソールの「Create New Database」ページには、ほとんどの構成オプションのデフォルト・オプションが設定されます。ドロップダウン・リストで使用可能なオプションのリストを迅速に表示し、オプションを選択できます。ドロップダウン・リストを使用して、新しいデータベースのOracle Databaseホーム(ORACLE_HOME)を作成するか、以前に作成した既存のORACLE_HOMEを選択できます。


	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Database」タブをクリックします。
	左側のメニューで「Database Home」をクリックします。
	「Create Database Home」をクリックします。


図7-4 データベース・ホーム

[image: 図7-4の説明が続きます。]





	使用可能なバージョンからデータベース・バージョンを選択します。


図7-5 Create New Database Home

[image: 図7-5の説明が続きます。]








	「Create」をクリックします。プロンプトが表示された場合は、「Yes」をクリックして、ジョブを開始することを確認します。









データベースの移行


次のトピックを参照して、データベースを準備してデータベース全体をOracle Database Applianceに移行する方法について学習します。

内容は次のとおりです。




	データベースの移行について

RMAN duplicateコマンドを使用して、アクティブなコンテナ・データベース(CDB)または非CDBデータベース全体をOracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lマシンに移行できます。
	インスタンスのみのデータベースの作成

コマンドライン・インタフェースからインスタンスのみのデータベースを作成します。
	静的リスナーの構成

データベースを複製する前に静的リスナーを構成します。
	データベースの移行

RMAN Duplicateコマンドを使用して、データベース全体をアプライアンスに移行します。
	データベースの登録

odacli register-databaseコマンドを使用して、移行したデータベースをアプライアンスに登録します。





データベースの移行について


RMAN duplicateコマンドを使用して、アクティブなコンテナ・データベース(CDB)または非CDBデータベース全体をOracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lマシンに移行できます。

RMAN Duplicateを使用する場合は、ソース・ターゲットとターゲット・データベースからのネットワーク接続があることを確認してください。

	
ソース・データ: 移行する既存のデータベース。


	
ターゲット・データベース: X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lで作成された新規データベース。




ソース環境とターゲット環境の間にネットワーク接続がない場合、オフラインの移行方法を使用できます。オフラインの移行では複製にRMANバックアップ・セットを使用している場合があります。この方法ではプライマリ・データベースへの接続は不要です。

この手順ではおおまかに次のステップが含まれます。

	
Oracle Database Appliance X6-2S、X6-MまたはX6-2Lをバージョン12.1.2.9.0にデプロイまたは更新します。

プロビジョニングが正常に完了したことを確認します。odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ステータスを確認します。


	
コマンドライン・インタフェースからインスタンスのみのデータベースを作成します。

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-MまたはX6-2Lマシンでinstanceonlyを指定したodacli create-databaseコマンドを使用します。新しいデータベースはターゲット・データベースです。

インスタンスのみのデータベースを作成すると、以下も作成されます。

	
データベース・ファイルの格納に使用されるACFSファイルシステム


	
データベース・インスタンス/rman duplicateコマンドに必要なディレクトリ構造


	
SYSユーザー用のパスワード・ファイル





	
静的リスナーを構成します。


	
バックアップと復元操作を使用して既存のデータベースをターゲット・データベースに移行します。


	
移行したデータベースをアプライアンスに登録します。








関連項目

	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース









インスタンスのみのデータベースの作成


コマンドライン・インタフェースからインスタンスのみのデータベースを作成します。



注意:

初期データベースを作成せずにアプライアンスをプロビジョニングした場合は、新しいOracleホームを作成する必要があります。データベース・ホームのバージョンが移行したデータベースと異なる場合は、移行したデータベース用の新しいデータベース・ホームを作成します。移行したデータベース専用のデータベース・ホームを作成する場合があります。

この例では、データベース・バージョンが12.1.0.2.160719で、新しいデータベース・ホームを使用するPRODDBという名前のインスタンスのみのデータベースを作成します。




	データベース・ホームのリストを表示して、データベース・バージョンに対応するデータベース・ホームが存在するか確認します。
既存のデータベース・ホームを使用する場合、または詳細が必要な場合はIDを確認します。describe-dbhomesコマンドを使用して、特定のデータベース・ホームの詳細を確認します。



# odacli list-dbhomes
ID                                   Name               DB Version  
------------------------------------ -----------------  ----------  
b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6 OraDB12102_home1  12.1.0.2 
    
(continued)
Home Location
-----------------------------------------
/u01/app/orauser/product/12.1.0.2/dbhome_1




	データベース・バージョンに対応するデータベース・ホームが存在しない場合は、データベース・ホームを作成します。
移行したデータベース専用のデータベース・ホームを作成する場合は、create-dbhomeコマンドを使用するか、データベースを作成するときにデータベース・ホームを作成できます。この例では、データベース・バージョン12.1.0.2のデータベース・ホームを作成します。



# odacli  create-dbhome -v 12.1.0.2




	インスタンスのみのデータベースを作成します。既存のデータベース・ホームIDを使用するか、データベースの作成時にデータベース・ホームを作成できます。

既存のデータベース・ホームを使用する、IDがb727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6で、データベース・バージョンが12.1.0.2のPRODDBという名前のインスタンスのみのデータベースを作成するには、次の手順を実行します。


#odacli create-database -n PRODDB -v 12.1.0.2 -io -m -dh b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6




データベース・バージョンが12.1.0.2でデータベース・ホームがあるPRODDBという名前のインスタンスのみのデータベースを作成するには、次の手順を実行します。


#odacli create-database -n PRODDB -v 12.1.0.2 -io -m











静的リスナーの構成


データベースを複製する前に静的リスナーを構成します。


静的リスナーは、RMAN Duplicateコマンドを使用する場合にのみ必要です。

次の手順を実行してlistener.oraファイルを手動で構成します。




	gridユーザーとしてログインします。
	/u01/app/12.1.0.2/grid/network/admin/ディレクトリに移動します。
	デフォルトのlistener.oraファイルを編集し、静的データベース・エントリを追加します。


SID_LIST_LISTENER=
   (SID_LIST=
      (SID_DESC=
         (GLOBAL_DBNAME=db_unique_name with domain)
         (ORACLE_HOME=db home)
         (SID_NAME=db unique name)
          (ENVS="TNS_ADMIN=database home/network/admin"))
 )




たとえば、次のファイルはexample.comドメインのPRODDBという名前の12.1.0.2データベース用に編集されています。


SID_LIST_LISTENER=
 (SID_LIST=
    (SID_DESC=
      (GLOBAL_DBNAME=PRODDB.example.com)
       (ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2)
       (SID_NAME=PRODDB)
            (ENVS="TNS_ADMIN=/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2/network/admin"))
 )




	ファイルを保存します。
	リスナーを再起動します。


srvctl stop listener -l listener
srvctl start listener -l listener











データベースの移行


RMAN Duplicateコマンドを使用して、データベース全体をアプライアンスに移行します。

データベースを移行する前に、次の前提条件が満たされているか確認します。
	
最新バージョン12.1.2.9.0を使用するOracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2L。

odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ステータスを確認します。


	
ソース・データベースと宛先データベース間にネットワーク接続が存在するか確認する。







	補助データベースへのsysdba接続は稼働しているか確認します。データベースを作成したときに--instanceonlyフラグで定義したパスワードを使用します。


sqlplus sys/password@hostname:PORT/GLOBAL_DBNAME as sysdba << EOF
select 1 from dual;
exit;
EOF




次の例では、PRODDB.example.comのポート1521上のmyhostに対してWelcome_12パスワードを使用しています。


sqlplus sys/Welcome_12@myhost:1521/PRODDB.example.com as sysdba << EOF
select 1 from dual;
exit;
EOF




	Oracleユーザーとして、ORACLE_HOMEおよびORACLE_SID環境変数を設定します。


ORACLE_HOME=path of Oracle Home against which the AUX DB is created 
ORACLE_SID=database unique name




	アプライアンスに構成されたデータベースとデータベース・ストレージ識別子(ID)のリストを表示します。

odacli list-dbstoragesを使用して構成されたすべてのファイルシステムのストレージIDを表示します。


# odacli list-dbstorages  
ID Type                               DBUnique  Name         Status 
------------------------------------  --------  ----------- ---------- 
68d13446-f26c-49ee-ab75-a393732aa88a   Asm       rdb1       Configured 
ff2023d9-338d-4cff-8bb4-e73a89e32ce4   Acfs      PRODDB     Configured




	データベース・ストレージIDごとに、DATA、RECOおよびREDOの場所を含むデータベース・ストレージの詳細を表示します。

たとえば、odacli describe-dbstorageコマンドを使用して、IDが9fe39332-cc1a-4b4b-8393-165524a6ef6bのACFSストレージに関する情報を表示します。


# odacli describe-dbstorage -i ff2023d9-338d-4cff-8bb4-e73a89e32ce4
DBStorage details 
---------------------------------------------------------------- 
ID: ff2023d9-338d-4cff-8bb4-e73a89e32ce4
DB Name: PRODDB 
DBUnique Name: PRODDB 
DB Resource ID: c5b77384-634e-4dc8-b10b-fa2831d2c59b 
Storage Type: Acfs 
DATA Location: /u02/app/oracle/oradata/PRODDB 
RECO Location: /u03/app/oracle/fast_recovery_area/ 
REDO Location: /u03/app/oracle/redo/ 
State: ResourceState(status=Configured) 
Created: November 22, 2016 12:07:12 PM SGT 
UpdatedTime: November 22, 2016 12:26:39 PM SGT




	データベースを複製します。
RMAN duplicateデータベース・コマンドを使用してデータベースを複製します。



rman target sys/Welcome__12@source database hostname:PORT
(Continued)
/Service Name auxiliary sys/Welcome_12@Hostname of the target database:1521/service name 
RUN { 
SET NEWNAME FOR DATABASE TO NEW; 
duplicate target database to PRODDB from active database 
SPFILE 
SET cluster_database 'false' 
SET audit_file_dest '/u01/app/oracle/admin/PRODDB/adump' 
SET db_create_file_dest '/u02/app/oracle/oradata/PRODDB' 
SET db_create_online_log_dest_1 '/u03/app/oracle/redo' 
SET db_recovery_file_dest '/u03/app/oracle/fast_recovery_area' 
SET control_files '/tmp/control_PRODDB.ctl' nofilenamecheck; 
}











データベースの登録


odacli register-databaseコマンドを使用して、移行したデータベースをアプライアンスに登録します。


dbclass、dbshape、servicenameおよびパスワードは、データベースを登録する際に必須です。dbclassおよびdbshapeで、sga_targetおよびpga_targetの設定が決まります。データベースinit.oraパラメータは、odacli register-databaseコマンドの一部としてリセットされます。登録後にinit.oraパラメータで、パラメータが正しく設定されているか確認します。


注意:

スタンバイ・データベースの場合は、odacli register-databaseコマンドを実行する前に、スタンバイ・データベースをREAD ONLYモードで開きます。






	SQLパッチが適用されたOracle Databaseバージョン12.1を使用している場合は、sqlpatchesがOracle Database Appliance環境内にあることを確認します。パッチが環境内にない場合は、odacli register-databaseコマンドを実行する前に、$OH/sqlpatchディレクトリをソースのデータベース・ホームからOracle Database Applianceの$OHにコピーします。
odacli register-databaseコマンドは、ポスト・パッチSQLを適用するdatapatchユーティリティを呼び出します。ソース・データベースにOracle Database Appliance環境内に存在しないsqlpatchesが適用されている場合、datapatchは失敗します。


	SQLパッチが適用されたOracle Databaseバージョン11.2がある場合は、インストールしたPSUの一部ではない、ソース・データベースに適用されているパッチをロール・バックする必要があります。
	データベースをOracle Database Applianceに登録します。


odacli register-database -c OLTP -s odb1 -sn proddb.example.com -p
Password for SYS:
{
  "jobId" : "317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2",
  "status" : "Created",
  "message" : null,
  "reports" : [ ],
  "createTimestamp" : "August 08, 2016 05:55:49 AM EDT",
  "description" : "Database service registration with 
                   db service name: proddb.example.com",
  "updatedTime" : "August 08, 2016 05:55:49 AM EDT"
}
rpandrap: ]# odacli describe-job -i "317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2"

Job details
----------------------------------------------------------------
            ID: 317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2
   Description: Database service registration with
             db service name: proddb.example.com
        Status: Success
       Created: November 23, 2016 5:55:49 AM EDT
       Message:

Task Name                       Start Time                  
----------------------------- ------------------------------ 
restore control file           November 23, 2016 5:55:49 AM EDT 
move spfile to right location  November 23, 2016 5:56:08 AM EDT  
register DB with clusterware   November 23, 2016 5:56:13 AM EDT  
reset db parameters            November 23, 2016 5:57:05 AM EDT  
Running DataPatch              November 23, 2016 5:57:36 AM EDT  

(Continued)
  End Time                     Status
------------------------------- --------
November 23, 2016 5:56:08 AM EDT   Success
November 23, 2016 5:56:13 AM EDT   Success
November 23, 2016 5:57:05 AM EDT   Success
November 23, 2016 5:57:36 AM EDT   Success
November 23, 2016 5:57:49 AM EDT   Success




	odacli list-databasesコマンドを使用して登録済のデータベースを表示します。









インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理について


インスタンス・ケージングを使用してOracle Database Appliance上でシステム・リソースを管理します。

Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。

インスタンス・ケージングとOracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)が連携して、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。

Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合せて事前チューニングされています。特定のコア数で動作するよう設計されています。インスタンス・ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きいデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。


注意:

Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。

Oracle Database Appliance Managerインタフェースは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照してください。



デフォルトでは、Oracle Database Applianceインスタンス・ケージングは有効ではありません。インスタンス・ケージングを有効にするには、Oracle Database Appliance上の各データベースに初期パラメータRESOURCE_MANAGER_PLANを設定します。このパラメータでは、リソース・マネージャが現行のインスタンスに対して使用するプランを指定します。このパラメータを設定すると、リソース・マネージャがデータベース間のコア・リソースを割り当てるようになります。このパラメータでプランが指定されていない場合、リソース・マネージャとインスタンス・ケージングは有効になりません。

各データベースに対して選択したOracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズに従って、コア・リソースのインスタンス・ケージング割当てが有効になります。CPU_COUNT初期化パラメータは、テンプレートに設定されます。統合する各データベースのサイズと一致するCPU_COUNT設定を使用して、インスタンス・ケージングを構成するための標準の指示に従います。


関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』








Oracle Enterprise Manager Database ExpressとOracle Database Appliance


Oracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)を使用してデータベースを管理できます。

Oracle Enterprise Manager Database Expressは、Oracle Database 12cのWebベースの管理ツールです。Oracle Enterprise Manager Database Expressは、Oracle Database ApplianceにOracle Databaseとともにインストールされます。

Oracle Enterprise Manager Database Expressは、次の機能を提供します。

	
保管やユーザー管理などの基本管理タスクのサポート


	
パフォーマンスの診断と調整のための包括的なソリューション


	
グラフィカル・ユーザー・インタフェースでのパフォーマンス・アドバイザ


	
SQL*Loader、Oracle Recovery Manager (RMAN)などのグラフィカル・ユーザー・インタフェース用のOracle Databaseユーティリティ











ストレージの管理






8 ストレージの管理


Oracle Database Applianceのストレージ容量を拡張し、ディスクを交換します。

内容は次のとおりです。




	NVMeストレージ・ディスクの管理について

使用可能なドライブに応じて、Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-Lのストレージを拡張してNVMeディスクを追加するか、既存のNVMeディスクを交換できます。





NVMeストレージ・ディスクの管理について


使用可能なドライブに応じて、Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-Lのストレージを拡張してNVMeディスクを追加するか、既存のNVMeディスクを交換できます。

ODAADMCLIコマンドを使用して、ストレージ診断の実行やストレージ・コンポーネントの診断ロジックの収集など、アプライアンス・ストレージのメンテナンス・タスクを実行します。


NVMeストレージ・ディスクの変更

Oracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mのデフォルト構成には2台のNVMeディスクが含まれます。2台の追加ディスクを追加して合計4台NVMeディスクにすることによって、ストレージを拡張できます。ストレージを拡張する場合は、両方のNVMeドライブを追加する必要があります。1台だけ追加することはできません。

Oracle Database Appliance X6-2Lのデフォルト構成には6台のNVMeディスクが含まれます。3台のディスクを追加して合計9台のNVMeディスクにすることによって、ストレージを拡張できます。ストレージを拡張するときに、3台のNVMeドライブをすべて追加する必要があります。1台または2台だけ追加することはできません。

Oracle Database Applianceでは、NVMeストレージの追加または取外しに特別なコマンドが使用されます。


警告:

電源をオフにする前にドライブを引き出すと、カーネルがクラッシュし、データ破損が発生する可能性があります。LEDがオレンジ色または緑色の場合は、ドライブを引き出さないでください。  NVMeドライブを交換する必要がある場合は、ドライブをスロットから引き出す前に、ソフトウェアを使用して電源をオフにしてください。交換するディスクが複数ある場合は、1台目のディスクの交換を完了してから次のディスクの交換を開始してください。





ドライブのLEDインジケータ

各NVMeドライブ・スロットには、ディスクのステータスを示す発光ダイオード(LED)のインジケータがあります。

	
緑色のLED: OK/動作。ディスクは正常に動作しています。緑色のインジケータ・ライト点灯中のドライブの引出しは、安全ではありません。


	
オレンジ色のLED: 要点検または重要な警告があります。オレンジ色のインジケータ・ライト点灯中のドライブの引出しは、安全ではありません。


	
青色のLED: ディスクの電源がオフであり、ディスクをシステムから安全に取り外すことができます。













Oracle Appliance Manager Webコンソール






9 Oracle Appliance Manager Webコンソール


Oracle Appliance Manager Webコンソールでは、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示するためのわかりやすいインタフェースが提供されます。

内容は次のとおりです。




	Oracle Appliance Manager Webコンソールについて

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示します。
	WebコンソールでのOracle ASRの構成

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。
	ジョブ・アクティビティの表示

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、ジョブ・アクティビティ、ジョブ内のタスクのステータスおよびジョブ・ステータスを表示します。





Oracle Appliance Manager Webコンソールについて


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示します。

Webコンソールは、Optimal Flexible Architectureガイドラインに従ったOracle Databaseをデプロイするために役立ちます。Optimal Flexible Architecture標準ではベスト・プラクティスな構成が提供され、サポートおよび維持がより簡単なデータベース・デプロイメントが保証されます。Optimal Flexible Architectureには、次のものが含まれます。

	
ディレクトリとファイルの構造化された編成、および制御ファイル、REDOログ・ファイル、その他の重要なファイルなど、重要なデータベース・ファイルの一貫性があるネーミング(データベース管理が簡略化されます)。


	
表領域の空き領域の断片化を最小にして、管理の柔軟性を最大にするための表領域のコンテンツの分離


	
Stripe and Mirror Everything (SAME)のデプロイメント(データベース・エラーから保護します)




Webコンソールには、次のタスクを実行するためのわかりやすいオプションが用意されています。

	
アプライアンスのデプロイ


	
既存データベースの表示


	
データベースの作成と削除


	
既存のデータベース・ホームの表示


	
データベース・ホームの作成および削除


	
ジョブ・アクティビティの表示


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成と有効化





注意:

Oracle Database Applianceに対してデータベースが最適に構成されるように、Oracle DatabaseはWebコンソールまたはコマンドライン・インタフェースを使用して作成してください。

コマンドライン・インタフェースを使用して実行できるライフサイクル・タスクは、Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースを参照してください。

Optimal Flexible Architectureの詳細は、Oracle Databaseインストレーション・ガイドfor Linuxの「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。






WebコンソールでのOracle ASRの構成


Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成。

内容は次のとおりです。




	Oracle ASRの構成について

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)を、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するよう構成します。
	内部Oracle ASRの構成

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database ApplianceにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。
	外部Oracle ASRの登録

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、既存のOracle Auto Service Request (Oracle ASR)マネージャにOracle Database Applianceを登録します。





Oracle ASRの構成について


Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)を、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するよう構成します。

Oracle ASRは、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができるセキュア・サポート機能です。Oracle Database Appliance上にOracle ASRを構成し、専用のASRマネージャを使用したり、アプライアンスと同じネットワーク内の別のサーバー上に構成されたOracle ASRマネージャ(内部Oracle ASR)を使用できます。Oracle ASRマネージャを環境内にすでに構成している場合、Oracle Database Applianceを既存のOracle ASRマネージャに登録できます(外部Oracle ASR)。

Oracle ASRをアプライアンスのデプロイの一部として構成するか、デプロイ後にOracle Appliance Manager Webコンソールまたはコマンドライン・インタフェースを使用してOracle ASRを構成または編集できます。

Oracle ASRをサポートするには次の項目が必要です。

	
Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります。


	
Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を使用するために、Oracle ASRをオプションで構成することもできます。


	
内部Oracle ASR Managerを構成するには、サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられたMy Oracle Supportアカウントのユーザー名(電子メール・アドレス)とパスワードが必要です。


	
外部Oracle ASR Managerに登録するには、Oracle ASRマネージャのIPアドレスが必要です。








関連項目

	内部Oracle ASRの構成
	外部Oracle ASRの構成
	odacli configure-asr









内部Oracle ASRの構成


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database ApplianceにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。

内部Oracle ASRマネージャにはいつでも登録でき、既存の登録を編集することもできます。構成する前に、My Oracle SupportでOracle Database ApplianceハードウェアがサポートID (SI)に関連付けられているか確認します。


Oracle ASRを構成するには次の情報が必要です。
	
サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられている電子メール・アドレス


	
サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられているパスワード


	
Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります







	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Appliance」タブをクリックします。
	「Oracle ASR」メニューをクリックします。
	Oracle ASRがすでに構成されている場合、
	「Configure ASR」 をクリックします。
	「ASR Type」メニューから「Internal」を選択します。
	「ASR User Name」フィールドに、サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられている電子メール・アドレスを入力します。
	「Password」フィールドに、サーバーが登録されているMy Oracle Supportアカウントに関連付けられているパスワードを入力します。
	「SNMP Version」メニューから「V2」または「V3」を選択します。
	(オプション) Oracle ASRへのアップロードにHTTPプロキシを使用している場合は、以下を入力します。
	HTTP Proxy used for Upload to ASR: 「Yes」を選択します。
	Proxy User Name: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・ユーザー名を入力します。
	Proxy Port: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・ポートを入力します。
	(オプション) HTTP Proxy Requires Authentication: アップロードにプロキシを使用していて、認証が必要な場合は「Yes」を選択します。認証が不要な場合は、「No」を選択します。
	(オプション)Proxy Password: アップロードにプロキシを使用していて、認証が必要な場合は、プロキシ・パスワードを入力します。



	「Create」を入力します。







外部Oracle ASRマネージャへの登録


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、既存のOracle Auto Service Request (Oracle ASR)マネージャにOracle Database Applianceを登録します。

外部Oracle ASRマネージャにはいつでも登録できます。



構成する前に、My Oracle SupportでOracle Database ApplianceハードウェアがサポートID (SI)に関連付けられているか確認します。

Oracle ASRを登録するには、Oracle ASRマネージャのIPアドレスが必要です。




	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Appliance」タブをクリックします。
	「Oracle ASR」メニューをクリックします。
	Oracle ASRがすでに構成されている場合、
	「Configure ASR」 をクリックします。
	「ASR Type」メニューから「External」を選択します。
	「ASR Manager IP」フィールドにOracle ASRマネージャのIPアドレスを入力します。
	「SNMP Version」メニューから「V2」または「V3」を選択します。
	「Create」を入力します。









ジョブ・アクティビティの表示


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、ジョブ・アクティビティ、ジョブ内のタスクのステータスおよびジョブ・ステータスを表示します。

	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Activity」をクリックします。
ジョブ・ページに、最新のジョブ、ジョブ名、ステータスおよび詳細が表示されます。ジョブ名をクリックすると、ジョブを構成するタスクなど、そのジョブに関するより詳細な情報が表示されます。











Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース






10 Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース


Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースには、Oracle Database Applianceを管理するために、様々な種類のツールがあります。

内容は次のとおりです。




	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースについて

Oracle Database Applianceでは、構成、ライフサイクル管理およびシステム管理を実行するために、3種類のツールを使用できます。
	構成コマンド

configureおよびupdateコマンドを使用して、アプライアンスを構成します。
	odacliパッチ適用および更新コマンド

odacli updateおよびapply patchコマンドを使用して、パッチを適用し、アプライアンスを更新します。
	odacliアプライアンス・コマンド

odacli applianceコマンドを使用して、アプライアンスのライフサイクル・アクティビティを実行します。
	odacli CPUコア・コマンド

CPUコア・コマンドを使用して、CPUコアを有効化し、現在および過去のCPUコア構成を表示します。
	odacliデータベース・コマンド

odacli databaseコマンドを使用して、データベース・ライフサイクル操作を実行します。
	odacli dbhomeコマンド

odacli DBHomeコマンドを使用して、データベース・ホーム操作を管理します。
	odacliデータベース・ストレージ・コマンド

データベース・ストレージ・コマンドを使用して、Oracleデータベース・ストレージのリストと詳細を表示したり、ストレージの作成および削除を実行します。
	odacliジョブ・コマンド

odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブの詳細を表示します。
	odacliネットワーク・コマンド

odacli networkコマンドを使用して、ネットワーク・インタフェースのリストおよび詳細を表示します。
	odacli Oracle Auto Service Requestコマンド

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)コマンドを使用して、システムでOracle ASRの構成、更新、テストおよび削除を実行します。
	odaadmcliストレージ・コマンド

odaadmcli storageコマンドを使用して、ストレージ診断を実行します。
	odaadmcliハードウェア監視コマンド

hardware monitoringコマンドを使用して、ハードウェア構成を表示します。
	odacli-adm set-credential

odacli-adm set-credentialコマンドを使用して、oda-adminユーザー資格証明を変更します。





Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースについて


Oracle Database Applianceでは、構成、ライフサイクル管理およびシステム管理を実行するために、3種類のツールを使用できます。

Oracle Database Appliance X6-2は、ロールベースのコマンドライン・インタフェースを使用します。ODACLIコマンドを使用してライフサイクル管理タスクを実行し、ODAADMCLIコマンドを使用してストレージおよびハードウェアの監視のメンテナンスを実行します。Oracle Databasesの管理に関連する多くのタスクは、Oracle Database Applianceのデータベースでも必要です。Oracle Databaseに共通のタスクは、Oracle Databaseのドキュメント・ライブラリに記載されています。ただし、タスクを単純化するために、Oracle Database Applianceコマンドライン・インタフェースを使用します。ODACLIおよびODAADMCLIユーティリティは、SYSデータベース管理者ロールとオペレーティング・システム・スーパーユーザー(rootユーザー)の機能を結合します。管理タスクは、常にコマンドライン・ユーティリティを使用して実行します。

次の種類のコマンドを使用できます。

	
デプロイメントおよび構成: デプロイメントおよび構成コマンドをアプライアンスの初期デプロイメントの一部として使用し、CPUコアを構成します。


	
ライフサイクル管理: odacliコマンドを使用して、アプライアンスのデータベースおよびシステム管理タスクを実行します。odacliコマンドは、アプライアンスのライフ・サイクル・アクティビティを実行するプライマリ・インタフェースです。


	
管理: odaadmcliコマンドを使用して、アプライアンスのハードウェア管理タスクを実行します。odaadmcliコマンドは、アプライアンスのハードウェア・コンポーネントの管理に必要な不定期の管理アクティビティ用インタフェースです。




次のデプロイメントおよび構成タスクを実行できます。

	
アプライアンスの最初のネットワークの構成


	
Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルの正しい場所への解凍およびコピー


	
システムのCPUコア数の設定




odacliコマンドを使用して、次のアプライアンス・ライフサイクル・タスクを実行できます。

	
アプライアンスの作成および詳細表示


	
データベースの作成、リスト表示、詳細表示および削除


	
Oracle Databaseホームの作成、リスト表示、詳細表示および削除


	
ネットワークの作成、リスト表示および詳細表示


	
ジョブのリストおよび詳細の表示




odaadmcliコマンドを使用して、次のアプライアンス管理タスクを実行できます。

	
ストレージ、ディスク、ディスクグループおよびコントローラの表示


	
ディスクおよびNVM Express (NVMe)に対するストレージ診断の表示


	
ディスクの検索


	
サーバー、メモリー、プロセッサ、電源、冷却装置およびネットワークの詳細の表示




Oracle Appliance Managerとハードウェアのバージョンによっては、odacliコマンドの一部を使用できない場合があります。Oracle Appliance Managerおよびハードウェアのバージョンでサポートされているコマンドを確認するには、odacliのヘルプ・コマンドodacli -hを実行します。


ODACLIコマンドの場所およびパスの構成

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースは、次のディレクトリにあります。


/opt/oracle/dcs/bin/odacli


パス/opt/oracle/oda/bin/odacliのodacliコマンドを検索するには、PATH変数が定義されるようにOracle Database Applianceサーバーでrootユーザー・アカウントを構成します。





ODACLIの構文

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのコマンドおよびパラメータでは大文字と小文字を区別しません。

odacliコマンドでは次のコマンド構文を使用します。


odacli command [options]


	
commandは、アプライアンスに対して実行するアクションです。たとえば、list-networks、create-appliance、describe-jobsがあります。


	
optionsは、odacliコマンドのオプション部分です。オプションは、オブジェクトに対して実行されるodacliコマンドの使用を拡張する1つ以上のオプションで構成されます。オプションには、オブジェクトで実行するアクションに関する追加情報が含まれます。オプションの名前には、前にダッシュをつけます。オプションによっては、遂行するアクションを実行するために、コマンドにオブジェクトの名前を必要とするものがあります。-jをodacliコマンドに追加すると、出力がJSONフォーマットで返されます。ヘルプ・オプション(-h)は、ほぼすべてのコマンドで使用可能なオプションです。-hオプションを指定すると、実行するコマンドに関する追加情報を取得できます。








例10-1 コマンドライン・インタフェース構文


# odacli create-database -h 

Usage: create-database [options]   
Options:   
 * --adminpassword, -m
       Password for SYS,SYSTEM and PDB Admin
  --backupconfigid, -bi
       Backup Config ID     
  --cdb, -c
       Create Container Database (Inverse option: --no-cdb/-no-c)    
  --characterset, -cs
       Character Set (default:AL32UTF8)        Default: AL32UTF8     
  --databaseUniqueName, -u
       database unique name     
  --dbclass, -cl
       Database Class EE: OLTP/DSS/IMDB, SE: OLTP     Default: OLTP
  --dbconsole, -co
       Enable Database Console (Inverse option: --no-dbconsole/-no-co)     
  --dbhomeid, -dh
       Database Home ID (Use Existing DB Home)     
  --dblanguage, -l
       Datbase Language (default:AMERICAN)        Default: AMERICAN   
* --dbname, -n
       Database Name     
  --dbshape, -s
       Database Shape{odb1s,odb1,odb2,etc.}        Default: odb1
  --dbstorage, -r
       Database Storage {ACFS|ASM}        Default: ACFS  
  --dbterritory, -dt
       Database Territory (default:AMERICA)        Default: AMERICA     
  --dbtype, -y
       Database Type: SI        Default: SI     
  --help, -h
       get help
  --instanceonly, -io
       Create Instance Only (For Standby)    
  --json, -j
       json output 
  --nlscharacterset, -ns
       NLS Character Set (default:AL16UTF16)        Default: AL16UTF16
   --no-cdb, -no-c        
    Won't create Container Database (Inverse option: --cdb/-c)
    --no-dbconsole, -no-co
    Disable Database Console (Inverse option: --dbconsole/-co)
  --pdbadmin, -d
       Pluggable Database Admin User     
  --pdbname, -p
       Pluggable Database Name     
  --version, -v
       Database Version








Oracle Database Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのヘルプ

Oracle Database Applianceで使用可能なすべてのコマンドの使用方法の情報を表示するには、-hコマンドを実行します。次に例を示します。


odacli -h


特定のコマンドについて詳細なヘルプを表示するには、odacli command -hまたはodacliadm command -hを実行します。たとえば、odacli describe-dbhomeコマンドの詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを使用します。


odacli describe-dbhome -h








構成コマンド


configureおよびupdateコマンドを使用して、アプライアンスを構成します。

内容は次のとおりです。




	configure-firstnet

電源をラックに取り付けてネットワーク・ケーブルを接続した後、configure-firstnetコマンドを使用して、アプライアンスに最初のネットワークを構成します。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを介してデプロイメントを管理できるようになります。





configure-firstnet


電源をラックに取り付けてネットワーク・ケーブルを接続した後、configure-firstnetコマンドを使用して、アプライアンスに最初のネットワークを構成します。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを介してデプロイメントを管理できるようになります。


構文

ネットワークでシステムを使用できるようにするには、次のコマンドを実行します。


   configure-firstnet  





例10-2 最初のネットワークの構成

最初のネットワークは、DHCPを構成せずにbtbond1インタフェースを使用するように構成します。IPアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。

指定する必要がある値はイタリック・フォントで示されており、net1ゲートウェイ・アドレスを除き、ゲートウェイIPはプログラムで取得されます。このゲートウェイ・アドレスは、他のIPアドレスに指定したネットワーク情報を使用して導出されます。アプライアンス・コマンドライン・インタフェースで検出されるデフォルトとは異なる代替ゲートウェイ・アドレスをネットワーク管理者が指定していない場合は、この値を受け入れます。


# configure-firstnet

Select the Interface to configure the network on (btbond1 sfpbond1): btbond1
Configure DHCP on btbond1 (yes/no): no
INFO: You have chosen Static configuration
Enter the IP address to configure: 10.1.10.2
Enter the Netmask address to configure: 255.255.255.0
Enter the Gateway address to configure: 10.1.10.1
INFO: Plumbing the IPs now
INFO: Restarting the network
Shutting down interface btbond1:










odacliパッチ適用および更新コマンド


odacli updateおよびapply patchコマンドを使用して、パッチを適用し、アプライアンスを更新します。

内容は次のとおりです。




	odacli update-repository

odacli update-repositoryコマンドを使用してシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を解凍してコピーし、リポジトリを新しいパッチで更新します。
	odacli update-dcsagent

odacli update-dcsagentコマンドを使用してエージェントを更新します。
	odacli update-server

odacli update-serverコマンドを実行して、オペレーティング・システム、ファームウェア、Oracle Appliance Kit、Oracle Clusterware、および他のすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを更新します。
	odacli update-dbhome

odacli update-dbhomeコマンドを実行して、特定のRDBMSホームを最新のパッチ・バンドル・バージョンに更新します。
	update-image

odacli update-repositoryコマンドを使用してシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を解凍します。12.1.2.9.0より前のリリースでは、update-imageコマンドを使用して、システムのデプロイメントを準備できるように、シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを適切な場所に解凍してコピーします。





odacli update-repository


odacli update-repositoryコマンドを使用してシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を解凍してコピーし、リポジトリを新しいパッチで更新します。


ファイル・パス

/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

パッチ・バンドルをファイル・システム内の適切な場所に解凍してコピーするには、次のコマンドを実行します。


odacli update-repository  -f filename [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--filename、–f

	
My Oracle Supportからダウンロードしたパッチ・バンドルまたはRDBMSクローンのzipファイル名を定義します。絶対ファイル・パスのカンマ区切りのリストを指定します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。デフォルトは、falseです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意


注意:

リポジトリを更新する前に、更新中に実行中または保留中のジョブがないようにしてください。





例10-3 リポジトリの更新

dcs-repositoryを最新のパッチで更新するには、次のコマンドを実行します。


# odacli update-repository -f /root/12.1.2.8/oda-sm-12.1.2.8.0-160719-GI-12.1.0.2.zip
{
  "jobId" : "d3510276-da05-447b-990e-6d30964f8f79",
  "status" : "Created",
  "message" : null,
  "reports" : [ ],
  "createTimestamp" : "August 08, 2016 03:45:39 AM EDT",
  "description" : "Repository Update",
  "updatedTime" : "August 08, 2016 03:45:39 AM EDT"
}








odacli update-dcsagent


odacli update-dcsagentコマンドを使用してエージェントを更新します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


  odacli update dcsagent  -v version  [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--version、-v

	
更新後にOracle Database Applianceのバージョンを定義します。12.1.2.8.0の場合、バージョンは12.1.2.8です。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意

update dcsagentコマンドは、dcs-agentをlocationにあるRPMパッケージに更新し、dcs-agentを起動します。更新が適用された後、エージェントは自動的に起動します。dcs-agentへの接続には数分かかります。エージェントが停止して再起動が完了するまで待ってから、タスクを実行します。


注意:

エージェントを更新する前に、更新中に実行中または保留中のジョブがないようにしてください。





例10-4 エージェントの更新

dcs-agentをバージョン12.1.2.8に更新するには、次のコマンドを実行します。


# /opt/oracle/dcs/bin/odacli update-dcsagent -v 12.1.2.8








odacli update-server


odacli update-serverコマンドを実行して、オペレーティング・システム、ファームウェア、Oracle Appliance Kit、Oracle Clusterware、および他のすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを更新します。


ファイル・パス

/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


  odacli update-server  -v version [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--version、–v

	
更新するバージョンを定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。デフォルトは、falseです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

update-serverコマンドは、パッチを様々なインフラストラクチャ・コンポーネントとOracle Clusterwareに適用します。update-serverコマンドを実行する前に、update-dcsagentコマンドを使用してエージェントを最新バージョンに更新します。

更新が適用された後、エージェントは自動的に起動します。サーバーへの再接続には数分かかります。エージェントが停止して再起動が完了するまで待ってから、タスクを実行します。


注意:

サーバーを更新する前に、更新中に実行中または保留中のジョブがないようにしてください。





例10-5 サーバーの更新

サーバーをバージョン12.1.2.8に更新するには、次のコマンドを実行します。


# update-server -v 12.1.2.8  








odacli update-dbhome


odacli update-dbhomeコマンドを実行して、特定のRDBMSホームを最新のパッチ・バンドル・バージョンに更新します。


ファイル・パス

/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli update-dbhome -dh dbhomeid -v version [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--dbhomeid、-dh

	
更新するOracle Databaseホームを定義します。


	
--json、-j

	 
(オプション) JSON出力を表示します。デフォルトは、falseです。


	
--version、-v

	
更新するOracle Database Applianceのバージョンを定義します。たとえば、12.1.2.8と定義します。


	
--help-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

	
update-dbhomeコマンドは、Oracle Databaseバージョン12.1には最新のバンドル・パッチを適用し、Oracle Database 11.2.0.4.xホームには最新のパッチ・セットの更新(PSU)を適用します。


	
最新パッチで更新するためには、データベースが実行中であることが必要です。


	
Configuredステータスのデータベースのみ更新されます。odacli list-databaseコマンドを使用して構成済データベースのリストを表示します。他のステータスのデータベースは、更新時にスキップされます。








例10-6 Oracle Databaseホームの更新

最新のパッチ・バンドルを適用してOracle Databaseを更新するには、次のコマンドを実行します。


# odacli update-dbhome dh ad6c7326-e460-411e-94df-230dedbef743 -v 12.1.2.8








update-image


odacli update-repositoryコマンドを使用してシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を解凍します。12.1.2.9.0より前のリリースでは、update-imageコマンドを使用して、システムのデプロイメントを準備できるように、シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを適切な場所に解凍してコピーします。



注意:

update-imageコマンドが中断されます。これは以前のリリースで使用されており、下位互換性のためにのみ含まれています。





構文

イメージを更新するには、次のコマンドを実行します。


   update-image --image-files  absolute file names





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--image-files file1,file2,file3

	
ファイル名を識別します。絶対ファイル名のカンマ区切りリストを使用します。カンマの後に空白がないようにしてください。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-7 イメージの更新

シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを更新するには、次のコマンドを実行します。


#  update-image --image-files file1,file2,file3










odacliアプライアンス・コマンド


odacli applianceコマンドを使用して、アプライアンスのライフサイクル・アクティビティを実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli create-appliance

odacli create-applianceコマンドをJSONファイル形式で使用して、Oracle Database Applianceをプロビジョニングします。
	odacli describe-appliance

odacli describe-applianceコマンドを使用して、アプライアンスの詳細を表示します。





odacli create-appliance


odacli create-applianceコマンドをJSONファイル形式で使用して、Oracle Database Applianceをプロビジョニングします。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

odacli create-applianceコマンドのヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli create-appliance  -r requestjson [-j] [-h]



注意:

odacli create-applianceコマンドは、JavaScript Object Notation (JSON)ファイル形式のみをサポートしています。JSONファイルの例およびreadmeは、このドキュメントの付録および/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにあります。







パラメータ





	パラメータ	説明
	
--requestjson、-r

	
アプライアンスを作成するためのJSON入力。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











odacli describe-appliance


odacli describe-applianceコマンドを使用して、アプライアンスの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli describe-appliance [-d|-no-d][-j][-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--details、-d

	
(オプション)エージェントのCLIビルドの詳細を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--no-details、-no-d

	
(オプション)詳細情報を表示します。詳細を表示しない場合にこのフラグを使用します。








例10-8 アプライアンスの詳細の表示


# odacli describe-appliance -d

Appliance Information 
----------------------------------------------------------------
ID: 78e9a6b8-c4f8-42b2-9e72-7d23c2636544                
Platform: OdaliteL         
Data Disk Count: 6         
CPU Core Count: 20                 
Created: November 17, 2016 5:14:41 AM EST 

System Information 
----------------------------------------------------------------                   
Name: rwsoda6f002             
Domain Name: example.com               
Time Zone: America/New_York              
DB Edition: EE             
DNS Servers: 10.204.32.1             
NTP Servers: 10.68.0.41 10.68.0.42  

Disk Group Information 
---------------------------------------------------------------- 
DG Name     Redundancy     Percentage 
----------- ------------- ------------ 
Data         High           80 
Reco         High           20










odacli CPUコア・コマンド


CPUコア・コマンドを使用してCPUコアを有効にし、現在および過去のCPUコアの構成を表示します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-cpucores

odacli list-cpucoresコマンドを使用してシステムでのコア構成の変更履歴をリストします。
	odacli describe-cpucore

odacli describe-cpucoreコマンドを使用して、現在のコア構成と変更日時を表示します。
	update-cpucore

odacli update-cpucoreコマンドを使用してシステム内のCPUコアの数を有効にします。





odacli list-cpucores


odacli list-cpucoresコマンドを使用してシステムでのコア構成の変更履歴をリストします。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli list-cpucores  [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










例10-9 コアのリストの表示


# odacli list-cpucores  

Node  Cores  Modified                       Job Status 
----- ------ ------------------------------ --------------- 
0     10     July 22, 2016 12:06:08 PM SGT  Configured 
0     8      July 25, 2016 9:39:59 AM SGT   Configured








odacli describe-cpucore


odacli describe-cpucoreコマンドを使用して、現在のコア構成と変更日時を表示します。


ファイル・パス

/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


 odacli describe-cpucore  [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










例10-10 現在のコア構成の表示


# odacli describe-cpucore  

Node  Cores  Modified                       Job Status
----- ------ ------------------------------ --------------- 
0      8     July 25, 2016 9:39:59 AM SGT   Configured








update-cpucore


odacli update-cpucoreコマンドを使用してシステム内のCPUコアの数を有効にします。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


 odacli update-cpucore  -c cores [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--cores、-c

	
システムで有効にするコアの数を定義します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意


	
有効にするコアの数は2の乗数であることが必要です。


	
初期構成の後に、コアの数を削減することはできません。コアの数は増やことのみ実行できます。










例10-11 CPUコアの有効化

次のコマンドでは、8個のCPUコアが有効になります。


# odacli update-cpucore -c 8
 
{ 
"jobId" : "2807f6ae-3ba5-48a5-8941-b8b365d89d24",
"status" : "Created",
"message" : null, 
"reports" : [ ], 
"createTimestamp" : 1469410799194, 
"description" : "CPU cores service update", 
"updatedTime" : 1469410799194
}










odacliデータベース・コマンド


odacli databaseコマンドを使用して、データベース・ライフサイクル操作を実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-databases

odacli list-databasesコマンドを使用して、アプライアンスのすべてのデータベースのリストを表示します。
	odacli describe-database

odacli describe-databaseコマンドを使用して、データベースの詳細を表示します。
	odacli create-database

odacli create-databaseコマンドを使用して、新しいデータベースを作成します。
	odacli register-database

odacli register-databaseコマンドを使用して、移行したデータベースをアプライアンスに登録します。
	odacli delete-database

odacli delete-databaseコマンドを使用して、データベースを削除します。





odacli list-databases


odacli list-databasesコマンドを使用して、アプライアンスのすべてのデータベースのリストを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

すべてのデータベースのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


 odacli list-databases [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-12 データベースのリストの表示

データベースのリストを表示します。


# odacli  list-databases

ID                                     DB Name     DB Version  CDB
------------------------------------   ----------  ----------  ----
ad6c7326-e460-411e-94df-230dedbef743   rdb121a     12.1.0.2    true
fb4d02f3-2413-47ca-8584-a768e23ec2e7   ee12db      12.1.0.2    false

(Continued)
Class   Shape  Storage  Status
------ -------  ----------
OLTP    odb1   ACFS     Configured
IMDB    odb1   ASM      Configured








odacli describe-database


odacli describe-databaseコマンドを使用して、データベースの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

データベースの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli describe-database -i dbid [-h] [-j]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--dbid、-i

	
表示するデータベース・ホーム識別子(ID)を識別します。

odacli list-databasesコマンドを使用して、dbidを取得します。


	
--json、-j

	 
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-13 データベースの詳細の表示

ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5fという名前のデータベースの情報を表示します。


# odacli describe-database -i ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5f

Database details                                                   
----------------------------------------------------------------
ID: ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5f
Description: rdb1
DB Name: rdb1
DB Version: 12.1.0.2
DBID: 1339792271
CDB: true
PDB Name: r1pdb1
PDB Admin User Name: pdbadmin
Class: OLTP
Shape: odb2
Storage: ASM
CharacterSet: DbCharacterSet(characterSet=AL32UTF8, nlsCharacterset=AL16UTF16, dbTerritory=AMERICA, dbLanguage=AMERICAN)
Home ID: fe87f30c-b810-45d1-8b96-13996ad7a255
Console Enabled: true
Created: Jun 14, 2016 6:21:14 PM








odacli create-database


odacli create-databaseコマンドを使用して、新しいデータベースを作成します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli create-database -n database_name -m -cs characterset -cl {OLTP|DSS|IMDB}
-l dblanguage -s dbshape -r {ACFS|ASM} -dt dbterritory 
-y dbtype -ns nlscharacterset -d pdbadmin -p pdbname -v version 
[-u databaseUniqueName] [-dh Database Home ID] [-c|-no-c] [-co|-no-co]
[-bi backupconfigid] [-io] [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--adminpassword、-m

	
SYS、SYSTEMおよびPDB Adminのパスワードを定義します。このオプションを使用してパスワードを対話方式で指定します。このオプションを使用する場合は、コマンドラインにパスワードを入力しないでください。

非対話モードを使用するには、-mオプションではなく、-hmオプションを使用します。


	
--backupconfigid、-bi

	
(オプション)将来使用するバックアップ構成識別子を定義します。


	
--cdb、-c

	
(オプション)データベースをコンテナ・データベースとして作成します。コンテナ・データベースを作成するには-cフラグを使用し、非CDBデータベースを作成するには-no-cフラグを使用します。デフォルト値は-no-cです。


	
--characterset、-cs

	
キャラクタ・セットを定義します。デフォルト値はAL32UTF8です。


	
--databaseUniqueName、-u

	
(オプション)データベースの一意の名前を定義します。


	
--dbclass、-cl {OLTP|DSS|IMDB}

	
データベース・クラスを定義します。デフォルトはOLTPです。オプションは次のとおりです。

	
Enterprise Edition: OLTP、DSSまたはIMDB。


	
Standard Edition: OLTP





	
--dbconsole、-co

	
(オプション)データベース・コンソールを有効にします。データベース・コンソールを無効にするには-no-coフラグを使用します。選択しない場合、デフォルトはデータベース・コンソールなしです。


	
--dbhomeid、-dh

	
(オプション)既存のデータベース・ホームIDを識別します。


	
--dblanguage、-l

	
データベース言語を定義します。デフォルトの言語はAMERICANです。


	
--dbname、-n

	
新しいデータベースに割り当てる名前(dbname)を定義します。


	
--dbshape、-s

	
データベース・シェイプ(テンプレート)を識別し、データベースに割り当てられる合計メモリー量を決定します。たとえば、odb1およびodb2を指定します。デフォルト値はodb1です。


	
--dbstorage、-r{ACFS|ASM}

	
データベース・ストレージをOracle ACFSまたはOracle ASMのいずれかに定義します。デフォルト値はACFSです。


	
--dbterritory、-dt

	
データベース・テリトリを定義します。データベース・テリトリはAMERICAです。


	
--dbtype、-y [SI]

	
データベース・タイプを定義します。デフォルトのデータベース・タイプはSIです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--instanceonly、-io

	
(オプション)データベース・インスタンス、パスワード・ファイルおよび基礎となるOracle ACFSマウント・ポイントを作成します。インスタンスをRMAN複製の補助インスタンスとして使用できます。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--nlscharacterset、-ns

	
NLS各国語キャラクタ・セットを定義します。デフォルト値はAL16UTF16です。


	
--no-cdb、-no-c

	
(オプション)コンテナ・データベースではないデータベースを作成します。非CDBデータベースを作成する場合にこのフラグを使用します。-cフラグを使用してコンテナ・データベースを作成します。


	
--no-dbconsole、-no-co

	
(オプション)データベース・コンソールを無効にします。-coフラグを使用してデータベース・コンソールを有効にします。


	
--pdbadmin、-d

	
プラガブル・データベース(PDB)管理ユーザーを定義します。


	
--pdbname、-p

	
プラガブル・データベース(PDB)名を定義します。デフォルト値はpdb1です。


	
--version、-v

	
データベース・バンドル・パッチ番号を定義します。リリースの最新バンドル・パッチをインストールするには、11.2.0.4または12.1.0.2を指定します。デフォルトのバージョンは12.1.0.2です。

特定のサポートされるバンドルを指定するには、5桁のフォーマットを使用します。たとえば、12.1.0.2.161018または11.2.0.4.161018と指定します。








使用上の注意

	
同じアプライアンスにOracle Database Standard EditionとEnterprise Editionのデータベースは混在できません。


	
--cdbまたは--no-cdbフラグを使用して、データベースがコンテナ・データベースかどうかを指定します。どちらのフラグも指定しない場合、作成されるデフォルト・データベースは非CDBデータベースです。


	
--dbhomeidを指定しない場合、create-databaseコマンドで新しいOracle Databaseホームが作成されます。


	
--dbhomeidを指定すると、create-databaseコマンドによって既存のOracleホームを使用してデータベースが作成されます。odacli list-dbhomesコマンドを使用して、dbhomeidを取得します。


	
--versionと--dbhomeidの両方を指定すると、バージョンは無視されて、データベースは既存のデータベース・ホームに対して作成されます。


	
Oracle Database 12.1は、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)およびOracle ASM Cluster File System (ACFS)の両方でサポートされています。デフォルトはOracle ACFSです。


	
Oracle Database 11.2はOracle ACFSでのみサポートされています。


	
Oracle ACFSで複数のデータベースが作成される場合、各データベースは、データファイルごとに独自のOracle ACFSファイル・システムで構成され、/u02/app/db user/oradata/db unique nameのネーミング規則が使用されます。このマウント・ポイントのデフォルト・サイズは100 GBです。


注意:

複数の異なるデータベースでマウント・ポイントを共有しないことをお薦めします。


	
オンライン・ログは/u03/app/db user/redo/ディレクトリに保存されます。


	
Oracleの高速リカバリ領域(FRA)は、/u03/app/db user/fast_recovery_areaディレクトリに配置されます。


	
次のいずれかのオプションを使用してadminpasswordを指定します。

	
対話モード: -mオプションを使用し、プロンプトが表示されたときにパスワードを入力します。


	
非対話モード: -hmオプションを使用し、コマンドラインでadminpasswordを指定します。





	
versionには、データベース・バージョンとして12.1.0.2または11.2.0.4を指定するか、5桁フォーマットを使用して特定のパッチ・バンドル・バージョンを指定できます。バンドル・パッチ番号を指定せずにデータベース・バージョンを使用すると、最新のバンドル・パッチが使用されます。次の値がサポートされています:

	
12.1.0.2


	
12.1.0.2.161018


	
12.1.0.2.160719


	
12.1.0.2.160419


	
11.2.0.4


	
11.2.0.4.161018


	
11.2.0.4.160719


	
11.2.0.4.160419











例10-14 対話モードでのデータベースの作成

この例では、シェイプodb2を使用してhrdbという名前の12.1.0.2 OLTPコンテナ・データベースを作成し、パスワードを対話方式で指定できます。


注意:

パスワードを対話方式で指定するには、-mオプションを使用しますが、プロンプトが表示されるまでパスワードは指定しません。


# odacli create-database -n hrdb -c -m -cl OLTP -s odb2 -p pdb1 

Password for SYS,SYSTEM and PDB Admin: 
{
   "jobId" : "f12485f2-dcbe-4ddf-aee1-de24d37037b6",
   "status" : "Created",
   "message" : null,
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "November 08, 2016 03:54:03 AM EDT",
   "description" : "Database service creation with db name: hrdb",
   "updatedTime" : "November 08, 2016 03:54:03 AM EDT" 
}





例10-15 非対話モードでのデータベースの作成

この例では、シェイプodb2を使用してcrmdbという名前の12.1.0.2 OLTP・データベースを作成し、パスワードをコマンドラインで指定できます。コマンドラインでパスワードを定義するには、–hmオプションを使用し、パスワードを定義します。コンテナ・データベース・フラグ(-c)が使用されていないため、作成されたデータベースはコンテナ・データベースではありません。


# odacli create-database -n crmdb -hm WelCome__12 -cl OLTP -s odb2 
{
   "jobId" : "30b5e2a6-493b-4461-98b8-78e9a15f8cdd",
   "status" : "Created",
   "message" : null,
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "November 08, 2016 03:59:22 AM EDT",
   "description" : "Database service creation with db name: crmdb",
   "updatedTime" : "November 08, 2016 03:59:22 AM EDT" 
}





例10-16 別のバージョンに対するデータベースの作成

次のいずれかの文で、April Database Bundle (160419)が適用されているホームに対してデータベースを作成します。


# odacli create-database -m -n hrmsdb1 -v 12.1.0.2       
# odacli create-database -m -n hrmsdb2 -v 12.1.0.2.160719  



次の文では、April PSU (160419)が適用されているホームに対して新しいデータベースを作成します。


# odacli create-database -m -n hrmsdb3 -v 12.1.0.2.160419








odacli register-database


odacli register-databaseコマンドを使用して、移行したデータベースをアプライアンスに登録します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli register-database  -c {OLTP|DSS|IMDB} -s dbshape -t dbtypeSI 
-o hostname -sn servicename -p syspassword[-bi backupconfigid] [-co|-no-co] [-h][-j]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--backupconfigid、-bi

	
(オプション)将来使用するバックアップ構成識別子を定義します。


	
--dbclass、-c {OLTP|DSS|IMDB}

	
データベース・クラスを定義します。データベース・クラス設定によって、データベースのSGAメモリーとインスタンスのPGAメモリーの構成を指定します。オプションは次のとおりです。

	
Enterprise Edition: OLTP、DSSまたはIMDB。


	
Standard Edition: OLTP





	
--dbconsole、-co

	
(オプション)データベース・コンソールを有効にします。データベース・コンソールを無効にするには-no-coフラグを使用します。選択しない場合、デフォルトはデータベース・コンソールなしです。


	
--dbshape、-s

	
データベース・シェイプ(テンプレート)を識別し、データベースに割り当てられる合計メモリー量を決定します。たとえば、odb1およびodb2を指定します。デフォルト値はodb1です。


	
--dbtype、-t [SI]

	
データベースのタイプを定義します。データベース・タイプは単一インスタンスです。デフォルトはSIです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--hostname、-o

	
ホスト名を定義します。デフォルト値: ローカル・ホスト名


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--no-dbconsole、-no-co

	
(オプション)データベース・コンソールを無効にします。-coフラグを使用してデータベース・コンソールを有効にします。


	
--servicename、-sn

	
データベース・サービス名を定義します。このサービス名を使用して、データベースに接続するためのEZCONNECT Stringが導出されます。たとえば、hostname:port/servicenameとなります。

ポート番号は、デプロイメントの一部であるリスナー用に構成されているポートです。


	
--syspassword、-p

	
SYSのプロキシ・ユーザーのパスワードを定義します。










使用上の注意


注意:

データベースを登録する前に、簡易接続(EZCONNECT)を使用してデータベース接続をテストすることをお薦めします。
sysユーザーとしてログインし、次のコマンドを入力します。


sqlplus sys/welcome1@//hostname:1521/service name



	
非対話モードでコマンドを実行するには、-pパラメータでパスワードを指定するのではなく、コマンド・ラインで非表示パラメータ-hpを使用してパスワードを指定します。


	
移行したデータベースは、アプライアンスのプロビジョニング中に構成されたリスナーに登録されます。登録を成功させるためには、移行したデータベースが読取り書込みモードと読取り専用モードであることが必要です。


	
register-databaseコマンドでdatafileとログ・ファイルの場所を検証して、controlfileとspfileを適切な場所に移動します。


	
データベース・バージョンに基づく、最小の互換可能なパラメータ・セットを以下に示します。

	
Oracle Database 12c : 12.1.0.2


	
Oracle Database 11 g : 11.2.0.4





	
一部のinit.oraパラメータが、登録の一部として設定またはリセットされます。登録前および登録後のパラメータの変更を確認します。

以下に、登録の一部として実装される変更の例を示します。

	
memory_targetがリセットされる。


	
sga_target/pga_aggregate_target/log_buffer/inmemory_sizeが登録時に使用されるデータベース・クラスとデータベース・シェイプの設定に基づいて構成される。


	
登録プロセスによって、推奨されるアプライアンス固有のパラメータが設定またはリセットされる。





	
登録されているデータベースはOracle Managed Filesを使用する必要があり、ファイルの場所はodacli describe-dbstorageコマンドのDATA Location、REDO LocationおよびRECO Locationと一致している必要があります。


	
登録プロセスの一部として、データベースがOracle Clusterwareに登録されます。データベース・ロールに応じて、データベースはOracle Clusterwareにプライマリ・データベースまたはスタンバイ・データべースとして登録されます。


	
データベースをスタンバイ・データベースとして登録する場合は、odacli register-databaseコマンドを実行する前にデータベースを読取り専用モードで開きます。








例10-17 移行したデータベースの登録

シェイプodb1を使用する単一インスタンスOLTPデータベースを登録する構文は次のとおりです。


odacli register-database -c OLTP -s odb1 -sn crmdb.example.com -p
Password for SYS:
{
  "jobId" : "317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2",
  "status" : "Created",
  "message" : null,
  "reports" : [ ],
  "createTimestamp" : "August 08, 2016 05:55:49 AM EDT",
  "description" : "Database service registration with db service name: crmdb.example.com",
  "updatedTime" : "August 08, 2016 05:55:49 AM EDT"
}
rpandrap: ]# odacli describe-job -i "317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2"

Job details
----------------------------------------------------------------
                     ID: 317b430f-ad5f-42ae-bb07-13f053d266e2
            Description: Database service registration with db service name: crmdb.example.com
                 Status: Success
                Created: August 8, 2016 5:55:49 AM EDT
                Message:

Task Name                       Start Time                  
----------------------------- ------------------------------ 
restore control file           August 8, 2016 5:55:49 AM EDT 
move spfile to right location  August 8, 2016 5:56:08 AM EDT  
register DB with clusterware   August 8, 2016 5:56:13 AM EDT  
reset db parameters            August 8, 2016 5:57:05 AM EDT  
Running DataPatch              August 8, 2016 5:57:36 AM EDT  

(Continued)
  End Time                     Status
------------------------------- --------
August 8, 2016 5:56:08 AM EDT   Success
August 8, 2016 5:56:13 AM EDT   Success
August 8, 2016 5:57:05 AM EDT   Success
August 8, 2016 5:57:36 AM EDT   Success
August 8, 2016 5:57:49 AM EDT   Success








odacli delete-database


odacli delete-databaseコマンドを使用して、データベースを削除します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

データベースを削除するには、次のコマンドを実行します。


odacli delete-database -i dbid  [-h] [-j]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--dbid、-i

	
表示するデータベース・ホーム識別子(ID)を識別します。

odacli list-databasesコマンドを使用して、--dbidを取得します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。








使用方法


注意:

delete-databaseコマンドは、データベース、ファイル・システム、データベースに割り当てられている基礎となるadvmボリュームを削除します。たとえば、hrdbという名前のデータベースを削除すると、ファイル・システム/u02/app/oracle/oradata/hrdbも削除されます。このデータベース・ファイルの場所に他のファイルを保持しないでください。





例10-18 hrmsdbという名前のデータベースの削除

この例では、hrmsdbという名前のデータベースを削除します。データベースを削除する前に、データベース・ホーム識別子(dbid)を知っておく必要があります。この例では、odacli list-databasesコマンドを実行してデータベースとそれらに関連付けられているdbidのリスト方法、およびデータベースhrmsdbの削除方法を示します。


# odacli list-databases   

ID                                     DB Name  DB Version   CDB  Class         
-------------------------------------  -------  ----------   ----  -----        
a3f4a6c0-a0c9-4c79-bad7-898afcf9de46   hrmsdb  12.1.0.2      true   OLTP
7e28bf52-1a09-49fd-9391-841838d2c42f   crmdb   12.1.0.2      false  OLTP

(continued)
Shape   Storage  Status 
------  ------   ---------- 
odb1    ACFS     Configured
odb1    ACFS     Configured

# odacli delete-database -i a3f4a6c0-a0c9-4c79-bad7-898afcf9de46










odacli DBHomeコマンド


odacli DBHomeコマンドを使用して、データベース・ホーム操作を管理します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-dbhomes

odacli list-dbhomesコマンドを使用して、Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示します。
	odacli describe-dbhome

odacli describe-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームの詳細を表示します。
	odacli create-dbhome

odacli create-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームを作成します。
	odacli delete-dbhome

odacli delete-dbhomeコマンドを使用して、データベースに関連付けられていないデータベース・ホームを削除します。





odacli list-dbhomes


odacli list-dbhomesコマンドを使用して、Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  list-dbhomes  [-v] [-h] [-j]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--version、-v

	
(オプション)データベース・ホームのバージョンを識別します。








例10-19 Oracleホーム・ディレクトリのリストの表示

次のコマンドを使用して、Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示します。


# odacli list-dbhomes



ID                                   Name               DB Version  
------------------------------------ -----------------  ----------  
b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6 OraDB12102_home1  12.1.0.2     

(continued)
Home Location
-----------------------------------------
/u01/app/orauser/product/12.1.0.2/dbhome_1








odacli describe-dbhome


odacli describe-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

Oracle Databaseホームの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


  odacli describe-dbhome -i dbhomeid [-h] [-j] [-v]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
-i dbhomeid

	
データベース・ホームIDを識別します。odacli list-dbhomesコマンドを使用して、dbhomeidを取得します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。デフォルトは、falseです。


	
-vdbversion

	
(オプション)データベース・ホームのバージョンを識別します。odacli list-dbhomes -vコマンドを使用して、dbversionを取得します。








例10-20 Oracle Databaseホームの詳細の表示

次の出力は、Oracle Databaseホームの詳細を表示するコマンドの使用例です。


# odacli  describe-dbhome -i b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6 

DB Home details ----------------------------------------------------------------
                            ID: b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6
                          Name: OraDB12102_home1 
                        Version: 12.1.0.2
               Home Location: /u01/app/orauser/product/12.1.0.2/dbhome_1
                       Created: Jun 2, 2016 10:19:23 AM








odacli create-dbhome


odacli create-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームを作成します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

Oracle Databaseホームを作成するには、次のコマンドを実行します。


 odacli create-dbhome -v version [-j] [-h]    





パラメータ





	パラメータ	説明
	
-v version number

	
データベース・バンドル・パッチ番号を定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意

バージョン番号については、データベース・バージョン12.1.0.2または11.2.0.4を指定するか、5桁フォーマットを使用して特定のパッチ・バンドル・バージョンを指定できます。たとえば、12.1.0.2.161018を指定します。バンドル・パッチ番号を指定せずにデータベース・バージョンを使用すると、最新のバンドル・パッチが使用されます。

次の値がサポートされています:

	
12.1.0.2


	
12.1.0.2.161018


	
12.1.0.2.160719


	
12.1.0.2.160419


	
11.2.0.4


	
11.2.0.4.161018


	
11.2.0.4.160719


	
11.2.0.4.160419








例10-21 Oracle Databaseホームの作成

次の例では、最新バージョン12.1.0.2.161018をインストールするOracle Databaseホームのバージョン12.1.0.2を作成します。


# odacli  create-dbhome -v 12.1.0.2.161018








odacli delete-dbhome


odacli delete-dbhomeコマンドを使用して、データベースに関連付けられていなデータベース・ホームを削除します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli delete-dbhome  -i [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
データベース識別子(ID)を使用してデータベース・ホームを識別します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

	
odacli list-dbhomesコマンドを使用して識別子を確認します。


	
データベース・ホーム(dbhome)を削除またはアンインストールするためには、dbhomeに関連付けられているデータベースを保持することはできません。


	
odacli delete-databaseコマンドを使用して既存のデータベースを削除します。








例10-22 空のデータベース・ホームの削除


# odacli delete-dbhome -i 0ce547ca-3df2-4178-a7e6-eefa613aeab4










odacliデータベース・ストレージ・コマンド


データベース・ストレージ・コマンドを使用して、Oracleデータベース・ストレージのリストと詳細を表示したり、ストレージの作成および削除を実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-dbstorages

odacli list-dbstoragesコマンドを使用してアプライアンスに構成されているデータベース・ストレージのリストを表示します。
	odacli describe-dbstorage

odacli describe-dbstorageコマンドを使用して、ストレージ構成の詳細を表示します。
	odacli create-dbstorage

odacli create-dbstorageコマンドを使用して、データベース移行対象のファイル・システムを作成します。
	odacli delete-dbstorage

odacli delete-dbstorageコマンドを使用して、データベースに関連付けられていないデータベース・ストレージを削除します。





odacli list-dbstorages


odacli list-dbstoragesコマンドを使用してアプライアンスに構成されているデータベース・ストレージのリストを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


# odacli list-dbstorages  [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

このコマンドは、create-databaseコマンドとcreate-dbstorageコマンドを使用して構成されているすべてのファイルシステムのリストを表示します。





例10-23 すべてのデータベース・ストレージのリストの表示


# odacli list-dbstorages  

ID Type                               DBUnique  Name         Status 
------------------------------------  --------  ----------- ---------- 
9fe39332-cc1a-4b4b-8393-165524a6ef6b  Acfs       rdb121a     Configured 
4f2a1b59-ca66-4d80-951c-425ab7b0acae  Asm        ee12db      Configured 
0266edac-c729-4539-861f-3f3d543be9e4  Acfs       db12SE      Configured








odacli describe-dbstorage


odacli describe-dbstorageコマンドを使用して、ストレージ構成の詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli describe-dbstorage  -i [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
データベース・ストレージを識別します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。デフォルトは、falseです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意


	
odacli list-dbstoragesコマンドを使用してデータベース・ストレージ識別子(ID)を取得します。


	
DATA Locationはinit.oraパラメータdb_create_file_destと一致します。


	
RECO Locationはinit.oraパラメータdb_recovery_file_destと一致します。


	
REDO Locationはinit.oraパラメータdb_create_online_log_dest_1と一致します。










例10-24 データベースのOracle ACFSストレージの詳細の表示

次の例では、Oracle ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)のストレージの詳細を表示します。


# odacli describe-dbstorage -i 9fe39332-cc1a-4b4b-8393-165524a6ef6b 

DBStorage details 
---------------------------------------------------------------- 
ID: 9fe39332-cc1a-4b4b-8393-165524a6ef6b 
DB Name: rdb121a 
DBUnique Name: rdb121a 
DB Resource ID: ad6c7326-e460-411e-94df-230dedbef743 
Storage Type: Acfs 
DATA Location: /u02/app/oracle/oradata/rdb121a 
RECO Location: /u03/app/oracle/fast_recovery_area/ 
REDO Location: /u03/app/oracle/redo/ 
State: ResourceState(status=Configured) 
Created: July 22, 2016 12:07:12 PM SGT 
UpdatedTime: July 22, 2016 12:26:39 PM SGT





例10-25 データベースのOracle ASMストレージの詳細の表示

次の例では、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)のストレージの詳細を表示します。


# odacli describe-dbstorage -i 4f2a1b59-ca66-4d80-951c-425ab7b0acae 

DBStorage details 
---------------------------------------------------------------- 
ID: 4f2a1b59-ca66-4d80-951c-425ab7b0acae 
DB Name: ee12db 
DBUnique Name: ee12db 
DB Resource ID: fb4d02f3-2413-47ca-8584-a768e23ec2e7 
Storage Type: Asm 
DATA Location: DATA 
RECO Location: RECO 
REDO Location: RECO 
State: ResourceState(status=Configured) 
Created: July 22, 2016 1:13:51 PM SGT 
UpdatedTime: July 22, 2016 1:13:52 PM SGT








odacli create-dbstorage


odacli create-dbstorageコマンドを使用して、データベース移行対象のファイル・システムを作成します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli create-dbstorage  -n dbname -s dataSize -u databaseUniqueName -r [ASM|ACFS] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--dbname、-n

	
データベースの名前を定義します。


	
--dataSize、-s

	
(オプション)データベース・ファイルと一時ファイルを格納するファイルシステムのサイズをGB単位で定義します。デフォルトは100 GBです。最小サイズは10 GBです。サイズを入力する場合は、GBを含めないでください。たとえば、50 GBの場合は、50を使用します。


	
--databaseUniqueName、-u

	
(オプション)データベースの一意の名前を定義します。データベースの一意の名前がデータベース名と異なる場合にのみ指定します。このコマンドで、マウント・ポイント/u02/app/oracle/oradata/db unique nameが作成されます。


	
--dbstorage、-r [ASM|ACFS]

	
(オプション)データベース・ストレージのタイプとして、ASMまたはACFSを定義します。ASMを選択すると、データベース以外のファイルを格納するサポート・ディレクトリ構造のみ作成されます。デフォルトはACFSです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

	
odacli create-dbstorageコマンドは、Appliance Managerにストレージ・メタデータを登録します。


	
ACFSデータベース・ストレージを作成する場合は、このコマンドで別のACFSファイル・システムが作成されて、アーカイブやオンライン・ログなどの他のデータベース・ファイルのディレクトリ構造が作成されます。


	
ASMデータベース・ストレージを作成する場合は、データベース以外のファイルの対応するディレクトリのみ作成されます。








例10-26 データベース・ストレージの作成

次の文では、APPSDBデータベース用に50 GBのACFSデータベースが作成されます。


# odacli create-dbstorage -n APPSDB -s 50 -r ACFS 
{
   "jobId" : "fc6bf8fd-60c2-44f3-b8b7-efd0e9a2149f",
   "status" : "Created",
   "message" : null,
   "reports" : [ ],
   "createTimestamp" : "August 09, 2016 06:19:35 AM WSST",
   "description" : "Database storage service creation with db name: APPSDB",
   "updatedTime" : "August 09, 2016 06:19:35 AM WSST" 
}








odacli delete-dbstorage


odacli delete-dbstorageコマンドを使用して、データベースに関連付けられていないデータべージ・ストレージを削除します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli delete-dbstorage  -i [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
データベース識別子(ID)を使用してデータベース・ストレージを識別します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意


	
ストレージがデータベースに関連付けられていない場合のみdelete-dbstorageを使用できます。


	
delete-databaseコマンドを使用して、既存のデータベースを削除します。


	
list-dbstoragesコマンドを使用して識別子を確認します。










例10-27 空のデータベース・ストレージの削除


# odacli delete-dbstorage  -i 9fe39332-cc1a-4b4b-8393-165524a6ef6b










odacliジョブ・コマンド


odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブの詳細を表示します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-jobs

odacli list-jobsコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、ジョブのリストを表示します。
	odacli describe-job

odacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、タスク、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、特定のジョブに関する詳細を表示します。





odacli list-jobs


odacli list-jobsコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、ジョブのリストを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

ジョブのリストおよびジョブの詳細とステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli list-jobs [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-28 ジョブのリストの表示

ジョブのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli list-jobs

ID                           Description            Created
---------------------------- ---------------------  ----------------------------
a6084067-72a1-4625-bea7-efd  Provisioning service   creation Jun 2, 2016 10:19:23 AM

(Continued)
Status
-------
Success 








odacli describe-job


odacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、タスク、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、特定のジョブに関する詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

特定のジョブ、ステータスおよびタスクを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli describe-job   -i jobid [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--jobid、-i jobid

	
ジョブを識別します。ジョブID(jobid)を取得するには、list-jobsコマンドを実行します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-29 ジョブの詳細の表示

ジョブIDが02df22c8-c21f-4162-8265-97f7826c243aである特定のジョブの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


 # odacli describe-job -i 02df22c8-c21f-4162-8265-97f7826c243a










odacliネットワーク・コマンド


odacli networkコマンドを使用して、ネットワーク・インタフェースのリストおよび詳細を表示します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-networks

odacli list-networksコマンドを使用して、ネットワークを表示します。
	odacli describe-network

odacli describe-networkコマンドを使用して、特定のネットワークの詳細を表示します。
	odacli create-network

odacli create-networkコマンドを使用して、ネットワークを作成します。
	odacli update-network

odacli update-networkコマンドを使用して既存のネットワーク構成を更新します。
	odacli delete-network

odacli delete-networkコマンドを使用してネットワークを削除します。





odacli list-networks


odacli list-networksコマンドを使用して、ネットワークを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


 odacli list-networks  [-j] [-h] 





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-30 ネットワークのリストの表示

odacli list-networksコマンドを使用して、ネットワークのリストを表示します。


# odacli list-networks

ID                                      Name              NIC      IP Address
------------------------------------    ----------------  -------  ------------
7e3fd7e7-0975-4c74-9720-a01a2a7a838d    Private-network  priv0     192.0.2.1
e37b0ae9-1420-4e05-943b-7a8ee912cafb    Public-network   btbond1   10.20.30.100

(Continued)
Subnet Mask        Gateway
-----------------  ---------
255.255.255.240
255.255.252.0      10.20.30.1








odacli describe-network


odacli describe-networkコマンドを使用して、特定のネットワークの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

特定のネットワークの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


 odacli  describe-network -i id [-j][-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
ネットワークIDを識別します。odacli list-networksコマンドを使用して、idを取得します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-31 ネットワークの詳細の表示

9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510aというネットワークIDの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli describe-network -i 9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510a

Network details 
----------------------------------------------------------------
ID: 9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510a                    
Name: Public-network                    
NIC: btbond1              
IP Address: 192.0.2.1            
Subnet Mask: 255.255.252.0                 
Gateway: 10.20.30.1                    
Type: Public                 
Default: true                
Created: July 28, 2016 10:10:49 AM EDT








odacli create-network


odacli create-networkコマンドを使用して、ネットワークを作成します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli create-network [-d|-no-d] -n interface -p ipaddress
 -w {Public|Private|Dataguard|Backup|Other} -s subnetmask -g gateway[-h] [-j] 





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--defaultnetwork、-d

	
デフォルト・ネットワークを識別します。


	
--gateway、-g

	
ネットワーク・ゲートウェイを定義します。デフォルト・ネットワークにはゲートウェイが必要です。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--interface、-n       

	
ネットワーク・インタフェースの名前を定義します。


	
--ipaddress、-p

	
ネットワークIPアドレスを定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--networktype、-w

	
ネットワークのタイプを定義します。オプション: {Public|Private|Dataguard|Backup|Other}


	
--no-defaultnetwork、no–d

	
ネットワークを非デフォルト・ネットワークとして識別します。デフォルト・ネットワークを識別するには--defaultnetwork. -dを使用します。


	
subnetmask、-s

	
ネットワーク・サブネット・マスクを定義します。








使用上の注意

このコマンドを使用して、create-applianceでは作成されない追加のネットワークを作成します。

ネットワークを作成できるのは、ボンディング・インタフェースのみです。





例10-32 ネットワークの作成

次の例は、新しいネットワークsfpbond1をIPアドレス192.0.2.15で作成します。ネットワークは、サブネット・マスク255.255.255.0を使用する追加のネットワークで、デフォルト・ネットワークではありません。


# odacli create-network -n sfpbond1 -p 192.0.2.15 -w Backup -s 255.255.255.0 -no-d








odacli update-network


odacli update-networkコマンドを使用して既存のネットワーク構成を更新します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

ネットワークを更新するには、次のコマンドを実行します。


odacli  update-network -i id [-p IP address] 
[-w [Public|Private|Dataguard|Backup|Other]] [-s  network subnet mask] 
[-g network gateway] [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
ネットワーク・アイデンティティを定義します。


	
--gateway、-g

	
(オプション)ネットワーク・ゲートウェイを定義します。


	
--ipaddress、-p

	
(オプション)ネットワークIPアドレスを定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--networktype、-w [Public|Private|Dataguard|Backup|Other]

	
(オプション)ネットワークのタイプを定義します。


	
subnetmask、-s

	
(オプション)ネットワーク・サブネット・マスクを定義します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意

システムのデプロイ後にパブリック・インタフェースまたはプライベート・インタフェースを変更することはできません。





例10-33 ネットワークの更新

次の例では、ネットワークID 192.0.0.2を更新し、ネットワークをバックアップ・ネットワークとして指定します。


# odacli update-network -i 192.0.0.2 -w Backup








odacli delete-network


odacli delete-networkコマンドを使用してネットワークを削除します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文

ネットワークを削除するには、次のコマンドを実行します。


odacli  delete-network -i id [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--id、-i

	
ネットワーク・アイデンティティを定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意

システムのデプロイ後にパブリック・ネットワークまたはプライベート・ネットワークを削除することはできません。





例10-34 ネットワークの削除

次の例では、ネットワークIDが55db39db-d95c-42c5-abbd-b88eb99b83ecのバックアップ・ネットワークを削除します。


# odacli delete-network -i 55db39db-d95c-42c5-abbd-b88eb99b83ec 



"jobId" : "c26d217e-419b-4a91-8680-7b06bcfe9828",   
"status" : "Running",   
"message" : null,   
"reports" : [ {
     "taskId" : "TaskSequential_137",
     "taskName" : "deleting network",
     "taskResult" : "Running",
     "startTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT",
     "endTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT",
     "status" : "Running",
     "taskDescription" : null,
     "parentTaskId" : "TaskSequential_135",
     "jobId" : "c26d217e-419b-4a91-8680-7b06bcfe9828",
     "tags" : [ ],
     "reportLevel" : "Info",
     "updatedTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT"
   },{     
   "taskId" : "TaskZJsonRpcExt_142",
     "taskName" : "Setting up Network",
     "taskResult" : "Network setup success",
     "startTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT",
     "endTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT",
     "status" : "Success",
     "taskDescription" : null,
     "parentTaskId" : "TaskParallel_141",
     "jobId" : "c26d217e-419b-4a91-8680-7b06bcfe9828",
     "tags" : [ ],
     "reportLevel" : "Info",
     "updatedTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT"   } ],
   "createTimestamp" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT",
   "description" : "Network service delete",
   "updatedTime" : "July 30, 2016 23:14:32 PM EDT"
 }










odacli Oracle Auto Service Requestコマンド


Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)コマンドを使用して、システムでOracle ASRの構成、更新、テストおよび削除を実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli configure-asr

odacli configure-asrコマンドを使用して、アプライアンスのデプロイ後にOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。
	odacli update-asr

odacli update-asrコマンドを使用して、アプライアンスのデプロイ後にOracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成の詳細を変更します。
	odacli describe-asr

odacli describe-asrコマンドを使用して、Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成の詳細を表示します。
	odacli test-asr

odacli test-asrコマンドを使用してOracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成をテストします。
	odacli delete-asr

odacli delete-asrコマンドを使用してシステムからOracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成を削除します。





odacli configure-asr


odacli configure-asrコマンドを使用して、アプライアンスのデプロイ後にOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


odacli  configure-asr  -u username -a asrpassword [-r proxyserver] [-t proxyport] 
[-y proxyuser] [-ppwd proxypassword] [-s snmpversion] -i[asrip] -e [internal|external] [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--asrip、-i

	
(オプション)外部Oracle ASR ManagerのIPアドレスを識別します。


	
--asrpassword、-a

	
ユーザー名に関連付けられたMy Oracle Supportパスワードを定義します。このオプションを使用してパスワードを対話方式で指定します。このオプションを使用する場合は、コマンドラインにパスワードを入力しないでください。

非対話モードを使用するには、-aオプションではなく、-haオプションを使用します。


	
--asrtype、-e {internal | external}

	
Oracle ASRの構成タイプを定義します。デフォルトはinternalです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--proxypassword、-ppwd

	
(オプション)プロキシ・ユーザーのパスワードを定義します。


	
--proxyport、-t

	
(オプション)プロキシ・サーバーのポートを定義します。


	
--proxyserver、-r

	
(オプション)プロキシ・サーバーのアドレスを定義します。


	
--proxyuser、-y

	
(オプション)プロキシ・サーバーを認証するために必要なプロキシ・ユーザー名を定義します。


	
--snmpversion、-s [V2|V3]

	
(オプション) Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を定義します。デフォルトはV3です。


	
--username、-u

	
Oracle ASRユーザー名を定義します。ユーザー名は、サーバーが登録されているMy Oracle Supportユーザー名です。










使用上の注意

非対話モードでコマンドを実行し、コマンドラインそのものでパスワードを指定するには、-aではなく、オプション-haを使用します。

Oracle ASRのすべてのログ・ファイルは/var/opt/asrmanager/log/ディレクトリ内にあります。





例10-35 プロキシ・サーバーでのOracle ASRの構成

この例では、ユーザー名scott.tiger@example.com用にOracle ASRを構成します。プロキシ・サーバーwww-proxy.example.com、およびポート80が定義されます。


# odacli configure-asr -u john.smithl@example.com -a -t 80 -r www-proxy.example.com 
Asr User password:  

Job details 
----------------------------------------------------------------                      
ID: d99559b6-d98d-4cb7-b44d-8577cab26667             
Description: Configure ASR                  
Status: Created                 
Created: August 9, 2016 6:12:19 AM WSST                 
Message:

Task Name         Start Time         End Time       Status
 ---------------- ---------------- ----------------- ----------





例10-36 外部Oracle ASRの構成

この例では、外部Oracle ASRインスタンスのIPアドレス10.20.30.40を使用するようOracle Database Applianceを構成します。


# odacli configure-asr --asrip 10.20.30.40 --asrtype External
{
  "jobId" : "ea054a2f-d18d-4253-83bc-b57434e3598e",
  "status" : "Created",
  "message" : "Please run the script '/tmp/activateExternalAssets.pl' on the ASRManager host once the current job is successful.",
  "reports" : [ ],
  "createTimestamp" : "November 20, 2016 22:12:34 PM EST",
  "description" : "Configure ASR",
  "updatedTime" : "November 20, 2016 22:12:34 PM EST"
}


ジョブが正常に完了したら、Oracle ASR Managerホストで/tmp/activateExternalAssets.plスクリプトを実行します。








odacli update-asr


odacli update-asrコマンドを使用して、アプライアンスのデプロイ後にOracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成の詳細を変更します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


  update-asr  -u username -a asrpassword [-r proxyserver] [-t proxyport] [-y proxyuser [-ppwd proxypassword] [-s snmpversion] -i[asrip] -e [internal|external] [-j] [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--asrip、-i

	
(オプション)外部Oracle ASR ManagerのIPアドレスを識別します。


	
--asrpassword、-a

	
ユーザー名に関連付けられたMy Oracle Supportパスワードを定義します。このオプションを使用してパスワードを対話方式で指定します。このオプションを使用する場合は、コマンドラインにパスワードを入力しないでください。

非対話モードを使用するには、-aオプションではなく、-haオプションを使用します。


	
--asrtype、-e

	
Oracle ASRの構成タイプを定義します。デフォルトはinternalです。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--proxypassword、-ppwd

	
(オプション)プロキシ・ユーザーのパスワードを定義します。


	
--proxyport、-t

	
(オプション)プロキシ・サーバーのポートを定義します。


	
--proxyserver、-r

	
(オプション)プロキシ・サーバーのアドレスを定義します。


	
--proxyuser、-y

	
(オプション)プロキシ・サーバーを認証するために必要なプロキシ・ユーザー名を定義します。


	
--snmpversion、-s [V2|V3]

	
(オプション) Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を定義します。デフォルトはV3です。


	
--username、-u

	
Oracle ASRユーザー名を定義します。ユーザー名は、サーバーが登録されているMy Oracle Supportユーザー名です。










使用上の注意

	
コマンドライン引数としてパスワードを定義するか、Oracle ASR構成中にパスワードを入力できます。非対話モードをサポートして、コマンドラインそのものでパスワードを渡すには、-aオプションではなく、オプション-haを使用します。


	
Oracle ASRのすべてのログ・ファイルは/var/opt/asrmanager/log/ディレクトリ内にあります。


	
update-asrコマンドを使用してOracle ASRタイプを変更することはできません。たとえば、内部から外部へ変更する場合です。Oracle ASRタイプを変更するには、odacli delete-asrを使用して既存の構成を削除した後に、odacli configure-asrコマンドを使用してOracle ASRを再構成します。








例10-37 新しいプロキシ・サーバーでのOracle ASRの更新

この例では、ユーザー名scott.tiger@example.comのOracle ASRを更新します。パスワードはコマンドラインで定義されません。構成中にパスワードの入力を要求されます。プロキシ・サーバーがwww-proxy2.example.comに更新されます。


# odacli update-asr -u scott.tiger@example.com --asrpassword --proxyserver www-proxy2.example.com --proxyport 80 
Asr User password:  

Job details
---------------------------------------------------------
ID: 79cb2baa-1644-45c5-a004-a303e3111807 
Description: Update ASR 
Status: Created 
Updated: July 15, 2016 9:53:54 AM PST 
Message:  

Task Name         Start Time         End Time       Status
---------------- ---------------- ----------------- ----------








odacli describe-asr


odacli describe-asrコマンドを使用して、Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成の詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


  describe-asr [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










例10-38 Oracle ASRの詳細の表示

(オプション)ここで例を説明します。


# odacli describe-asr  

ASR details 
---------------------------------------------------------------- 
ID: e841d74a-687b-4e87-9548-1baa2090d48e 
Name: UserName: scott.tiger@example.com 
ProvyServerName: www-proxy.example.com 
ProxyPort: 80 
ProxyUserName: 
SnmpVersion: V3 
State: N/A 
Created: July 15, 2016 8:53:54 AM PST 
Updated: July 15, 2016 8:53:54 AM PST








odacli test-asr


odacli test-asrコマンドを使用してOracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成をテストします。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


# odacli test-asr [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










使用上の注意

このコマンドは、/SP/alertmgmt/rules/1 testrule=trueを呼び出してSNMPテスト・トラップを内部で呼び出します。





例10-39 Oracle ASR構成のテスト


# odacli test-asr

Job details
---------------------------------------------------------------- 
ID: ec6783f4-551d-4686-ab1b-22e2d9e59c98 
Description: Test ASR 
Status: Created 
Created: July 25, 2016 9:03:15 AM SGT 
Message:  

Task Name                     Start Time            End Time          Status
----------------------------- --------------------- ---------------- ----------








odacli delete-asr


odacli delete-asrコマンドを使用してシステムからOracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成を削除します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odacli



構文


# odacli delete-asr [-h]





パラメータ


	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。










例10-40 システムからのOracle ASRの削除


# odacli delete-asr
{ 
"jobId" : "5d70bd17-ec4a-48da-8196-1364105db99d", 
"status" : "Running", 
"message" : null, 
"reports" : [ ], 
"createTimestamp" : 1469409622451, 
"description" : "Delete ASR", 
"updatedTime" : 1469409622458 
}










odaadmcliストレージ・コマンド


odaadmcliストレージ・コマンドを使用して、ストレージ診断を実行します。

内容は次のとおりです。




	odaadmcli expand storage

odaadmcli expand storageコマンドを使用して、ストレージを拡張します。
	odaadmcli show disk

odaadmcli show diskコマンドを使用して、システムの単一のディスクまたはすべてのディスクのステータスを表示します。
	odaadmcli show diskgroup

odaadmcli show diskgroupコマンドを使用して、構成されているディスクグループのリストまたは特定のディスクグループの構成を表示します。
	odaadmcli show controller

odaadmcli show controllerコマンドを使用して、コントローラの詳細を表示します。
	odaadmcli show iraid

odaadmcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDサブシステムの詳細を表示します。
	odaadmcli show raidsyncstatus

odaadmcli show raidsyncstatusコマンドを使用して、RAID SYNCステータスを表示します。
	odaadmcli show storage

odaadmcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示します。
	odaadmcli stordiag

odaadmcli stordiagコマンドを使用して、各ディスクまたはNVMeについて詳細な情報を収集します。
	odaadmcli manage diagcollect

odaadmcli manage diagcollectコマンドを使用して、ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集します。
	odaadmcli power

odaadmcli powerコマンドを使用して、ディスクの電源をオンまたはオフにします。





odaadmcli expand storage


odaadmcli expand storageコマンドを使用して、ストレージを拡張します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ストレージを拡張するには、次のコマンドを実行します。


  odaadmcli expand storage [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











odaadmcli show disk


odaadmcli show diskコマンドを使用して、システムの単一のディスクまたはすべてのディスクのステータスを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

システムのすべてのディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show  disk [-h]


単一のディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


  odaadmcli show  disk [-n] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
-n disk_name

	
(オプション)ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-41 すべてのディスク・ステータスの表示

システムのすべてのディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show disk         
NAME            PATH                    TYPE    STATE   STATE_DETAILS          
pd_00   /dev/nvme0n1 NVD                ONLINE  Good         
pd_01   /dev/nvme1n1 NVD                ONLINE  Good





例10-42 単一のディスク・ステータスの表示

pd_00という名前のディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show disk pd_00 

The Resource is : pd_00         
ActionTimeout : 1500         
ActivePath : /dev/nvme0n1        
 AsmDiskList : |data_00||reco_00|         
AutoDiscovery : 1         
AutoDiscoveryHi : |data:80:NVD||reco:20:NVD|         
CheckInterval : 300         
ColNum : 0         
CriticalWarning : 0         
DependListOpr : add        
 Dependency : |0|         
DiskId : 360025380144d5332         
DiskType : NVD         
Enabled : 1         
ExpNum : 19         
HbaPortNum : 10         
IState : 0         
Initialized : 0         
IsConfigDepende : false        
 ModelNum : MS1PC2DD3ORA3.2T        
 MonitorFlag : 1         
MultiPathList : |/dev/nvme0n1|         
Name : pd_00         
NewPartAddr : 0         
OSUserType : |userType:Multiuser|         
PlatformName : X6_1_LITE_S         
PrevState : Invalid         
PrevUsrDevName :         
SectorSize : 512         
SerialNum : S2LHNAAH000001         
Size : 3200631791616         
SlotNum : 0         
SmartDiskWarnin : 0        
SmartTemperatur : 37         
State : Online         
StateChangeTs : 1465263789         
StateDetails : Good         
TotalSectors : 6251233968         
TypeName : 0         
UsrDevName : NVD_S00_S2LHNAAH101026         
VendorName : Samsung         
gid : 0        
 mode : 660         
uid : 0








odaadmcli show diskgroup


odaadmcli show diskgroupコマンドを使用して、構成されているディスクグループのリストまたは特定のディスクグループの構成を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

構成されているディスクグループのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [-h]


DATAの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [DATA] [-h]


RECOの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [RECO] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
DATA

	
(オプション) DATAディスクグループの構成を表示します。


	
RECO

	
(オプション) RECOディスクグループの構成を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-43 すべてのディスクグループのリストの表示

ディスクグループのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。

# odaadmcli show diskgroup 

DiskGroups
---------- 
DATA
RECO  





例10-44 DATAの構成の表示

DATAの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。

# odaadmcli show diskgroup DATA

ASM_DISK  PATH                           DISK   STATE   STATE_DETAILS          
data_00   /dev/NVD_S00_S2LHNAAH101026p1  pd_00  ONLINE   Good         
data_01   /dev/NVD_S01_S2LHNAAH101008p1  pd_01  ONLINE   Good








odaadmcli show controller


odaadmcli show controllerコマンドを使用して、コントローラの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

コントローラの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show controller id [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
controller_id、id

	
コントローラを定義します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-45 コントローラの詳細の表示


 # odaadmcli show controller 1
Controller [1] information:
        sun-controller-id = nvme:1b:00.00
        sun-id = nvme:1b:00.00
        sun-controller-manufacturer = Samsung
        pci-vendor-id = 0x0000144d
        sun-controller-model = 0xa821
        pci-device-id = 0x0000a821
        sun-controller-type = NVMe
        sun-card-manufacturer = Sun Microsystems
        pci-subvendor-id = 0x0000108e
        sun-card-model = 0xa803
        pci-subdevice-id = 0x0000a803
        pci-address = 1b:00.0
        sun-version-firmware = KPYA7R3Q
        sun-serial-number = S2LHNAAH101008
        sun-product-name = MS1PC2DD3ORA3.2T
        pci-slot-number = 11
        nvme-power-control = 1
        sun-nac-name = /SYS/DBP/NVME1








odaadmcli show iraid


odaadmcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDサブシステムの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

内部RAIDサブシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show iraid [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-46 内部RAIDサブシステムの詳細の表示

内部RAIDサブシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show iraid

 NAME                      CTRL# PRODUCT   SERIAL_NO BIOS_VER              FW_VER                                                                                                                                                          
 IR_0_0_0 0        LSI      MegaRAID 9361-8i       SV52756042      6.17.04.2_4.16.08.00_0x06060A                                           
 IR_0_0_1 0        LSI      MegaRAID 9361-8i       SV52756042      6.17.04.2_4.16.08.00_0x06060A 


VDISK_TYPE      VDISK_STATE     PDISK_MODEL
4.230.40-3739   RAID1           Optl MS4SC2JH2ORA480G 
4.230.40-3739   RAID1           Optl MS4SC2JH2ORA480G 

EID:SLT PDISK_STATE     SIZE            CV_MODEL        CV_STATE        CV_TEMP
252:0   Onln            446.102 GB      CVPM02          Optimal         25C
252:1   Onln            446.102 GB      CVPM02          Optimal         25C








odaadmcli show raidsyncstatus


odaadmcli show raidsyncstatusコマンドを使用して、RAID SYNCステータスを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

RAID SYNCのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show raidsyncstatus [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-47 RAID SYNCステータスの表示

RAID SYNCの詳細およびステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show raidsyncstatus

Raid Type       Raid Device     Raid Status     maintainPdFailHistory   Rebuildrate
H/W Raid        /dev/sda                Optimal                         ON                                                                      30%








odaadmcli show storage


odaadmcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show storage [-h]    


ストレージ・エラーを表示するには、次のコマンドを使用します。


   odaadmcli show storage -errors [-h]   





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--errors

	
(オプション)ストレージ・エラーを表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-48 ストレージ・デバイスの表示

ストレージ・デバイスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show storage

==== BEGIN STORAGE DUMP ======== 
Host Description: Oracle Corporation:ORACLE SERVER X6-2 
Total number of controllers: 2         
        Id = 0         
        Pci Slot = 10
        Serial Num = S2LHNAAH101026
     Vendor = Samsung
   Model = MS1PC2DD3ORA3.2T         
   FwVers = KPYA7R3Q         
   strId = nvme:19:00.00
      Pci Address = 19:00.0

      Id = 1
      Pci Slot = 11
      Serial Num = S2LHNAAH101008
      Vendor = Samsung         
        Model = MS1PC2DD3ORA3.2T         
        FwVers = KPYA7R3Q
     strId = nvme:1b:00.00         
  Pci Address = 1b:00.0  


Total number of expanders: 0 
Total number of PDs: 2         
   /dev/nvme0n1 Samsung NVD 3200gb slot: 0 pci : 19         
   /dev/nvme1n1 Samsung NVD 3200gb slot: 1 pci : 1 

==== END STORAGE DUMP =========








odaadmcli stordiag


odaadmcli stordiagコマンドを使用して、各ディスクまたはNVMeについて詳細な情報を収集します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ディスクおよびNVM Express (NVMe)のストレージ診断を収集するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli stordiag n [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
-n disk_name

	
ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-49 NVMeの詳細の表示

NVMe pd_00の詳細情報を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli stordiag pd_00








odaadmcli manage diagcollect


odaadmcli manage diagcollectコマンドを使用して、ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli manage diagcollect --storage [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--storage

	
ストレージ・ログを収集します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-50 ストレージ・ログの収集


# odaadmcli manage diagcollect --storage
Collecting storage log data. It will take a while, please wait...
Collecting oak data. It will take a while, please wait...
tar: Removing leading `/' from member names
tar: /opt/oracle/oak/onecmd/tmp/OakCli-Command-Output.log: file changed as we read it

Logs are collected to : /opt/oracle/oak/log/rwsoda6f002/oakdiag/oakStorage-rwsoda6f002-20161120_2217.tar.gz








odaadmcli power


odaadmcli powerコマンドを使用して、ディスクの電源をオンまたはオフにします。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ディスクの電源をオンまたはオフにするには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli power {on|off|status} disk_name [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
disk_name

	
ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
{on|off|status}

	
ディスクの電源をオンまたはオフにし、ステータスを表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-51 ディスクの電源をオフにする

この例では、ディスクの電源をオフにする方法を説明します。


# odaadmcli power disk off pd_00 
Disk 'pd_00' is already part of ASM

Are you sure you want to power OFF the disk?: 'pd_00'? 
[yes/no]:
yes 
Powered OFF pd_00





例10-52 ディスクのステータスのチェック

この例では、ディスクpd_00のステータスを取得する方法を示します。


# odaadmcli power disk status pd_00 
The disk is powered ON










odaadmcliハードウェア監視コマンド


hardware monitoringコマンドを使用して、ハードウェア構成を表示します。

内容は次のとおりです。




	odaadmcli show cooling

odaadmcli show coolingコマンドを使用して、冷却装置の詳細を表示します。
	odaadmcli show env_hw

odaadmcli show env_hwコマンドを使用して、環境およびハードウェアに関する情報を表示します。
	odaadmcli show fs

odaadmcli show fsコマンドを使用して、ファイルシステムの詳細を表示します。
	odaadmcli show memory

odaadmcli show memoryコマンドを使用して、メモリーの詳細を表示します。
	odaadmcli show network

odaadmcli show networkコマンドを使用して、ネットワークの詳細を表示します。
	odaadmcli show power

odaadmcli show powerコマンドを使用して、電源の詳細を表示します。
	odaadmcli show processor

odaadmcli show processorコマンドを使用して、プロセッサの詳細を表示します。
	odaadmcli show server

odaadmcli show serverコマンドを使用して、サーバーの詳細を表示します。





odaadmcli show cooling


odaadmcli show coolingコマンドを使用して、冷却装置の詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

冷却装置の詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


odaadmcli show cooling [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











odaadmcli show env_hw


odaadmcli show env_hwコマンドを使用して、環境およびハードウェアに関する情報を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

環境およびハードウェアの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


odaadmcli show env_hw [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-53 環境およびハードウェアの詳細の表示

ハードウェアの詳細を表示するには、odaadmcli show env_hwと入力します。結果としてベア・メタルのOracle Database Appliance X6–2Sシステムが表示されています。


# odaadmcli show env_hw 

BM ODA_Lite X6-2 Small








odaadmcli show fs


odaadmcli show fsコマンドを使用して、ファイルシステムの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

ファイルシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show fs [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-54 ファイルシステムの詳細の表示


# odaadmcli show fs

Type    Total Space   Free Space        Total DG Space  Free DG Space
ext3    30237M         7763M            -               -
ext3    484M            416M            -               -
ext3    60475M        38149M            -               -
ext3    100793M       22060M            -               -

acfs    102400M       102158M         4894016M        2418668M
acfs    102400M       100501M         4894016M        2418668M
acfs    102400M       100601M         4894016M        2418668M

(Continued)
Diskgroup Mount Point
          /
          /boot
          /opt
          /u01
DATA      /u02/app/oracle/oradata/ACFSDB1
DATA      /u02/app/oracle/oradata/ACFSDB2
DATA      /u02/app/oracle/oradata/EE12NCDB










odaadmcli show memory


odaadmcli show memoryコマンドを使用して、メモリーの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

メモリーの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show memory [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-55 メモリーの詳細の表示


# odaadmcli show memory

NAME     HEALTH  HEALTH_DETAILS   PART_NO.       SERIAL_NO.                
DIMM_0   OK       -               3A4K40BB1-CRC   00CE01154602EADA96
DIMM_11  OK       -               3A4K40BB1-CRC   00CE01154602EADADA
DIMM_3   OK       -               3A4K40BB1-CRC   00CE01154602EADBC7
DIMM_8   OK       -               3A4K40BB1-CRC   00CE01154602EADBA0

(Continued)
LOCATION MANUFACTURER  MEMORY_SIZE  CURR_CLK_SPEED  ECC_Errors
P0/D0    Samsung        32 GB       2400 MHz        0
P0/D1    Samsung        32 GB       2400 MHz        0
P0/D3    Samsung        32 GB       2400 MHz        0
P0/D8    Samsung        32 GB       2400 MHz        0








odaadmcli show network


odaadmcli show networkコマンドを使用して、ネットワークの詳細を表示します。


ファイル・パス

構文

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli
ネットワークの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


odaadmcli show network [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-56 ネットワークの詳細の表示


# odaadmcli show network
NAME             HEALTH HEALTH_DETAILS LOCATION PART_NO MANUFACTURER    
Ethernet_NIC_0   OK      -              NET0    X540    INTEL
Ethernet_NIC_1   OK      -              NET1    X540    INTEL
Ethernet_NIC_2   -       -              NET2    X540    INTEL
Ethernet_NIC_3   -       -              NET3    X540    INTEL

(Continued)
MAC_ADDRESS         LINK_DETECTED   DIE_TEMP
00:10:e0:95:98:ec   yes (em1)       61.250 degree C
00:10:e0:95:98:ed   yes (em2)       61.250 degree C
90:e2:ba:ae:1e:ad   no (em4)        -
90:e2:ba:ae:1e:ac   no (em3)        -








odaadmcli show power


odaadmcli show powerコマンドを使用して、電源の詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

電源の詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show power [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-57 電源の詳細の表示


# odaadmcli show power

NAME            HEALTH  HEALTH_DETAILS   PART_NO.       SERIAL_NO.
Power_Supply_0  OK            -          7079395     476856Z+1514CE056G

(Continued)
LOCATION    INPUT_POWER   OUTPUT_POWER   INLET_TEMP         EXHAUST_TEMP
PS0         Present       112 watts      28.000 degree C    34.938 degree C








odaadmcli show processor


odaadmcli show processorコマンドを使用して、プロセッサの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

プロセッサの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


odaadmcli show processor  [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-58 プロセッサの詳細の表示


# odaadmcli show processor 

NAME    HEALTH HEALTH_DETAILS  PART_NO.  LOCATION   MODEL
CPU_0   OK      -              060F P0   (CPU 0)    Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2630                                                                        

(Continued)
MAX_CLK_SPEED   TOTAL_CORES     ENABLED_CORES
2.200 GHz        10              10








odaadmcli show server


odaadmcli show serverコマンドを使用して、サーバーの詳細を表示します。


ファイル・パス

$ORACLE_HOME/opt/oracle/dcs/bin/odaadmcli



構文

サーバーの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show server [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例10-59 サーバーの詳細の表示


# odaadmcli show server

Power State : On         
Open Problems : 0         
Model : ORACLE SERVER X6-2         
Type : Rack Mount         
Part Number : 7320190         
Serial Number : 1605NM10JJ         
Primary OS : Not Available         
ILOM Address : 10.209.8.215         
ILOM MAC Address : 00:10:E0:95:98:F0         
Description : Oracle Database Appliance X6-2 Small 1606NM1s02         
Locator Light : Off         
Actual Power Consumption : 135 watts         
Ambient Temperature : 24.250 degree C         
Open Problems Report : System is healthy










odacli-adm set-credential


odacli-adm set-credentialコマンドを使用して、oda-adminユーザー資格証明を変更します。


構文

非アクティブ・モードでoda-adminユーザー資格証明をリセットするには、次のコマンドを実行します。


   odacli-adm set-credential --password --username username [-j] [-h]


非対話モードでoda-adminユーザー資格証明をリセットするには、次のコマンドを実行します。


   odacli-adm set-credential --hp password --username username [-j] [-h]





パラメータ





	パラメータ	説明
	
--password、-p

	エージェントのパスワード。エージェントのパスワードは、Oracle Appliance Manager Webコンソールにアクセスする際に必要です。デフォルト・パスワードはwelcome1です。非対話モードでパスワードを定義するには、--passwordではなく--hpを使用します。
	
--username、-u

	Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスに必要なユーザー名。デフォルトのユーザー名はoda-adminです。
	
--json、-j

	 
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意

rootユーザーのみがoda-adminユーザー資格証明をリセットできます。





例10-60 非対話モードでのoda-adminパスワードのリセット

対話モードでoda-adminユーザー・パスワードをwelcome2にリセットするには、次のコマンドを実行します。


# odacli-adm set-credential --password --username oda-admin
  Agent password: welcome2





例10-61 非対話モードでのoda-adminパスワードのリセット

非対話モードでoda-adminユーザー・パスワードをwelcome2にリセットするには、次のコマンドを実行します。


# odacli-adm set-credential --password welcome2 --username oda-admin










Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト





A Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト

Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト。

内容は次のとおりです。







	Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス
Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。
	Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成
 Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする場合のグループおよびデフォルトのユーザーを確認します。すべてのパスワードは、デプロイ時に定義するマスター・パスワードに設定されます。
	Oracle Database Applianceのシステム構成






Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。


表A-1 Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

	アイテム	ディレクトリ・パス
	Gridホーム

	/u01/app/release-specific_name/gi owner


	Gridベース

	/u01/app/gi owner


	Oracleホーム

	/u01/app/rdbms owner/product/dbhome_release-specific_namesequence_number


	Oracleベース

	/u01/app/rdbms owner


	Oracleインベントリ 

	/u01/app/oraInventory












Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする場合のグループおよびデフォルトのユーザーを確認します。すべてのパスワードは、デプロイ時に定義するマスター・パスワードに設定されます。

Webコンソールを使用する場合のデフォルトのオペレーティング・システム・グループおよびユーザー構成

表A-2 Oracle Database Applianceのデフォルトのオペレーティング・システム・グループおよびユーザー構成

	グループおよびユーザー 	デフォルト値
	Oracle Grid Infrastructureインストール所有者

	grid、UID 1001


	Oracle Databaseインストール所有者

	oracle、UID 1000


	Oracle Databaseシステム管理者

	sys


	Oracle Database汎用管理者

	system


	Oracleインベントリのシステム権限グループ

	oinstall、GID 1001


	Oracle ASM管理者のシステム権限 

	asmadmin、GID 1004


	Oracle ASMユーザーのシステム権限 

	asmdba、GID 1006


	Oracle ASMオペレータのシステム権限

	asmoper、GID 1005


	Oracle Database管理者のシステム権限

	dba、GID 1003


	Oracle Databaseオペレータのシステム権限

	dbaoper、GID 1002











Oracleグループおよびユーザー構成
Webコンソールまたはodacli create-applianceコマンドとJSONファイルを使用してアプライアンスをデプロイできます。次の構成がサポートされています。

	2人のユーザーと6つのグループ(オペレーティング・システムのロール分離) 


	単一ユーザーと6つのグループ(オペレーティング・システムのロール分離なし)


	単一ユーザーと2つのグループ(オペレーティング・システムのロール分離なし)




groupname、usernameおよびUIDをカスタマイズできます。

ジョブ・ロール分離の詳細は、https://docs.oracle.com/database/121/CWSOL/usrgrps.htm#CWSOL763を参照してください。








Oracle Database Applianceのシステム構成


表A-3 Oracle Database Applianceのシステム構成

	アイテム 	値
	Red Hat Compatible Kernelを使用したOracle Linux

	2.6.39-400.290.1.el6uek.x86_64が適用されたOracle Linux 6.8


	Oracle Databaseのリリース

	12.1.0.2.161018, 11.2.0.4.161018

Oracle Database Enterprise Edition、Oracle Database Standard Edition 2、Oracle Database Standard Edition 1、Oracle Database Standard Edition


	Oracle Enterprise Manager Express 12c

	ポート5500

Oracle Enterprise Managerにアクセスするには、次のURL文字列(hostnameはOracle Database Applianceサーバーの名前)を入力します。

https://hostname:5500/em 


	Oracle Enterprise Manager 11.2データベース・コンソール

	ポート1158

Oracle Enterprise Managerにアクセスするには、次のURL文字列(hostnameはOracle Database Applianceサーバーの名前)を入力します。

https://hostname:1158/em 













Oracle Database Applianceのストレージ






B Oracle Database Applianceのストレージ


この項を確認して、Oracle Database Applianceのストレージのアーキテクチャとオプションおよび使用可能なストレージの確認方法を理解します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceのストレージについて

データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)を使用します。
	Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lで使用可能なディスク容量の確認

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lで使用可能なディスク容量と、容量の算出方法を確認します。





Oracle Database Applianceのストレージについて


データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)を使用します。

データベース・ファイル・システムはデータベース・ファイルの格納のみに使用され、データベース・データ・ファイル用のDATAファイル・システム、およびアーカイブ・ファイルとバックアップを格納するRECOファイル・システムが含まれます。Oracle Database Applianceでは、Oracle ACFSおよびOracle ASMのデータ・ファイル・ストレージをサポートしています。データベースを作成するときに、データベース・ストレージのタイプを決定します。


Oracle ASMデータベース・ストレージについて

Oracle ASMとOracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)を使用します。

Oracle ASMでは、データベース・データファイルはDATAディスクグループに格納されます。Redoおよびアーカイブ・ファイルはRECOディスクグループに属します。





Oracle ACFSデータベース・ストレージについて

Oracle ACFSと、Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)またはOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)を使用します。

Oracle ACFSでは、データファイルを格納するためのOracle ACFSファイル・システムは、各データベースのDATAディスクグループから作成され、すべてのデータベースに対するRedoおよび高速リカバリ領域用のOracle ACFSファイル・システムは、RECOディスクグループから作成されます。






	データベース・ファイル・ストレージについて

Oracle Database Appliance X6-2でのデータベース・ファイル・ストレージの構成方法を理解します。
	Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域

Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)マウント・ポイントを確認します。
	マウント・ディスクの詳細の表示

Oracle Automatic Storage Managementのlsdgコマンドを使用して、Oracle Database Applianceのマウント・ディスク・グループとその情報を表示します。





データベース・ファイル・ストレージについて


Oracle Database Appliance X6-2でのデータベース・ファイル・ストレージの構成方法を理解します。

データベース・ファイル・システムはデータベース・ファイルの格納のみに使用され、データベース・データ・ファイル用のDATAファイル・システム、およびアーカイブ・ファイルとバックアップを格納するRECOファイル・システムが含まれます。Oracle Database Applianceは、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)またはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)のデータベース・ファイル・ストレージをサポートします。データベースを作成するときに、データベース・ストレージのタイプを決定します。


Oracle ASMデータベース・ストレージについて

Oracle ASMとOracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)を使用します。

Oracle ASMでは、データベース・データファイルはDATAディスクグループに格納されます。Redoおよびアーカイブ・ファイルはRECOディスクグループに属します。

予備ストレージは、ディスク障害の発生時に冗長性を維持するために必要なOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ストレージの容量です。予備ストレージ容量を使用しても、システムは実行を継続し、Oracle ASMミラーリングを介して保護されます。ただし、第2のディスク障害が生じた場合、システムは非保護および機能低下モードで実行されます。このためすぐにディスクを交換する必要があります。


関連項目:

ASMディスク・グループの容量の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。







Oracle ACFSデータベース・ストレージについて

Oracle ACFSと、Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)またはOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)を使用します。

Oracle ACFSでは、データファイルを格納するためのOracle ACFSファイル・システムは、各データベースのDATAディスクグループから作成され、すべてのデータベースに対するRedoおよび高速リカバリ領域用のOracle ACFSファイル・システムは、RECOディスクグループから作成されます。





記憶域の構成オプション

Oracle Database Appliance X6-2をデプロイするときに、次の構成オプションのいずれかを選択して、DATAディスク・グループとRECOディスク・グループにストレージ容量を分割できます。
	
外部: ストレージ容量は、DATA用に80%およびRECO用に20%で分割されます。


	
内部: ストレージ容量は、DATA用に40%およびRECO用に60%で分割されます。


	
カスタム: ストレージ容量は、DATA用に10%から90%およびRECO用にその残りを構成可能です。






カスタムのデータ・ストレージを使用するようにOracle Database Applianceを構成する場合、使用可能なストレージの容量は、DATAに対して構成されているパーセンテージで決まります。

lsdgコマンドを実行して、DATAディスク・グループの使用可能なストレージを決定できます。








Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域


Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)マウント・ポイントを確認します。


データベース作成時にデータベース・ストレージとしてOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を選択した場合、Oracle ASM Cluster File System (ACFS)は作成されません。すべてのファイルはOracle ASMディスクグループに属します。

データベース・ストレージにOracle ACFSを選択すると、各データベースには個別のOracle ACFSマウント・ポイントが確保されます。

	
DATAディスクグループ: /u02/app/oracleuser/oradata/db_name


	
RECOディスクグループ: /u03/app/oracleuser.




Oracle ACFSでは、次のファイル・システムが作成されます。

	
各データベースに+DATAディスクグループから100G ACFSが作成されます。このOracle ACFSは必要に応じて領域を自動的に拡張します。


	
+RECOディスクグループの25%で共通のOracle ACFSが自動拡張付きで作成されます。このファイル・システムは、すべてのデータベースに対する高速リカバリ領域およびRedoログに使用されます。





表B-1 Oracle ACFSマウント・ポイントと、関連のOracle ASMディスク・グループおよびボリューム情報

	ファイル・システム	Oracle ASMディスク・グループ	Oracle ASM動的ボリューム	マウント・ポイント
	
DATA

	
+DATA

	
/dev/asm/datdbname-nnn

例: /dev/asm/datodacn-123

	
/u02/app/oracleuser/oradata/dbname

例: /u02/app/example/oradata/odacn


	
RECO

	
+RECO

	
/dev/asm/reco-nn

	
/u03/app/oracleuser

fast_recovery_areaおよびredoログに対するこのマウント・ポイントは、すべてのデータベースによって共有されます。

fast_recovery_areaの場合のパス: /u03/app/oracleuser/fast_recovery_area/db_name

Redoログの場合のパス: /u03/app/oracleuser/redo/db_name










例B-1 Oracle ACFSのストレージ領域

Oracle ACFSファイル・システムが作成されると、当初はアプライアンス内のすべての記憶域が消費されるわけではありません。追加のリポジトリのために、または場合によってはOracle ASMに直接格納されるデータベース・ファイルのために領域を残しています。次の例に示すように、オペレーティング・システム・コマンドdf -kを実行して、ファイル・システム内の使用可能な記憶領域を確認できます。


# df -k 
Filesystem                            1K-blocks   Used         Available  Use%   Mounted on 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolRoot    30963708    14203568     15187276   49%     / 
tmpfs                                 65952292      647800     65304492    1%     /dev/shm 
/dev/sda1                               495844       43872       426372   10%     /boot 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolOpt     61927420    18594420     40187272   32%     /opt 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolU01    103212320    49621560     48347880   51%     /u01 
/dev/asm/reco-62                      76546048     1469676     75076372    2%     /u03/app/oracle
/dev/asm/datrdb2-268                 104857600     3872368    100985232    4%     /u02/app/oracle/oradata/rdb2
/dev/asm/datndb11-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb11
/dev/asm/datndb12-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb12








マウント・ディスクの詳細の表示


Oracle Automatic Storage Managementのlsdgコマンドを使用して、Oracle Database Applianceのマウント・ディスク・グループとその情報を表示します。

特定のディスク・グループに関する情報を表示するには、コマンドでディスク・グループを指定します。


	gridユーザーとしてログインします。
	Oracle Automatic Storage Management lsdgコマンドを実行します。



例B-2 DATAディスク・グループのストレージの確認


ASMCMD [+] > lsdg data

State    Type    Rebal  Sector  Block       AU  Total_MB  Free_MB  Req_mir_free_MB  Usable_file_MB
MOUNTED  NORMAL  N         512   4096  4194304     12288     8835             1117            3859

(continued)
Offline_disks  Voting_files  Name
            0             N  DATA










Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lの使用可能なディスク容量の確認


Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lの使用可能なディスク容量と容量の算出方法を確認します。


Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MおよびX6-2Lでは、3.2 TBのRAW NVMeフラッシュ・ソリッド・ステート・ドライブを使用します。次の表の使用可能なデータ容量は、小数点形式で示されるTB (1 KBは1,000バイト)をバイナリ形式で示されるTB (1 KBは1,024バイト)に変換して、使用可能な容量をOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループに分割しているため、変化します。

簡単に言えば、各NVMe SSDの使用可能なストレージは約2.91TBです。この値はTBに変換されたドライブのストレージの使用可能容量で計算されます。つまり、3.2 TBを1.0244で除算して2.91TBになります。





Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mの使用可能なディスク容量

次の表に、Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mの概算の使用可能容量を示します。


表B-2 Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mの使用可能なディスク容量

	説明	2台のNVMeドライブを使用するX6-2SおよびX6-2Mのサイズ指定	4台のNVMeドライブを使用するX6-2SおよびX6-2Mのサイズ指定
	NVMeドライブの数	
2

	
4


	
合計使用可能容量

	
5.8TB

	
11.6TB


	
合計使用可能容量標準の(ダブル・エラー) Oracle ASM冗長性

	
2.9TB

	
5.8TB


	
DATAディスク・グループ(90%使用可能)

	
2.6TB

	
5.2TB


	
RECOディスク・グループ(10%使用可能)

	
0.3TB

	
0.6TB


	
合計使用可能容量高い(ダブル・エラー) Oracle ASM冗長性

	
該当なし。X6-2SおよびX6-2Mにはトリプル・ミラーリングは適用されません。

	
3.9TB


	
DATAディスク・グループ(90%使用可能)

	
該当なし。X6-2SおよびX6-2Mにはトリプル・ミラーリングは適用されません。

	
3.5TB


	
RECOディスク・グループ(10%使用可能)

	
該当なし。X6-2SおよびX6-2Mにはトリプル・ミラーリングは適用されません。

	
0.4TB










Oracle Database Appliance X6-2Lの使用可能なディスク容量

次の表には、ストレージ・ドライブの容量の計算に基づいた、冗長性のための予約済領域を含む、Oracle Database Appliance X6-2Lの概算の使用可能容量を示します。


表B-3 Oracle Database Appliance X6-2Lの使用可能なストレージ

	説明	6台のNVMeドライブを使用するX6-2Lのサイズ指定	9台のNVMeドライブを使用するX6-2Lのサイズ指定
	
NVMeドライブの数

	
6

	
9


	
合計使用可能容量

	
17.4TB

	
26.1TB


	
予約済領域の標準の冗長性

	
2.9TB

	
2.9TB


	
合計使用可能容量標準の(ダブル・エラー) Oracle ASM冗長性

	
7.2TB

	
11.6TB


	
DATAディスク・グループ(90%使用可能)

	
6.5TB

	
10.4TB


	
RECOディスク・グループ(10%使用可能)

	
0.7TB

	
1.2TB


	
予約済領域の高い冗長性

	
5.8TB

	
5.8TB


	
合計使用可能容量高い(ダブル・エラー) Oracle ASM冗長性

	
3.8TB

	
6.8TB


	
DATAディスク・グループ(90%使用可能)

	
3.4TB

	
6.1TB


	
RECOディスク・グループ(10%使用可能)

	
0.4TB

	
0.7TB







予約済領域値は、ディスク障害が生じた場合に完全な冗長性を維持するのに必要なストレージ容量を表しています。





Oracle ASMの計算

Oracle ASMは使用可能な空き領域を計算する際、ディスク障害に備えて予約する領域容量を決定します。2台または4台のNVMeドライブを使用するOracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mの場合、この予約済領域は不要です。Oracle ASMまたはOracle Database Applianceコマンドを問合せて使用可能な領域の容量を表示するときに、usable_File_MB値が負の数を示す場合があります。


表B-4 Oracle ASMの計算

	ドライブの数	冗長性	Total_MB	Free_MB	Req_mir_free_MB	Usable_file_MB	名前
	
2

	
NORMAL

	
4894016

	
4893372

	
0

	
1220644

	
RECO/


	
4

	
NORMAL

	
1231176

	
1230996

	
610468

	
305150

	
RECO/








注意:

注意: 1TB = MBを10242で除算した値

次の表に、Oracle ASMおよびOracle Database Applianceでの容量に関する用語の定義を示します。


表B-5 用語の定義

	用語	Oracle ASMの定義	Oracle Database Applianceの定義
	
Total_MB

	
ディスク・グループのサイズ(MB)

	
合計使用可能ストレージ。たとえば、2台のNVMeドライブの場合、合計使用可能ストレージは5.8TBです。


	
Free_MB

	
冗長性を考慮しない、ディスク・グループの空き領域(MB)。

	
Oracle ASMディスク・グループにフォーマットした後の合計使用可能ストレージ。たとえば、2台のNVMeドライブの場合、合計使用可能ストレージは5.8TBです。


	
Req_mir_free_MB

	
ディスク・グループで許容可能な最悪の障害の後に完全な冗長性を復元するためにディスク・グループで使用可能にする必要がある領域の容量。

	
Oracle ASMディスク・グループにフォーマットした後の合計使用可能ストレージ。たとえば、2台のNVMeドライブの場合、合計使用可能ストレージは5.8TBです。


	
Usable_file_MB

	
新しいファイルで使用可能な、ミラーリング用に調整された空き領域の容量。

	
ミラーリング・レベルを考慮した合計使用可能領域。Oracle ASMでは、必要な領域量も計算されます。















コマンドライン・インタフェース・リファレンス






C コマンドライン・インタフェース・リファレンス


この項を確認してodacli create-applianceコマンドについて理解し、JSONファイルの例を確認します。

内容は次のとおりです。




	odacli create-applianceコマンドのreadme

readmeおよびJSONファイルの例を使用してJSONファイルを作成し、コマンドライン・インタフェースを使用してアプライアンスを作成します。
	odacli create-applianceコマンドJSONファイルの例

次のJSONファイルの例およびreadmeを使用して、コマンドライン・インタフェースでのアプライアンスの作成に使用できるJSONファイルを作成します。





odacli create-applianceコマンドのReadme


readmeおよびJSONファイルの例を使用してJSONファイルを作成し、コマンドライン・インタフェースを使用してアプライアンスを作成します。


readme

提供されているJSONファイルの例に加え、このreadmeを慎重に検討します。環境および要件に基づいて、必要な変更を加えたJSONファイルを作成します。このページの例およびreadmeは、/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにもあります。


注意:

JSONファイルを作成する前に、readmeおよび例を慎重に検討することが重要です。設定に基づいてネットワークおよびOracle ILOMの情報を正しく入力していない場合は、ホストおよびOracle ILOMへのネットワーク・アクセスが失われます。





定義


instance:
    name: display name for the appliance instance resource
    instanceBaseName: This is the base name used for the service to derive the names for the other entities
    dbEdition: Enter "EE" for enterprise edition, or "SE" for standard edition
    timeZone: OS timeZone
    ntpServers: IP address for ntp server configured in /etc/ntp.conf, enter null if NTP is not configured
    dnsServers: IP address for DNS server configured in /etc/resolv.conf, enter null if dns is not configured.
    domainName: domain name (for example, example.com)
    isRoleSeperated: true|false
        set isRoleSeperated=true if role separation is required during the installation.
            need to specify 6 groups and two users. groupName and userName can be customized
        Set isRoleSeperated=false if role separation is not required.
            Need to specify 2 groups and one user. groupName and userName can be customized
nodes:
    nodeNumber: 0 (Use 0 for ODA S|M|L)
    nodeName: the Name used to configure the host name.
    network:
        nicName: the NIC name used for the network.
            For ODA S: btbond1, sfpbond1
            For ODA M: btbond1, btbond2, sfpbond1
            For ODA L: btbond1, btbond2, sfpbond1
        ipAddress: IP address for this network
        subNetMask: subnet mask for this network
        gateway: gateway address for this network
        networkType: Public|Backup|Other
        isDefaultNetwork: true|false
    ilom:
        ilomName: ilom name
        ipAddress: ilom ip address
        subNetMask: subnet mask for the ilom network
        gateway: gateway for ilom network
         
grid:
    diskGroup: (ODA S|M|L contains DATA and RECO Diskgroups)
        diskgroupName: DATA|RECO
        redundancy: Normal|High (for 2 NVMEs, only Normal is supported, for 4 NVMEs, both Normal and High is supported)
        diskPercentage: Percentage of NVMe drive capacity is used for this particular diskgroup.
    language: language used for GI installation
     
database:
    dbName: dbname for the database
    dbVersion: Use "12.1.0.2" for 12c database, "11.2.0.4" for 11.2 database.
    instanceOnly:
        true: only database instance is created without any data files
        false: create a complete database (with datafiles, redo logs, etc)
    isCdb: "true" if this database is container DB. Only valid for 12.1.0.2 database. "False" if this is non-cdb
    pdBName: pdbName if isCdb is "true", use "null" if isCdb is "false"
    pdbAdminuserName: pdb admin user name, use "null" if isCdb is "false"
    adminPassword: master password for the database.
    dbType: use "SI" , single instance database for ODA S|M|L
    dbTargetNodeNumber: use "0" for ODA S|M
    dbClass: OLTP|DSS|IMDB. For SE, only OLTP is supported. For EE, OLTP, DSS, IMDB(12c db only) are supported
    dbShape: database shape, decide which database template to use for this database.
    dbStorage: ACFS|ASM. Only ACFS is supported for 11.2.0.4. Both ACFS and ASM are supported for 12.1.0.2.
    dbCharacterSet: Characterset for this database.
    dbConsoleEnable: true|false. Whether or not to create dbconsole (11.2.0.4) or EM express (12.1.0.2)
 
asr:
    userName/password: username/password for the ASR
    proxyServerName/proxyPort/proxyUserName/proxyPassword: information about proxy server.
    snmpVersion: use "v3"








odacli create-applianceコマンドのJSONファイルの例


次のJSONファイルの例およびreadmeを使用して、コマンドライン・インタフェースでのアプライアンスの作成に使用できるJSONファイルを作成します。


odacli create-applianceコマンドを使用するには、JSONファイルを作成する必要があります。ここにあるJSONファイルの例およびreadmeの情報をテンプレートとして使用して、環境に応じたファイルを作成できます。このページの例およびreadmeは、/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにもあります。


注意:

JSONファイルを作成する前に、readmeおよび例を慎重に検討することが重要です。設定に基づいてネットワークおよびOracle ILOMの情報を正しく入力していない場合は、ホストおよびOracle ILOM両方へのネットワーク・アクセスが失われます。





例C-1 Oracle Database Appliance X6-2をロール分離で作成するためのJSONファイル

次の記述は、Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lの作成に使用されるJSONファイルの例です。この例ではロール分離を使用しています。


$ cat create-appliance.json
{
  "instance" : {
    "name" : "odambox",
    "instanceBaseName" : "odambox",
    "dbEdition" : "EE",
    "timeZone" : "UTC",
    "ntpServers" : ["10.0.3.14"],
    "dnsServers" : ["10.0.4.10","10.0.4.11","10.0.4.12"],
    "domainName" : "example.com",
    "isRoleSeparated" : true,
    "osUserGroup" : {
      "groups" : [ {
        "groupId" : 1001,
        "groupName" : "oinstall",
        "groupRole" : "oinstall"
      }, {
        "groupId" : 1002,
        "groupName" : "dbaoper",
        "groupRole" : "dbaoper"
      }, {
        "groupId" : 1003,
        "groupName" : "dba",
        "groupRole" : "dba"
      }, {
        "groupId" : 1004,
        "groupName" : "asmadmin",
        "groupRole" : "asmadmin"
      }, {
        "groupId" : 1005,
        "groupName" : "asmoper",
        "groupRole" : "asmoper"
      }, {
        "groupId" : 1006,
        "groupName" : "asmdba",
        "groupRole" : "asmdba"
      } ],
      "users" : [ {
        "userId" : 1000,
        "userName" : "oracle",
        "userRole" : "oracleUser"
      }, {
        "userId" : 1001,
        "userName" : "grid",
        "userRole" : "gridUser"
      } ]
    }
  },
  "nodes" : [ {
    "nodeNumber" : "0",
    "nodeName" : "odambox",
    "network" : [ {
       "nicName" : "btbond1",
       "ipAddress" : "10.0.1.11",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "10.0.1.1",
       "networkType" : [ "Public" ],
       "isDefaultNetwork" : true
      },
      {
       "nicName" : "btbond2",
       "ipAddress" : "192.168.18.24",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "192.168.18.1",
       "networkType" : [ "Backup" ],
       "isDefaultNetwork" : false
      }
    ],
    "ilom" : {
      "ilomName":"odambox-c",
      "ipAddress":"10.0.2.10",
      "subNetMask":"255.255.255.0",
      "gateway":"10.0.2.1"
     }
  } ],
  "grid" : {
    "diskGroup" : [ {
      "diskGroupName" : "DATA",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :70
    }, {
      "diskGroupName" : "RECO",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :30
    } ],
    "language" : "en"
  },
  "database" : {
    "dbName" : "db1",
    "dbVersion" : "12.1.0.2",
    "instanceOnly" : false,
    "isCdb" : true,
    "pdBName" : "pdb1",
    "pdbAdminuserName" : "pdbuser",
    "adminPassword" : "welcome1",
    "dbType" : "SI",
    "dbTargetNodeNumber" : "0",
    "dbClass" : "OLTP",
    "dbShape" : "odb1",
    "dbStorage" : "ACFS",
    "dbCharacterSet" : {
      "characterSet" : "AL32UTF8",
      "nlsCharacterset" : "AL16UTF16",
      "dbTerritory" : "AMERICA",
      "dbLanguage" : "AMERICAN"
    },
    "dbConsoleEnable" : false
  },
  "asr" :{
    "userName":"john.smith@example.com",
    "password":"xxxxx",
    "proxyServerName":"www-proxy.example.com",
    "proxyPort":"80",
    "proxyUserName":"",
    "proxyPassword":"",
    "snmpVersion":"v3"
  }
}





例C-2 Oracle Database Appliance X6-2をロール分離で作成するためのJSONファイル

次の記述は、ロール分離を使用しないOracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lの作成に使用されるJSONファイルの例です。この例では、2つのグループ(oinstallとdba)および単一のユーザー("oracle")を作成します。



  
$ cat create-appliance.json
{
  "instance" : {
    "name" : "odambox",
    "instanceBaseName" : "odambox",
    "dbEdition" : "EE",
    "timeZone" : "UTC",
    "ntpServers" : ["10.0.3.14"],
    "dnsServers" : ["10.0.4.10","10.0.4.11","10.0.4.12"],
    "domainName" : "example.com",
    "isRoleSeparated" : false,
    "osUserGroup" : {
      "groups" : [ {
        "groupId" : 1001,
        "groupName" : "oinstall",
        "groupRole" : "oinstall"
      }, {
        "groupId" : 1002,
        "groupName" : "dba",
        "groupRole" : "dba"
      } ],
     "users" : [ {
        "userId" : 1000,
        "userName" : "oracle",
        "userRole" : "oracleUser"
      } ]
    }
  },
  "nodes" : [ {
    "nodeNumber" : "0",
    "nodeName" : "odambox",
    "network" : [ {
       "nicName" : "btbond1",
       "ipAddress" : "10.0.1.11",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "10.0.1.1",
       "networkType" : [ "Public" ],
       "isDefaultNetwork" : true
      },
      {
       "nicName" : "btbond2",
       "ipAddress" : "192.168.18.24",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "192.168.18.1",
       "networkType" : [ "Backup" ],
       "isDefaultNetwork" : false
      }
    ],
    "ilom" : {
      "ilomName":"odambox-c",
      "ipAddress":"10.0.2.10",
      "subNetMask":"255.255.255.0",
      "gateway":"10.0.2.1"
     }
  } ],
  "grid" : {
    "diskGroup" : [ {
      "diskGroupName" : "DATA",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :70
    }, {
      "diskGroupName" : "RECO",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :30
    } ],
    "language" : "en"
  },
  "database" : {
    "dbName" : "db1",
    "dbVersion" : "12.1.0.2",
    "instanceOnly" : false,
    "isCdb" : true,
    "pdBName" : "pdb1",
    "pdbAdminuserName" : "pdbuser",
    "adminPassword" : "welcome1",
    "dbType" : "SI",
    "dbTargetNodeNumber" : "0",
    "dbClass" : "OLTP",
    "dbShape" : "odb1",
    "dbStorage" : "ACFS",
    "dbCharacterSet" : {
      "characterSet" : "AL32UTF8",
      "nlsCharacterset" : "AL16UTF16",
      "dbTerritory" : "AMERICA",
      "dbLanguage" : "AMERICAN"
    },
    "dbConsoleEnable" : false
  },
  "asr" :{
    "userName":"john.smith@example.com",
    "password":"xxxxx",
    "proxyServerName":"www-proxy.example.com",
    "proxyPort":"80",
    "proxyUserName":"",
    "proxyPassword":"",
    "snmpVersion":"v3"
  }
}










Oracle Database Applianceクリーン・アップ・スクリプト






D Oracle Database Applianceクリーン・アップ・スクリプト


デプロイのクリーン・アップ・スクリプト・ツールを使用して、クリーン・アップ・タスクを実行します。


Oracle Database Applianceのデプロイのクリーン・アップ・スクリプトcleanup.plは、次のアクティビティに使用します。

	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)のアンインストール


	
Oracle Trace File Analyzer (TFA)のアンインストール


	
Oracle Database Console (dbconsole)ファイルの削除


	
GIおよびOracleスタックのアンインストール


	
Oracle Linuxのudevルールのリセット


	
Oracle Linuxのudevルールの削除


	
アプライアンスの作成時に作成されたユーザーおよびグループの削除。デフォルトのユーザーおよびグループには、DROP USER文を使用します。アプライアンスのデプロイ時にカスタム・ユーザー名およびグループ名を使用した場合は、-griduser、-dbuser、-groups引数を使用してcleanup.plスクリプトに渡します。




スクリプトではfirstnet configとクライアント・アクセスVLAN UNIX_DBは削除されますが、他のVLANは削除されません。





構文


/opt/oracle/oak/onecmd/cleanup.pl [-griduser grid_user] [-dbuser db_user] [-groups comma separated list of groups] 





パラメータ


	パラメータ	説明
	
-griduser grid_user

	
グリッド・ユーザー名を定義します。デフォルトのユーザー名はgridです。


	
-dbuser db_user

	
データベース・ユーザー名を定義します。デフォルトのユーザー名はoracleです。


	
-groups グループのカンマ区切りのリスト

	
グループをカンマ区切りのリストで示します。デフォルトのグループはoinstall,dba,asmadmin,asmoper,asmdbaです。










使用方法

grid_userとdb_userが同じ(roleSeparation=false)場合、各ユーザーに対してスクリプトを実行する必要もあります。

クリーン・アップ・スクリプトの一部として、無効化されたCPUコアはリセットされ、すべてのコアは再有効化されます。





例D-1 グリッドとデータベース・ユーザーを削除するクリーン・アップ・スクリプト

次のコマンドを実行してoracleという名前のグリッド・ユーザーとデータベース・ユーザーをどちらも削除します。


# /opt/oracle/oak/onecmd/cleanup.pl -griduser oracle -dbuser oracle








Oracle Database Applianceのデータベース・シェイプ






E Oracle Database Applianceのデータベース・シェイプ


この付録の情報を使用して、計画しているデータベースのデータベース・シェイプ(テンプレート)を選択します。

内容は次のとおりです。




	データベース・シェイプについて

この情報を検討して、使用するデータベース・シェイプの判断に役立ててください。
	OLTPデータベース・シェイプ

データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・シェイプを使用します。
	インメモリー・データベース・シェイプ

データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・シェイプを使用します。
	DSSデータベース・シェイプ

データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、DSSデータベース・シェイプを使用します。





データベース・シェイプについて


この情報を検討して、使用するデータベース・シェイプの判断に役立ててください。

Oracle Database Applianceシェイプは、Oracle Database Applianceのパフォーマンスを最適化するために特に選択されたパラメータを使用して、データベースを定義します。さらに、適切なインスタンス・ケージングを設定したり、適切なライセンスを取得する際も、これらのシェイプが役立ちます。

Oracle Database Applianceでは、複数のデータベースを1つのシステムに統合できます。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。インスタンス・ケージングを使用して、Oracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)と連携し、単一のOracle Database Applianceの複数インスタンス間で必要なサービス・レベルを提供できます。

Oracle Database Applianceシェイプは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズにあわせて事前チューニングされています。特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、シェイプで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・シェイプ・サイズを選択できます。シェイプ・サイズは後になって、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することにより調整できます。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定シェイプを参照します。


注意:

Oracle Database Applianceシェイプはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのシェイプを使用することをお薦めします。




データベース・シェイプの選択

データベース・シェイプは、Oracle Database Applianceのデータベースで実行するデータベース・ワークロードのタイプにあわせて特別に構成されています。データベースが実行する共通のワークロード(OLTP、DSS、インメモリー)に最も適したシェイプを選択します。

データベース・サイズ設定表には、各データベース・ワークロード・タイプについて、CPUの数およびメモリー属性に基づいて、シェイプ名およびサイズ設定が示されています。

データベース・ワークロードとハードウェアに適しているシェイプ・タイプを識別します。

	
データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・シェイプを使用します。


	
データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、Oracle Database Appliance DSSデータベース・シェイプを使用します。


	
データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・シェイプを使用します。




データベース・シェイプの表を使用して、データベースに最適なシェイプを選択するのに役立ててください。これらの表を使用するときに、次に留意してください。

	
この表の情報は、ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。この表の情報は、ローカル・ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。データベースの領域要件と、ローカル・ディスク・バックアップと外部バックアップのポリシーを検討します。通常、外部バックアップには、データベースが使用できる領域がローカル・バックアップより豊富にあります。


	
ログ・ファイルのサイズは、システムがフル稼働している際に、各インスタンスの3つのREDOログ・グループで15分ごとにログ・スイッチが実行されることを前提としています。











OLTPデータベース・シェイプ


データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・シェイプを使用します。



表E-1 Oracle Database Appliance OLTPデータベース・シェイプのサイズ

	シェイプ	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	プロセス	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	ログ・バッファ(MB)
	
odb1s

	
1

	
2

	
1

	
200

	
1

	
16


	
odb1

	
1

	
4

	
2

	
200

	
1

	
16


	
odb2

	
2

	
8

	
4

	
400

	
1

	
16


	
odb4

	
4

	
16

	
8

	
800

	
1

	
32


	
odb6

	
6

	
24

	
12

	
1200

	
2

	
64


	
odb08

	
8

	
32

	
16

	
1600

	
2

	
64


	
odb10

	
10

	
40

	
20

	
2000

	
2

	
64


	
odb12 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
12

	
48

	
24

	
2400

	
4

	
64


	
odb16 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
16

	
64

	
32

	
3200

	
4

	
64


	
odb20 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
20

	
80

	
40

	
4000

	
4

	
64













インメモリー・データベース・シェイプ


データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・シェイプを使用します。



表E-2 Oracle Database Applianceインメモリー・データベース・シェイプのサイズ

	シェイプ	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	インメモリー(GB)	プロセス	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	ログ・バッファ(MB)
	
odb1s

	
1

	
2

	
1

	
1

	
200

	
1

	
16


	
odb1

	
1

	
4

	
2

	
2

	
200

	
1

	
16


	
odb2

	
2

	
8

	
4

	
4

	
400

	
1

	
16


	
odb4

	
4

	
16

	
8

	
8

	
800

	
1

	
32


	
odb6

	
6

	
24

	
12

	
12

	
1200

	
2

	
64


	
odb08

	
8

	
32

	
16

	
16

	
1600

	
2

	
64


	
odb10

	
10

	
40

	
20

	
20

	
2000

	
2

	
64


	
odb12 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
12

	
48

	
24

	
24

	
2400

	
4

	
64


	
odb20 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
20

	
80

	
40

	
40

	
4000

	
4

	
64













DSSデータベース・シェイプ


データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、DSSデータベース・シェイプを使用します。



表E-3 Oracle Database Appliance DSSデータベース・シェイプのサイズ

	シェイプ	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	プロセス	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	ログ・バッファ(MB)
	
odb1s

	
1

	
1

	
2

	
200

	
1

	
16


	
odb1

	
1

	
2

	
4

	
200

	
1

	
16


	
odb2

	
2

	
4

	
8

	
400

	
1

	
16


	
odb4

	
4

	
8

	
16

	
800

	
1

	
32


	
odb6

	
6

	
12

	
24

	
1200

	
2

	
64


	
odb8

	
8

	
16

	
32

	
1600

	
2

	
64


	
odb10

	
10

	
20

	
40

	
2000

	
2

	
64


	
odb12 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
12

	
24

	
48

	
2400

	
4

	
64


	
odb20 (X6-2MおよびX6-2Lのみ)

	
20

	
40

	
80

	
4000

	
4

	
64















用語集






用語集


バックアップの場所

希望のバックアップ場所を決定します: 外部、内部またはカスタム。





ベア・メタル

非仮想化Oracle Database Appliance構成。





カスタムのバックアップの場所

DATAストレージ用に確保する量を決定できます。ストレージ容量は、DATA用に10%から90%およびRECO用にその残りを構成可能です。DATAのパーセンテージは10から90の間の整数である必要があります。他のバックアップの場所オプションは、内部および外部です。





データ記憶域のパーセンテージ

DATAに割り当てられる記憶域のパーセンテージを定義します。パーセンテージは、選択したバックアップの場所(内部、外部、カスタム)に基づきます。





Oracle Databaseのエディション

Oracle Database Applianceは、Oracle Database Enterprise EditionとStandard Editionをサポートします。エディションを混在させることはできません。選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。





EM Express

Oracle Database Applianceのデプロイ時にこのオプションを選択すると、Oracle Database 12.1.0.2用のOracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)コンソール、またはOracle Database 11.2.0.4用のDatabase Controlコンソールを構成を使用してデータベースを管理できます。コンソールの詳細は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのドキュメントを参照してください。





外部のバックアップの場所

ストレージ容量は、DATA用に80%およびRECO用に20%で分割されます。他のバックアップ場所オプションは、内部およびカスタムです。





内部のバックアップの場所

ストレージ容量は、DATA用に40%およびRECO用に60%で分割されます。他のバックアップ場所オプションは、外部およびカスタムです。





マスター・パスワード

システムの構成時のマスター・パスワード、UNIXユーザー、oracleおよびグリッド用に設定されたパスワードです。パスワードは、データベースのSYSとSYSTEMのパスワード、およびシステムのルート・パスワードの設定にも使用されます。





Oracle Appliance Manager

Oracle Database Appliance Webコンソール。Webコンソールを使用してOracle Database Applianceをデプロイし、データベースを作成します。





Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

Oracle Database Applianceに通常インストールして使用できるコンポーネントを含みます。通常、次のコンポーネントが含まれます。
	
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース


	
Oracle Appliance Manager (Webコンソール)


	
Oracle Linux


	
ハードウェア・ドライバ










サポートID (SI)

ハードウェアのサポートID (SI)は、Oracle Database Applianceを購入すると提供されます。Oracleのソフトウェアやサポートを得るには、SIをMy Oracle Supportに登録する必要があります。





Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・バンドル(SIB)ファイル

Oracle Database Appliance X6-2S、X6-2MまたはX6-2Lのデプロイに必要な最新のグリッド・インフラストラクチャとリレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)が含まれます。次のコンポーネントがあります。
	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Database Applianceデプロイメント用にカスタマイズされたOracle Databaseシェイプ(テンプレート)


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ


	
Oracle Appliance Manager Webコンソール


	
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース


	
Oracle Appliance Managerソフトウェア
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このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:
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ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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